
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
諸
伝
本
に
関
し
て
は
、
す
で
に
諸
家
の
調
査
・
研
究
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
諸
本
の
殆

ど
す
べ
て
が
、
定
家
筆
本
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
将
来
し
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
藤
原
定
家
が
、
少
く
と
も
四
回
ｌ
貞
応
元

年
七
月
八
日
（
永
正
十
五
年
書
写
本
奥
書
）
、
貞
応
二
年
九
月
十
一
日
（
貞
応
二
年
本
奥
書
）
、
寛
喜
三
年
九
月
十
二
日
（
明
月
記
）
、
天
福
元
年
仲
秋
（
高
松
宮
家

本
奥
書
）
の
四
回
に
わ
た
っ
て
書
写
し
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
定
家
筆
本
の
中
の
大
部
分
は
、
天
福
元
年
仲
秋
書
写
の
天
福
本
系
統
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
場
合
、
歌
学
の
家

と
し
て
の
二
条
家
と
冷
泉
家
と
が
、
共
に
こ
の
天
福
本
を
伝
領
し
、
家
本
と
し
て
尊
重
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
伝
本
状
況
か
ら
、
定
家
筆
本
系
統
の
諸
本
を
流
布
本
乃
至
は
基
準
本
と
し
、
こ
れ
と
異
な
る
本
文
を
有
す
る
も
の
を
異
本
系
統
と
し
て
立

て
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
現
存
諸
本
の
重
な
も
の
を
、
分
類
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
定
家
筆
本
系
統

本
書
は
、
山
岸
徳
平
博
士
旧
蔵
書
で
、
昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
五
日
附
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
本
学
に
移
譲

さ
れ
て
、
「
山
岸
文
庫
」
と
し
て
本
学
図
書
館
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

調
査
報
告
一一

、
拾
遺
和
歌
集
の
伝
本

寂
恵
本
拾
遺
和
歌
集
上
一
肌

担
当
者
阿
部
秋
生
・
前
田
裕
子
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(2) 仙
貞
応
本

貞
応
元
年
書
写
本
の
現
存
す
る
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
の
は
貞
応
二
年
書
写
本
だ
け
で
あ
る
。
天
福
本
と
比
較
す
る
と
、
勘
物
・

頭
註
等
が
少
な
い
こ
と
、
奥
書
に
、
拾
遺
抄
の
歌
数
、
「
集
不
見
吾
」
な
ど
の
記
事
の
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
貞
応
元
年
書
写
本
が
か
つ
て

存
在
し
た
こ
と
は
、
永
正
十
五
年
書
写
本
の
長
舜
の
識
語
の
あ
と
に
、

重
以
京
極
黄
門
禅
門
眞
筆
令
校
合
之
袰

①
冷
泉
家
流

定
家
筆
の
原
本
は
、
冷
泉
家
に
現
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
原
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
が
高
松
宮
家
本
（
川
の
い
と
は
別
）
・
中

院
通
茂
本
で
あ
り
、
同
じ
く
こ
の
原
本
か
ら
鎌
倉
期
に
書
写
し
た
も
の
が
伝
慶
融
筆
本
・
観
慧
筆
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
の
奥
書
に
は
、

天
福
元
年
仲
秋
中
旬
以
七
旬
有
余
之

現
存
伝
本
の
主
な
も
の
に
次
の
如
き
が
あ
る
。

同
十
六
日
令
校
合
此
直
付
落
字
畢

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
貞
応
二
年
書

貞
応
二
年
九
月
十
一
日
辰
時
以
家

柳
有
相
違
事
例
以
朱
注
付
之

貞
応
元
年
七
月
八
日
申
一
点

書
写
之
功
為
後
学
之
証
本
也

㈹
高

㈲
中

天
福
本

盲
目
重
以
愚
本
書
之
八
ヶ
日
終
功

同
夕
令
読
合
了
書
入
落
字

高
松
宮
家
本
（
寛
永
二
十
年
書
写
）

中
院
家
旧
蔵
本
（
京
都
大
学
図
寶

貞
応
二
年
書
写
本
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
中
院
家
旧
蔵
本
）
。

日
辰
時
以
家
本
重
言
写
之

戸
部
尚
書
藤
在
判

（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
、
大
正
十
六
年
冷
泉
為
満
奥
書
）

戸
部
尚
書
藤
在
判

之
件
本
奥
書
云

点
重
以
家
本
終
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以
下
「
算
合
抄
之
証
本
」
と
い
う
項
目
を
た
て
て
、
拾
遺
抄
の
歌
数
、
「
集
不
見
寄
」
な
ど
を
記
す
。

現
存
伝
本
の
主
な
も
の
に
次
の
如
き
が
あ
る
。

②
二
条
家
流

こ
の
流
の
本
は
、
冷
泉
家
流
の
本
と
ほ
ぼ
同
じ
奥
書
を
有
す
る
が
、
小
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
右
冷
泉
家
流
奥
書
の
冒
頭
部
の
、

⑧
「
八
ヶ
日
終
功
」
の
後
に
、
「
為
授
鐘
愛
之
孫
姫
也
」
と
あ
る
。

⑤
「
此
本
付
属
大
夫
為
相
／
頽
齢
六
十
八
桑
門
融
覚
判
」
が
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
冷
泉
家
流
本
の
中
、
前
記
の
中
院
通
茂
本
（
臨
模
本
）
、
家
仁
親
王
筆
の
奥
書
に
お
い
て
、
「
為
授
鐘
愛
之
孫
姫
也
」
を

削
り
消
し
、
そ
の
上
に
、
「
此
本
付
属
大
夫
為
相
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
、
「
頽
齢
六
十
八
桑
門
融
覚
判
」
と
記
し
て
あ
る
こ
と
に
よ
れ

ば
、
融
覚
（
為
家
）
が
六
十
八
歳
（
文
永
二
年
八
一
三
ハ
五
Ｖ
）
の
時
、
定
家
筆
本
の
奥
書
に
訂
正
・
加
筆
し
た
も
の
で
、
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、

二
条
家
流
の
奥
書
が
天
福
本
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二
条
家
流
本
の
こ
の
奥
書
を
有
す
る
本
の
中
に
は
、
奥
書
だ
け

を
、
他
系
統
本
文
の
本
に
移
記
し
た
も
の
も
あ
る
ら
し
く
、
奥
書
は
天
福
本
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
本
文
は
天
福
本
の
そ
れ
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
奇
異
な
結
果
を
生
じ
た
の
は
、
二
条
家
が
、
歴
と
し
た
天
福
本
を
相
伝
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す

ル
レ
、
｜
Ｆ
Ｆ
ふ
み
秘
毎
匹
三
愛
一
〆
く
７
１
｜
ｌ
ノ
ｊ
Ｌ
ｆ
よ
そ
一
二
一
１
曲
１
｜
、

。
中
院
通
茂
筆
本
（
延
宝
五
年
書
写
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
部
蔵
）

㈱
家
仁
親
王
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

②
観
慧
筆
本
（
正
応
三
年
書
写
、
呑

例
高
松
宮
家
本
（
江
戸
切
期
書
写
）

“
仮
瞳
一
勵
葺
オ
〆
管
Ｐ
院
量
陰
惨
立
旦
雁
』

勵
観
慧
筆
本
（
正
応
三
年
耆
写
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

本
校
合
彼
是
取
其
要
猶
非
無
不
審

て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
去

る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

㈹
伝
慶
融
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

頽
齢
六
十
八
桑
門
融
覚
判

此
集
世
之
所
伝
無
指
証
本
価
以
数
多
旧

此
本
付
属
大
夫
為
相 羽

一
一
［
口
〈
祠
菫
証
〈
ロ
聿
筵

－ワー
』



B

形
態
・
内
容
に
お
い
て
、

㈹
十
五
冊
本
八
代
集
本

㈲
多
久
市
立
図
書
館
本

㈲
天
理
本
甲
本

㈲
天
理
本
乙
本

㈱
伝
二
条
為
忠
筆
本
（
巻
十
四
零

㈲
北
野
天
満
宮
本
（
室
町
中
期
写
）

(3)
定
家
本
の
一
種
と
み
ら
れ
る
が
、
定
家
の
書
写
年
号
の
記
さ
れ
て
い
な
い
本
で
あ
る
。

現
存
伝
本
の
主
な
も
の
に
次
の
如
き
が
あ
る
。

帥
足
利
義
尚
所
持
本
（
文
明
十
二
年
校
合
北
野
天
満
宮
本
奥
書
）

㈲
北
野
本
（
北
野
克
氏
蔵
、
重
要
文
化
財
）

㈹
片
桐
本
（
片
桐
洋
一
氏
蔵
）

心
ｆ
』
ノ

異
本
系
統

㈱
・
㈲
は
、
異
本
系
統
中
の
第
二
系
統
と
す
べ
き
か
と
い
わ
れ
る
。

現
存
伝
本
の
主
な
も
の
に
次
の
如
き
が
あ
る
。

㈹
伝
定
為
法
印
筆
本
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

㈲
浄
弁
筆
本
（
嘉
暦
二
年
書
写
、
尊
経
閣
蔵
）

㈹
二
条
為
明
筆
本
（
寛
元
三
年
六
月
真
観
奥
書
、
日
本
大
学
図
書
館
蔵
）

㈲
東
常
縁
筆
本
（
文
明
二
年
書
写
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

天
福
本
に
も
っ
と
も
近
い
本
文
を
有
す
る
。

㈱
為
重
本
（
康
安
元
年
為
重
奥
書
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
菊
亭
家
旧
蔵
）

無
年
号
本

（
巻
十
四
零
本
、
巻
子
本
、
鎌
倉
末
期
書
写
、
北
野
克
氏
蔵
）

定
家
の
手
を
経
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
諸
伝
本
で
あ
る
。

（
伝
堀
河
宰
相
具
世
筆
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

（
室
町
中
期
写
）
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見
返
し
は
、
表
裏
共
に
金
、
表
見
返
し
の
右
上
に
、
「
安
倍
寂
恵
法
師
拾
遺
集
□
」
と
い
う
「
琴
山
」
の
印
の
あ
る
極
札
が
添
付
し
て
あ
る
。
本
文
の

料
紙
は
斐
紙
、
陽
に
焼
け
て
薄
茶
色
に
な
り
、
時
に
水
よ
ご
れ
の
跡
も
あ
る
。
全
体
は
八
括
り
で
、
綴
糸
は
澄
色
で
あ
る
。
第
一
括
は
七
枚
（
こ
れ
に
表

表
紙
一
丁
）
、
第
二
括
は
、
九
枚
で
、
こ
れ
の
は
じ
め
に
一
丁
貼
り
つ
け
て
あ
る
。
「
書
き
落
と
し
て
補
っ
た
も
の
か
」
（
山
岸
氏
）
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
第
三
括
か
ら
第
七
括
ま
で
は
九
枚
づ
つ
、
第
八
括
も
九
枚
（
こ
れ
に
裏
表
紙
一
丁
）
で
あ
る
が
、
こ
の
括
の
最
初
に
一
枚

（
二
丁
分
）
が
、
綴
目
近
く
に
紙
を
補
っ
て
、
裏
表
紙
の
端
で
と
め
て
あ
る
。
第
二
括
の
場
合
と
相
応
じ
て
い
る
綴
じ
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て

総
数
は
、
表
裏
表
紙
を
除
き
一
四
三
丁
（
二
八
六
頁
）
で
あ
る
。

○

本
文
は
、
第
一
丁
オ
を
白
紙
と
し
、
第
一
丁
ウ
か
ら
は
じ
め
、
最
初
に
各
巻
の
内
題
「
拾
遺
和
歌
集
巻
第
こ
（
巻
三
’
十
は
「
和
詩
集
」
）
の
如
く
記

し
、
一
面
九
行
、
歌
は
一
首
二
行
書
（
上
・
下
の
句
で
分
け
る
）
、
詞
は
歌
よ
り
約
一
’
二
字
分
下
げ
に
記
す
。
各
巻
ご
と
に
頁
、
又
は
丁
を
変
え
て
内
題

を
記
し
、
巻
に
よ
っ
て
、
巻
末
に
白
紙
一
頁
を
お
く
こ
と
が
あ
る
。
巻
第
十
を
第
一
四
一
丁
ウ
（
八
行
）
で
終
り
、
第
一
四
二
丁
オ
に
、

こ
の
集
順
教
御
房
に
こ
ま
か
に

本
書
は
、
右
の
如
き
諸
本
群
の
中
の
ど
こ
に
位
置
す
べ
き
か
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
前
に
、
ま
ず
そ
の
形
態
の
概
要
を
述
べ
る
。

本
書
は
、
巻
一
’
十
の
零
本
で
あ
る
。
縦
二
三
・
三
糎
、
横
一
六
・
○
糎
の
綴
葉
装
の
写
本
で
あ
る
。

桐
の
外
箱
の
蓋
中
央
に
は
金
の
雲
形
の
あ
る
短
冊
様
の
紙
片
（
縦
一
二
・
○
×
横
七
・
四
糎
）
に
、
「
拾
遺
集
」
と
あ
り
、
肩
に
「
寂
恵
筆
」
と
あ
る
。

箱
に
は
紺
色
の
平
織
の
紐
が
附
け
て
あ
る
。
中
は
、
ま
ず
白
紙
に
包
詮
、
包
紙
の
表
面
に
「
拾
遺
和
謁
集
／
桑
門
寂
恵
筆
」
と
二
行
（
二
行
目
は
約
一
字
下

げ
）
に
記
す
。
そ
の
中
は
、
二
枚
の
絹
布
で
本
書
を
包
ん
で
あ
る
。

表
紙
は
、
表
表
紙
裏
表
紙
共
に
紺
地
に
金
の
切
箔
を
お
き
、
金
銀
泥
で
雲
・
草
木
文
様
（
表
は
花
木
・
裏
は
笹
）
を
描
く
。
表
紙
の
左
上
に
赤
地
に
金
の

雲
と
木
の
葉
の
文
様
と
墨
の
水
文
様
の
あ
る
題
祭
（
縦
二
・
七
×
横
三
・
三
糎
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
拾
遺
集
」
と
墨
書
す
る
。
江
戸
時
代
の
補
修
と
さ

れ
て
い
る
。

よ
み
き
か
せ
ま
い
ら
せ
候
ぬ

二
、
寂
恵
本
拾
遺
和
歌
集

判
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寂
恵
に
関
し
て
は
、
久
保
田
淳
氏
が
、
「
順
教
房
寂
恵
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
号
）
に
、
基
本
的
な
調
査
結
果
を
報
告

し
て
い
る
。
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
、
「
法
師
。
俗
名
安
倍
範
光
。
号
順
教
」
と
あ
る
。
「
範
光
」
は
「
範
元
」
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
は
、
『
吾
妻
鏡
」

「
寂
恵
法
師
文
」
（
尊
経
閣
）
相
互
の
関
係
か
ら
認
め
う
る
こ
と
で
あ
る
。
「
範
元
」
の
名
は
、
「
尊
卑
分
脈
」
「
安
倍
氏
系
図
』
に
は
見
え
な
い
が
、

「
祖
父
大
監
物
宣
賢
」
（
吾
妻
鏡
）
と
あ
る
。
「
宣
賢
」
は
、
続
類
従
本
「
安
倍
氏
系
図
』
に
見
え
る
か
ら
、
晴
明
流
の
安
倍
氏
と
認
め
て
い
い
だ
ろ

う
。
「
順
教
」
は
房
の
名
で
あ
る
。
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、
鎌
倉
に
下
っ
て
幕
府
に
仕
え
て
い
た
陰
陽
師
で
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
歌
人
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
。
将
軍
宗
尊
親
王
の
身
辺
に
い
た
歌
人
た
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
文
永
八
年
、
為
家
に
師
事
し
た
が
、
四
年
ほ
ど
で
為
家
が
残
し
た
の

で
、
以
後
嫡
男
為
氏
に
師
事
し
た
。
弘
安
元
年
十
二
月
二
十
七
日
奏
覧
の
「
続
拾
遺
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て
、
寂
恵
は
為
氏
に
か
な
り
激
し
い
悪
感
情
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
く
、
二
条
派
と
は
い
い
が
た
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
殿
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
寂
恵
法
師
歌
語
」
に
よ
る
と
、
正
和
三

年
（
一
三
一
四
）
に
は
ま
だ
健
在
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
後
半
生
に
は
、
冷
泉
家
に
親
近
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
節
々
が
見
え
る
（
「
柳
風
和
歌

抄
』
「
拾
遺
風
躰
和
歌
集
』
等
）
。
出
家
し
た
の
は
、
文
永
八
年
四
月
四
日
以
前
と
い
う
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。

寂
惠
の
歌
と
し
て
遣
る
も
の
は
、
「
新
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
六
集
に
九
首
（
新
後
撰
１
、
玉
葉
２
、
続
千
載
３
、
風
雅
１
、
新
拾
遺
１
、
新
続
古
今

１
）
、
私
撰
四
集
に
二
四
首
（
柳
風
４
、
拾
遺
風
躰
５
、
人
家
５
、
懐
紙
巻
加
）
に
す
ぎ
な
い
。

桑
門
寂
恵
（
花
押
）

と
あ
り
、
そ
の
後
の
第
一
四
三
丁
オ
・
ウ
は
遊
紙
と
な
っ
て
、
裏
表
紙
見
返
し
に
つ
づ
く
（
口
絵
２
．
３
参
照
）
・

本
書
に
は
、
数
通
の
寂
恵
伝
に
関
す
る
メ
モ
風
の
も
の
そ
の
他
が
附
属
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
、
「
重
要
文
化
財
指
定
書
」
お
よ
び
指
定
通
知
の
公
文

が
主
た
る
も
の
で
、
本
書
の
伝
来
等
を
知
り
う
る
資
料
は
な
い
。

と
あ
り
、
そ
の
裏
に

所
残
所
奉
授
糟
屋
賢
郎
也

斯
集
雌
有
一
部
書
写
之
志
老
病

右
筆
不
合
期
之
間
上
帖
之
内
第

二
第
十
等
染
愚
筆
其
外
所
用
他

筆
也
但
於
其
説
者
傳
受
之
分
無

一
第
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古
今
一
部
順
教
御
房
に
」
こ
ま
か
に
ょ
象
き
か
せ
」
ま
い
ら
せ
」
候
ぬ
」

（
花
押
）

と
あ
り
、
花
押
も
あ
る
。
下
巻
末
は
、
破
損
甚
し
く
、
大
半
の
文
字
が
見
え
な
い
が
、
上
巻
末
と
同
じ
花
押
が
は
っ
き
り
と
あ
り
、
そ
の
前
に
「
き
か
せ

□
い
ら
せ
ぬ
」
（
「
候
」
の
有
無
は
不
明
）
と
よ
み
う
る
文
字
が
残
っ
て
い
る
。
順
教
房
寂
恵
が
、
古
今
、
拾
遺
共
に
同
一
人
か
ら
伝
授
を
う
け
た
こ
と
を

意
味
す
る
か
と
思
わ
れ
、
こ
の
伝
授
者
を
、
三
条
西
公
正
博
士
は
二
条
為
氏
と
さ
れ
（
寂
恵
本
『
古
今
和
歌
集
』
解
題
）
、
久
曽
神
昇
博
士
は
京
極
為
教
と
さ

れ
る
（
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
）
が
、
い
ず
れ
と
も
断
定
し
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
古
今
集
の
識
語
の
次
丁
オ
に
次
の
如
き
奥
書
が
あ
る
。

こ
の
筆
蹟
の
筆
者
は
、
寂
恵
本
拾
遺
集
の
奥
書
と
同
一
人
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
寂
恵
本
古
今
集
と
寂
恵
本
拾
遺
集
と
が
、
密
接
な
関
係
、
つ

ま
り
一
連
の
伝
授
関
係
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
そ
こ
で
こ
の
寂
恵
本
古
今
集
の
奥
書
に
い
ま
す
こ
し
検
討
を
加
え
て
象
る
必
要
が
あ
る

そ
の
末
尾
に
（
口
絵
４
参
照
）
、

古
今
一
部
順
教
御
房
に
」

こ
の
古
今
集
の
奥
書
の
「
弘
安
元
年
：
。
：
桑
門
寂
恵
」
と
「
此
集
読
授
英
倫
詑
」
と
は
、
同
筆
で
は
あ
る
が
、
文
字
の
大
小
も
あ
り
、
同
時
の
筆
と
は

断
定
し
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
古
今
集
を
寂
恵
が
書
写
し
た
の
は
弘
安
元
年
で
あ
る
が
、
此
集
を
「
英
倫
」
に
「
読
授
」
し
た
の
は
、

弘
安
元
年
以
後
、
何
年
か
時
を
距
て
て
い
る
と
み
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
花
押
が
「
此
集
．
：
」
に
接
し
て
書
か
れ
て
い
る
所
以
も
そ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
花
押
は
、
寂
恵
が
こ
の
古
今
集
を
書
写
し
た
こ
と
を
保
障
す
る
花
押
で
は
な
く
、
前
頁
の
「
古
今
一
部
．
：
」
の
後
の
花
押
と
同
じ
く
、
英

倫
に
読
授
し
た
こ
と
を
保
障
す
る
意
味
の
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
（
口
絵
５
．
６
参
照
）
。

も
う
一
段
推
測
を
進
め
る
な
ら
ば
、
寂
恵
は
、
弘
安
元
年
十
一
月
上
旬
、
お
そ
ら
く
は
師
家
の
「
証
本
」
を
書
写
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
、
そ
の
書
写

だ
ろ
う
。

本
書
の
書
写
年
次
は
奥
書
に
も
な
い
。
が
本
書
の
識
語
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
も
つ
写
本
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
寂
恵
本
「
古
今
和
歌
集
』
上
巻
で
、

此
集
読
授
英
倫
詑

弘
安
元
年
十
一

以
証
本
書
写
誌

月
上
旬

口
（
花
押
）

桑
門
寂
恵

－1 1 －



を
誰
り
、
そ
の
写
本
（
寂
恵
本
古
今
集
）
を
も
っ
て
、
師
家
の
説
の
伝
授
を
う
け
、
こ
れ
を
こ
の
写
本
に
書
き
入
れ
た
、
そ
の
末
尾
に
そ
の
師
が
、
「
古

今
一
部
順
教
御
房
に
…
」
と
記
し
て
、
伝
授
の
保
障
と
し
て
花
押
を
加
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
は
何
年
か
の
後
で
あ
ろ
う
、
寂

恵
が
英
倫
に
「
読
授
」
、
即
ち
師
説
を
伝
授
し
、
自
分
が
伝
授
を
う
け
た
時
の
本
を
も
っ
て
そ
の
ま
ま
英
倫
に
伝
授
す
る
に
当
っ
て
、
「
此
集
読
授
英
倫

詑
（
花
押
）
」
と
改
め
て
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
寂
恵
が
師
説
の
伝
授
を
う
け
た
の
も
、
こ
の
本
を
書
写
し
た
「
弘
安
元
年
十

一
月
上
旬
」
の
前
に
し
て
も
、
後
に
し
て
も
、
程
遠
か
ら
ぬ
時
期
で
あ
ろ
う
か
と
も
考
え
う
る
。
為
氏
の
「
続
拾
遺
和
歌
集
」
撰
進
が
こ
の
弘
安
元
年
十

二
月
二
十
七
日
で
、
こ
の
こ
と
に
絡
ん
で
、
寂
恵
は
為
氏
を
恨
む
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
直
前
の
時
期
に
、
こ
の
寂
恵
本
古
今
集
の
伝
授
の
こ
と
を

想
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
師
家
を
為
氏
と
す
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
い
さ
さ
か
不
安
定
な
感
を
免
れ
な
い
が
、
こ
の
古
今
集
の
奥
書
、
識
語
か
ら
推
測

す
る
と
、
「
弘
安
元
年
十
一
月
上
旬
」
は
、
書
写
年
時
で
あ
る
と
共
に
、
伝
授
を
う
け
た
年
時
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
想
定
を
し
て
お
い
て
、
寂
恵
本
拾
遺
集
の
奥
書
、
識
語
に
戻
っ
て
染
る
と
、
こ
の
奥
書
は
、
寂
恵
本
古
今
集
の
奥
書
、
「
弘
安
元
年
…
」

と
「
此
集
・
・
・
」
と
の
二
つ
を
一
つ
に
ま
と
め
た
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
「
桑
門
寂
恵
」
の
下
部
に
あ
る
花
押
も
、
「
糟
屋
賢
郎
」
に

「
無
所
残
」
「
奉
授
」
っ
た
こ
と
を
保
障
す
る
意
味
の
も
の
と
ぷ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
奥
書
の
前
頁
に
、
「
こ
の
集
順
教
御
房
に
：
」
と
、
寂

恵
本
古
今
集
と
ほ
ぼ
同
じ
識
語
が
寂
恵
の
筆
蹟
で
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
師
家
の
花
押
は
な
い
が
、
「
判
」
と
あ
る
こ
と
は
、
寂
恵
の
野
心
的
な
作
為
と
ま

で
見
る
必
要
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
文
面
か
ら
み
て
、
寂
恵
は
、
拾
迩
集
の
伝
授
を
も
、
同
じ
師
家
か
ら
う
け
た
も
の
と
思
わ

れ
、
そ
れ
が
こ
の
奥
書
に
、
「
但
於
其
説
者
伝
受
之
分
無
所
残
・
・
・
」
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
古
今
集
の
伝
授
の
場
合
の
よ
う
に
、
寂
恵

は
、
師
家
の
証
本
を
書
写
し
て
、
そ
の
本
に
よ
っ
て
師
説
の
伝
授
を
う
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
伝
授
の
終
っ
た
時
、
師
家
は
、
そ
の
本
の
奥
に

「
こ
の
集
順
教
御
房
に
・
・
・
」
と
識
語
を
書
き
花
押
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
推
測
す
れ
ば
、
そ
の
本
に
は
、
寂
恵
本
古
今
集
ほ
ど
で
ば
な
い
に
し

て
も
、
師
説
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
が
、
そ
う
い
う
師
説
を
書
き
入
れ
た
本
を
、
「
老
病
・
・
・
」
と
い
う
理
由
は
あ
る

に
し
て
も
、
一
部
分
に
も
せ
よ
、
「
他
筆
」
で
書
写
さ
せ
る
こ
と
を
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
、
こ
の
書
き
入
れ
存
在
を
推
測
す
る
こ
と
は
、
行
き
す

ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
も
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
寂
恵
が
拾
遺
集
の
伝
授
を
う
け
た
時
期
も
、
寂
恵
本
古
今
集
を
書
写
し
た
「
弘
安
元
年
十

一
月
上
旬
」
と
割
に
近
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
師
説
を
「
糟
屋
賢
郎
」
な
る
者
に
伝
授
し
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
何
年
か
後
に
な
る
こ
と
べ
‐
一
あ
ろ
う
か
ら
、
寂
恵
本
拾
遺
集
の
書
写
年
代
は
、
弘
安
元
年
十
一
月
よ
り
は
か
な
り
あ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

因
に
、
寂
恵
本
古
今
集
の
「
英
倫
」
、
同
拾
遺
集
の
「
糟
屋
賢
郎
」
に
当
る
人
物
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
と
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
寂

恵
本
古
今
集
の
「
古
今
一
部
：
」
の
あ
と
に
あ
る
師
家
の
花
押
も
、
目
下
の
と
こ
ろ
誰
の
も
の
と
比
定
で
き
な
か
っ
た
。
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以
下
本
文
に
就
い
て
述
べ
る
。

①
歌
数

本
書
の
本
文
は
、
前
述
の
如
く
第
一
丁
ウ
か
ら
書
き
は
じ
め
ら
れ

て
い
る
。
巻
一
’
十
の
歌
数
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
歌
数

は
、
定
家
本
（
中
院
通
茂
筆
本
）
の
歌
数
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

し
、
夏
二
八
「
さ
象
た
れ
は
」
の
下
句
に
、
誤
っ
て
二
九
「
う

た
て
人
」
の
下
句
を
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
上
句
下
句
の

行
間
に
、
二
八
の
下
句
と
二
九
の
上
句
と
を
細
目
の
文
字
で
書

き
こ
ん
で
あ
る
。
筆
蹟
に
変
り
は
な
い
か
ら
、
巻
二
の
筆
者
の
し
わ

ざ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
本
書
の
花
押
を
、
寂
恵
本
古
今
集
の
花
押
と
比
較
す
る
と
、
何
が
し
の
不
審
な
点
が
象
え
る
。
と
い
う
の
は
、
本
書
の
花
押
に
は
、
寂
恵
本

古
今
集
の
花
押
に
は
な
い
筆
画
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
余
分
の
筆
画
ｌ
横
に
一
本
と
縦
に
一
本
と
右
わ
き
に
は
み
出
す
弧
線
と
三
本
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ｌ
は
、
花
押
の
本
来
の
筆
画
よ
り
、
少
し
く
墨
色
が
薄
く
、
筆
画
の
よ
う
に
も
み
え
、
ま
た
十
文
字
と
弧
線
と
で
、
花
押
を
抹
消
し

た
も
の
と
み
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
余
分
の
筆
画
が
何
を
意
味
す
る
も
の
か
、
判
定
に
苦
し
む
が
、
全
く
意
味
の
な
い
よ
ご
れ
の

如
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
口
絵
３
．
６
参
照
）
。

右
の
よ
う
な
事
実
に
当
面
し
て
、
さ
ら
に
寂
恵
本
古
今
集
の
花
押
と
比
較
し
て
み
る
と
、
形
の
大
小
の
み
な
ら
ず
、
本
書
の
花
押
の
筆
画
の
線
は
、
寂

恵
本
古
今
集
の
そ
れ
よ
り
ぎ
こ
ち
な
く
、
精
細
を
い
さ
さ
か
欠
く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
印
象
的
な
比
較
は
意
味
の
な
い
こ
と
に
も
な
る

が
、
前
記
の
余
分
の
墨
色
の
異
な
る
筆
画
の
意
味
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
少
く
と
も
、
一
応
問
題
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

筆
蹟
に
関
し
て
は
、
特
に
疑
う
べ
き
節
は
見
当
ら
な
い
だ
け
に
不
審
で
あ
る
。
将
来
の
検
討
す
べ
き
課
題
と
す
る
。

れ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
、
一
言
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
本
書
奥
書
の
「
桑
門
寂
恵
」
の
下
部
の
花
押
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
花
押
の
筆
画
は
、
寂
恵
本
古
今
集
の

「
此
集
読
授
英
倫
詑
」
の
傍
に
あ
る
花
押
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
そ
の
故
に
寂
恵
の
花
押
と
認
め
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
両
本
（
古
今
集
・
拾
遺
集
）
の
筆
蹟
、
特
に
奥
書
の
筆
蹟
の
筆
癖
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
確
め
ら

巻
数

累
計

歌
数

巻
名

１
２

春
一
夏

78 78

58 136

秋3 78 214

’ゞ 冬 48 262

賀
一
○ 38 300

別６
’
７

｢ー‘、

00 353

物名 43178

｜
’

雑卜８
’
９

再々

イイ 508

雑下 67 575

|禅楽歌’10 45 620
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次
に
本
文
の
他
本
と
の
異
同
を
調
査
し
、
本
書
の
本
文
の
系
統
を
弁
別
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
書
が
上
巻
の
象
で
下
巻
を
欠
き
、
そ
の
奥
書
の
様
態
を

知
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
拾
遺
集
諸
本
の
調
査
が
未
了
一
等
」
あ
り
、
一
応
の
結
果
を
出
す
こ
と
に
も
無
理
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
片
桐
洋
一
氏
『
拾

遺
和
歌
集
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
桜
楓
社
刊
）
が
あ
る
の
で
、
そ
の
研
究
の
調
査
結
果
を
借
用
す
る
。

右
に
よ
れ
ば
、
本
集
の
本
文
は
大
体
に
お
い
て
、
定
家
本
系
統
中
の
天
福
本
と
一
致
す
る
が
、

仰
天
福
本
以
外
の
定
家
本
の
も
っ
て
い
る
特
徴
的
な
本
文
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

②
肩
言

本
書
の
歌
の
肩
又
は
頭
に
、
「
抄
」
「
少
」
「
少
雑
上
」
「
少
佳
上
」
「
少
同
」
「
万
葉
」
「
万
」
「
古
今
」
「
古
」
「
後
撰
」
又
は
こ
の
二
・
三
を

組
合
せ
た
も
の
の
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
「
少
」
は
「
抄
」
の
略
号
、
「
少
佳
上
」
は
「
抄
雑
上
」
、
「
少
同
」
は
そ
の
前
の
歌
に
「
抄
雑
上
」

○

「
少
佳
上
」
の
如
き
が
あ
る
の
を
う
け
て
い
る
略
号
で
あ
る
。
「
抄
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
拾
遺
和
歌
抄
」
の
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
拾
遺
抄
、
万
葉

集
、
古
今
集
、
後
撰
集
と
の
重
複
歌
で
あ
る
こ
と
の
註
記
で
あ
る
。
こ
の
註
記
は
、
他
の
定
家
本
に
も
性
々
に
し
て
み
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
そ

れ
と
定
家
本
（
中
院
通
茂
筆
本
）
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
そ
の
異
同
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ａ
本
書
に
あ
り
、
定
家
本
に
な
い
肩
書
（
「
皿
ォ
」
等
は
本
書
の
丁
数
、
「
師
」
等
は
定
家
本
の
歌
番
号
で
あ
る
）
。

「
少
佳
上
」
の
如
き
が

集
、
古
今
集
、
後
撰
集

れ
と
定
家
本
（
中
院
通
推

ａ
本
書
に
あ
り
、

万
ｌ
皿
オ
・
町

後
撰
ｌ
瓢
オ
・

古
ｌ
型
ウ
・
畑

ｂ
定
家
本
に
あ
り

Ｃ
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
変
り
は
な
い
が
、
本
書
と
定
家
本
と
で
記
号
が
異
な
る
も
の
。
こ
れ
は
、
本
書
で
は
「
少
同
」
と
あ
る
も
の
が
、
定
家
本
で

は
「
少
佳
上
（
下
）
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
、
そ
の
逆
の
も
の
と
で
あ
る
。

別
ウ
・
郷
、
皿
ウ
・
畑
、
肥
ウ
・
剛
、
鵬
ウ
・
師
、
Ⅲ
オ
・
獅
、
剛
ウ
・
沌
、
皿
オ
・
醜

－
１
《
出
Ｌ
１
９
Ｊ

定
家
本
に
あ
り
、
本
書
に
な
い
註
記
。

少
１
９
ウ
・
虹
、
妬
オ
・
畑
、
和
オ
・
洲
、
両
ォ
・
州

後
撰
ｌ
媚
オ
・
恥

古
ｌ
肥
オ
・
棚 ●

144
、

52

オ
･

Z{6
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本
書
は
、
以
上
の
如
き
本
文
で
あ
っ
て
、
定
家
本
の
中
で
あ
る
と
し
て
も
、
特
異
な
位
置
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
北
野
克
氏
所
蔵
本
な
ど
と
共
に
、
拾

遺
和
歌
集
の
研
究
に
と
っ
て
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
の
存
在
理
由
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
片
桐
氏
の
前
記
著
書
中
の
定
家
本
の
校
異
に
定
家
本
（
中
院
通
茂
本
）
と
の
異
同
が
註
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全
文
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
の
で
、
以
下
で
き
う
る
か
ぎ
り
活
字
化
し
て
お
く
。
大
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

②
異
本
系
統
の
本
文
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

従
っ
て
、
大
体
に
お
い
て
定
家
本
系
統
中
の
一
本
と
は
認
め
う
る
が
、
そ
の
中
の
い
ず
れ
に
所
属
せ
し
め
る
べ
き
か
は
判
定
し
か
ね
る
。
ｌ
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

－1 5 －



〔
白
紙
〕

拾
遺
和
歌
集
巻
第
一

春
平
さ
た
ふ
ん
か
家
寄
合
に
よ
み
侍
け
る

壬
生
忠
岑

抄

１
は
る
た
つ
と
い
ふ
は
か
り
に
や
み
よ
し
の
Ｌ

や
ま
も
か
す
ゑ
て
け
さ
は
ぶ
ゆ
ら
ん

承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
け
る
時
の
屏
風

の
う
た

た
異

紀
文
轄

抄

２
は
る
か
す
み
た
て
る
を
み
れ
は
あ
ら
た
ま
の

と
し
は
山
よ
り
こ
ゆ
る
な
り
け
り

か
す
み
を
よ
み
侍
け
る山

邊
赤
人

３
き
の
ふ
こ
そ
と
し
は
く
れ
し
か
は
る
か
す
み

か
す
か
の
山
に
は
や
た
ち
に
け
り

冷
泉
院
東
宮
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
寄
た
て

ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
は

源
重
之

４
よ
し
の
山
ぶ
れ
の
し
ら
ゆ
き
い
つ
き
え
て

け
さ
は
か
す
み
の
た
ち
か
は
る
ら
む

延
喜
御
時
月
次
御
屏
風
に

素
性
法
師

２
オ
己

１
ウ
』

１
オ
』

抄

５
あ
ら
た
ま
の
と
し
た
ち
か
へ
る
あ
し
た
よ
り

ま
た
る
上
も
の
は
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

天
暦
御
時
吾
合
に

源
順

６
こ
ほ
り
た
に
と
ま
ら
ぬ
は
る
の
‘
た
に
か
せ
に

ま
た
う
ち
と
け
ぬ
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ

題
し
ら
す
平
祐
挙

抄

７
は
る
た
ち
て
あ
し
た
の
は
ら
の
ゆ
き
染
れ
は

ま
た
ふ
る
と
し
の
心
ち
こ
そ
す
れ

さ
た
ふ
ん
か
家
の
奇
合
にみ

つ
れ

少

８
春
た
ち
て
な
を
ふ
る
ゆ
き
は
む
め
の
は
な

さ
く
ほ
と
も
な
く
ち
る
か
と
そ
染
る

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

９
わ
か
や
と
の
む
め
に
な
ら
ひ
て
象
よ
し
の
上

山
の
ゆ
き
を
も
花
と
こ
そ
み
れ

天
暦
十
年
三
月
廿
九
日
内
裏
奇
合
に

中
納
言
朝
忠
抄
中
務

少

加
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
な
か
り
せ
は
ゆ
き
Ｌ
え
ぬ

山
さ
と
い
か
て
は
る
を
し
ら
ま
し

う
ぐ
ひ
す
を
よ
み
侍
け
る

大
伴
家
持

ｎ
ｏ
、
才
』

ハ
ム
ウ
／
』

－16－



16 1115 14 13 12

万
葉

う
ち
き
ら
し
ゆ
き
は
ふ
り
つ
上
し
か
す
か
に

わ
か
い
ゑ
の
そ
の
に
う
ぐ
ひ
す
そ
な
く

題
し
ら
す
柿
本
人
麿

万
古
今む

め
の
は
な
そ
れ
と
も
見
え
す
ひ
さ
か
た
の

あ
ま
き
る
ゆ
き
の
な
へ
て
ふ
れ
上
は

延
喜
御
時
宣
旨
に
て
た
て
ま
つ
れ
る
牙
の

な
か
に
つ
ら
ゆ
き

少

む
め
か
え
に
ふ
り
か
上
り
て
そ
し
ら
ゆ
き
の

花
の
た
よ
り
に
お
と
る
へ
ら
な
る

お
な
し
御
時
御
屏
風
にみ

つ
れ

少

ふ
る
ゆ
き
に
い
ろ
は
ま
か
ひ
ぬ
む
め
の
は
な

か
に
こ
そ
に
た
る
も
の
な
か
り
け
れ

冷
泉
院
御
屏
風
の
ゑ
に
む
め
の
は
な

あ
る
家
に
ま
ら
う
と
き
た
る
と
こ
ろ

平
兼
盛

少

わ
か
や
と
の
む
め
の
た
ち
え
や
見
え
つ
ら
ん

お
も
ひ
の
ほ
か
に
君
か
き
ま
せ
る

斎
院
御
屏
風
に

み
つ
れ

少

か
を
と
め
て
た
れ
お
ら
さ
ら
む
上
め
の
は
な

あ
や
な
し
か
す
み
た
ち
な
か
く
し
そ

も
其
そ
の
に
す
み
侍
け
る
前
斎
院
屏
風

３
ウ
』

４
ウ
巳

４
オ
』

1719 1822 21 20

に
つ
ら
ゆ
き

少

し
ろ
た
へ
の
い
も
か
衣
に
む
め
の
は
な

い
ろ
を
も
か
を
‘
も
わ
き
そ
か
ね
つ
る

題
し
ら
す
人
麿

あ
す
か
ら
は
わ
か
な
つ
ま
む
と
か
た
を
か
の
５
才
』

あ
し
た
の
は
ら
は
け
ふ
そ
や
く
め
る

恒
佐
右
大
臣
の
家
の
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

野
邊
み
れ
は
わ
か
な
つ
ゑ
け
り
む
へ
し
こ
そ

か
き
ね
の
く
さ
も
は
る
め
き
に
げ
れ

わ
か
な
を
御
覧
し
て

圓
融
院
御
製

少
雑
上か

す
か
の
に
お
ほ
く
の
と
し
は
つ
み
つ
れ
と

お
い
せ
ぬ
も
の
は
わ
か
な
入
り
け
り
５
ウ
』

題
し
ら
す
大
伴
家
持

万

は
る
の
上
に
あ
さ
る
き
上
す
の
つ
ま
こ
ひ
に

を
の
か
あ
り
か
を
人
に
し
れ
つ
坐

お
ほ
き
さ
い
の
ゑ
や
に
宮
内
と
い
ふ
人
の
わ
ら
は
な
り
け
る

時
た
い
こ
の
ゑ
か
と
の
御
ま
へ
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
ほ
と
に

お
ま
へ
な
る
五
葉
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
き
け
れ
は

正
月
は
つ
れ
の
日
つ
か
う
ま
つ
れ
る

少

ま
つ
の
う
へ
に
な
く
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
を
こ
そ

は
つ
れ
の
日
と
は
い
ふ
へ
か
り
け
れ
６
オ
」
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29 28 27 26 25 24 23

題
し
ら
す
た
壁
み
ね

少

子
日
す
る
の
へ
に
こ
ま
つ
の
な
か
り
せ
は

ち
よ
の
た
め
し
に
な
に
を
ひ
か
ま
し

入
道
式
部
卿
の
承
こ
の
子
日
し
侍
け
る
所

に
大
中
臣
よ
し
の
ふ

少

千
と
せ
ま
て
か
き
れ
る
ま
つ
も
け
ふ
よ
り
は

き
み
に
ひ
か
れ
て
よ
る
つ
よ
や
へ
む

延
喜
御
時
御
屏
風
に
水
の
ほ
と
り
に
梅

花
見
た
る
所

つ
ら
ゆ
き

少

む
め
の
は
な
ま
た
ち
ら
ね
と
も
ゆ
く
ぷ
つ
の

そ
こ
に
う
つ
れ
る
か
け
そ
ゑ
え
け
る

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

つ
み
た
む
る
こ
と
の
か
た
き
は
う
ぐ
ひ
す
の

こ
ゑ
す
る
の
へ
の
わ
か
な
入
り
け
り

少

む
め
の
は
な
よ
そ
な
か
ら
み
む
わ
き
も
こ
か

後
撰

と
か
む
は
か
り
の
か
に
も
こ
そ
し
め

少

そ
て
た
れ
て
い
さ
わ
か
そ
の
に
う
ぐ
ひ
す
の

万

こ
つ
た
ひ
ち
ら
す
む
め
の
は
な
み
む

兵
部
卿
元
良
親
王

少

あ
さ
ま
た
き
お
き
て
そ
ゑ
つ
る
む
め
の
は
な

よ
の
ま
の
風
の
う
し
ろ
め
た
さ
に

Ｒ
ｕ
方
／
」

７
オ
』

36 35 34 33 32 31 30

み
つ
ね

少

ふ
く
風
を
な
に
い
と
ひ
け
ん
む
め
の
は
な

ち
り
く
る
時
そ
か
は
ま
さ
り
け
る

大
中
臣
よ
し
の
ふ

に
ほ
ひ
を
は
か
せ
に
そ
ふ
と
も
む
め
の
は
な

い
ろ
さ
へ
あ
や
な
あ
た
に
ち
ら
す
な

よ
み
入
し
ら
す

と
も
す
れ
は
か
せ
の
よ
る
に
そ
あ
を
や
き
の

い
と
は
な
か
ｊ
、
象
た
れ
そ
め
け
る

屏
風
に
大
中
臣
能
宣

ち
か
く
て
そ
い
ろ
も
ま
さ
れ
る
あ
を
や
き
の

い
と
は
よ
り
て
そ
象
る
へ
か
り
け
る

題
し
ら
す
几
河
内
躬
恒

少

あ
を
や
き
の
は
な
た
の
い
と
を
よ
り
あ
は
せ
て

た
え
す
も
な
く
か
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ

よ
み
入
し
ら
す

少

は
な
承
に
は
む
れ
て
ゆ
け
と
も
あ
を
や
き
の

い
と
の
も
と
に
は
く
る
人
も
な
し

子
に
ま
か
り
を
く
れ
て
侍
け
る
こ
ろ
東
山

に
こ
も
り
て

中
務

少

さ
け
は
ち
る
さ
か
ね
は
こ
ひ
し
や
ま
さ
く
ら

お
も
ひ
た
え
せ
ぬ
は
な
の
う
へ
か
な

題
し
ら
す

８
ウ
』

（
ろ
，
オ
マ
」

ワ
ー
ウ
／
』
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404243 41 38 3739

よ
し
の
山
た
え
す
か
す
み
の
た
な
ひ
く
は

ひ
と
に
し
ら
れ
ぬ
花
や
さ
ぐ
ら
ん

天
暦
九
年
内
裏
吾
合
によ

み
入
し
ら
す

少

さ
き
さ
か
す
よ
そ
に
て
も
み
む
や
ま
さ
く
ら

暴
れ
の
し
ら
雲
た
ち
な
か
く
し
そ

題
し
ら
す

ふ
く
か
せ
に
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て
あ
し
ひ
き
の

や
ま
の
さ
く
ら
は
う
つ
る
ひ
に
け
り

菅
家
万
葉
集
中

少

あ
さ
み
と
り
の
へ
の
か
す
承
は
っ
坐
め
と
も

こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
は
な
さ
く
ら
か
な

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

よ
し
の
山
き
え
せ
ぬ
ゆ
き
と
見
え
つ
る
は

み
ね
つ
生
き
さ
く
さ
く
ら
な
り
け
り

天
暦
御
時
麗
景
殿
女
御
と
中
将
更
衣

と
計
合
し
侍
け
る
に

清
原
元
輔

少

は
な
か
す
承
た
ち
な
へ
た
て
そ
は
な
さ
か
り

み
て
た
に
あ
か
ぬ
山
の
さ
く
ら
を

平
さ
た
ふ
ん
か
家
の
吾
合
に

た
些
象
ね

少

は
る
は
な
を
わ
れ
に
て
し
り
ぬ
は
な
さ
か
り

Ｑ
》
方
／
』

9

才
願

47 46 45 4448

こ
坐
る
の
と
け
き
人
は
あ
ら
し
な

賀
御
屏
風
に

藤
原
千
景

さ
き
そ
め
て
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
さ
く
ら
は
な

い
ろ
を
は
人
に
あ
か
す
見
せ
つ
坐

天
暦
御
時
御
屏
風

た
些
桑

少

は
る
く
れ
は
ま
つ
そ
う
ち
ぷ
る
い
そ
の
か
み

め
つ
ら
し
け
な
き
ゃ
ま
た
な
れ
と
も

題
し
ら
す
在
原
元
方

少

は
る
く
れ
は
や
ま
た
の
こ
ほ
り
う
ち
と
け
て

人
の
こ
上
ろ
に
ま
か
す
へ
ら
な
り

承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
給
け
る
時
の

屏
風
に

斎
宮
内
侍

少

は
る
の
た
を
人
に
ま
か
せ
て
わ
れ
は
た
堅

花
に
心
を
つ
く
る
こ
ろ
か
な

宰
相
中
将
敦
忠
朝
臣
家
の
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

あ
た
な
れ
と
さ
く
ら
の
象
こ
そ
ふ
る
さ
と
の

む
か
し
な
か
ら
の
も
の
に
は
有
け
れ

斎
院
屏
風
に
山
み
ち
ゆ
く
人
あ
る
所

伊
勢

、
オ
』

皿
ウ
』

皿
オ
』
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52 4951 50
f＝戸

00 5354

少

ち
り
ち
ら
す
き
か
ま
ほ
し
き
を
ふ
る
さ
と
の

花
み
て
か
へ
る
人
も
あ
は
な
む

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

さ
く
ら
か
り
あ
め
は
ふ
り
き
画
お
な
し
く
は

ぬ
る
と
も
花
の
か
け
に
か
く
れ
ん

も
と
す
け

少

と
ふ
人
も
あ
ら
し
と
お
も
ひ
し
や
ま
さ
と
に

花
の
た
よ
り
に
人
め
み
る
か
な

圓
融
院
の
御
時
三
尺
御
屏
風
に

平
兼
盛

花
の
き
を
う
へ
し
も
し
る
く
春
く
れ
は

わ
か
や
と
す
き
て
ゆ
く
入
そ
な
き

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

さ
く
ら
い
ろ
に
わ
か
身
は
ふ
か
く
な
り
ぬ
ら
ん

心
に
し
め
て
は
な
を
お
し
め
は

権
中
納
言
義
懐
家
の
さ
く
ら
の
花
お
し

む
吾
よ
み
侍
け
る
に

藤
原
長
能

少

身
に
か
へ
て
あ
や
な
く
花
を
お
し
む
か
な

い
け
ら
は
の
ち
の
は
る
も
こ
そ
あ
れ

題
し
ら
す
よ
ゑ
人
し
ら
す

見
れ
と
あ
か
ぬ
花
の
さ
か
り
に
か
へ
る
か
り

な
を
ふ
る
さ
と
の
は
る
や
こ
ひ
し
き

胆
オ
』

、
ウ
』

5962 61 60 58 57 56

ふ
る
さ
と
の
か
す
ぷ
と
ひ
わ
け
ゆ
く
か
り
は

た
ひ
の
そ
ら
に
や
は
る
を
く
ら
さ
む

天
暦
御
時
御
屏
風
に

藤
原
清
正

少

ち
り
ぬ
へ
き
花
み
る
と
き
は
す
か
の
れ
の

な
か
き
は
る
日
も
承
し
か
上
り
け
り

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

つ
け
や
ら
む
ま
に
も
ち
り
な
は
さ
く
ら
は
な

い
つ
は
り
人
に
わ
れ
や
な
り
な
む

屏
風
に
よ
し
の
ふ

少

ち
り
そ
む
る
花
を
見
す
て
些
か
へ
ら
め
や

お
ほ
つ
か
な
し
と
い
も
は
ま
つ
と
も

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

見
も
は
て
上
ゆ
く
と
お
も
へ
は
ち
る
は
な
に

つ
け
て
こ
奥
ろ
の
そ
ら
に
な
る
か
な

延
喜
御
時
ふ
ち
つ
ほ
の
女
御
寄
合
の
評

に

少

あ
さ
こ
と
に
わ
か
は
く
や
と
の
に
は
さ
く
ら

は
な
ち
る
ほ
と
ば
て
も
ふ
れ
て
桑
む

あ
れ
は
て
上
人
も
は
へ
ら
さ
り
け
る
家
に

さ
く
ら
の
さ
き
ぶ
た
れ
て
侍
け
る
を
ゑ
て

恵
慶
法
師

少

あ
さ
ち
は
ら
ぬ
し
な
き
や
と
の
さ
く
ら
は
な

喝
ウ
』

過
オ
』

妃
ウ
』

－20－



68
ハ局

、イ 66 65 64 63

心
や
す
く
や
風
に
ち
る
ら
ん

き
た
の
宮
の
も
き
の
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

は
る
ふ
か
く
な
り
ぬ
と
お
も
ふ
を
さ
く
ら
は
な

ち
る
こ
の
も
と
は
ま
た
ゆ
き
そ
ふ
る

亭
子
院
寄
合
に

少

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
か
せ
は
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

あ
し
ひ
き
の
や
ま
ち
に
ち
れ
る
さ
く
ら
花

き
え
せ
ぬ
は
る
の
ゆ
き
か
と
そ
ゑ
る

天
暦
御
時
吾
合
に

小
試
命
婦

少

あ
し
ひ
き
の
山
か
く
れ
な
る
さ
く
ら
は
な

ち
り
の
こ
れ
り
と
か
せ
に
し
ら
る
る

題
し
ら
す
よ
ゑ
人
し
ら
す

少
雑
上い

は
ま
を
も
わ
け
く
る
た
き
の
水
を
い
か
て

ち
り
つ
む
は
な
の
せ
き
と
、
一
む
ら
ん

天
暦
御
時
吾
合
に

源
順

少

は
る
ふ
か
象
ゐ
て
の
か
は
な
承
た
ち
か
へ
り

象
て
こ
そ
ゆ
か
め
や
ま
ふ
き
の
は
な

ゐ
て
と
い
ふ
所
に
山
吹
の
は
な
の
お
も
し
ろ

皿
オ
』

型
ウ
』

75
局fl

JO 72 71 7074 69

く
さ
き
た
る
を
見
て

恵
慶
法
師

少

や
ま
ふ
き
の
花
の
さ
か
り
に
ゐ
て
に
き
て

こ
の
さ
と
人
に
な
り
ぬ
へ
き
か
な

屏
風
に
も
と
す
け

も
の
も
い
は
て
な
か
め
て
そ
ふ
る
や
ま
ふ
き
の

花
に
心
そ
う
つ
る
ひ
ぬ
ら
ん

題
し
ら
す
よ
ぷ
人
し
ら
す

少

さ
は
象
つ
に
か
は
つ
な
く
な
り
や
ま
ふ
き
の

う
つ
る
ふ
か
け
や
そ
こ
に
み
ゆ
ら
む

少

わ
か
や
と
の
や
へ
や
ま
ふ
き
は
ひ
と
へ
た
に

ち
り
の
こ
ら
な
む
は
る
の
か
た
ゑ
に

亭
子
院
寄
合
に

坂
上
是
則

少

は
な
の
い
ろ
を
う
つ
し
と
上
め
よ
か
奥
み
や
ま

は
る
よ
り
の
ち
の
か
け
や
み
ゆ
る
と

題
し
ら
す
よ
ぷ
人
し
ら
す

少

は
る
か
す
み
た
ち
わ
か
れ
ゆ
く
や
ま
ゑ
ち
は

花
こ
そ
ぬ
さ
と
ち
り
ま
か
ひ
け
れ

少

と
し
の
う
ち
は
ゑ
な
は
る
な
か
ら
く
れ
な
上
む

花
ぶ
て
た
に
も
う
き
世
す
ぐ
さ
む

延
喜
御
時
春
宮
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

略
オ
」

妬
オ
」

妬
ウ
』
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7681 80 79 78 77

少

か
せ
ふ
け
は
か
た
も
さ
た
め
す
ち
る
は
な
を

い
つ
か
た
へ
ゆ
く
は
る
と
か
は
ゑ
む

お
な
し
御
時
月
次
御
屏
風
に

少

花
も
柔
な
ち
り
ぬ
る
や
と
は
ゆ
く
は
る
の

ふ
る
さ
と
上
こ
そ
な
り
ぬ
へ
ら
な
れ

閨
三
月
は
へ
り
け
る
つ
こ
も
り
に

象
つ
れ

少

つ
れ
よ
り
も
の
と
け
か
り
つ
る
は
る
な
れ
と

け
ふ
の
く
る
皇
は
あ
か
す
そ
有
け
る

拾
遺
和
歌
集
巻
第
二

夏
天
暦
御
時
の
吾
合
に

大
中
臣
能
宣

な
く
こ
ゑ
は
ま
た
き
か
れ
と
も
せ
ゑ
の
は
の

う
す
き
こ
ろ
も
は
た
ち
そ
き
て
け
る

屏
風
に
し
た
か
ふ

少

わ
か
や
と
の
か
き
ね
や
は
る
を
へ
た
つ
ら
ん

夏
き
に
け
り
と
承
ゆ
る
う
の
花

冷
泉
院
の
東
宮
に
お
は
し
ま
し
け
る
時

百
首
牙
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば

源
重
之

少

花
の
色
に
そ
め
し
た
も
と
の
お
し
け
れ
ば

こ
ろ
も
か
へ
う
き
け
ふ
に
も
あ
る
か
な

Ⅳ
ウ
」

Ⅳ
オ
』

略
ウ
』

87 86 8485 83 82

夏
の
は
し
め
に
よ
み
侍
け
る

盛
明
の
ゑ
こ
錘
艤
鮴
卦
毒
穂
毒
宮上

、

少

は
な
ち
る
と
い
と
ひ
し
も
の
を
夏
こ
ろ
も

（
マ
マ
）

た
つ
や
を
き
と
風
を
ま
っ
か
な
肥
オ
」

百
首
寄
中
に

し
け
ゆ
き

少
雑
上な

つ
に
こ
そ
さ
き
か
坐
り
け
れ
ふ
ち
の
花

ま
つ
に
と
の
象
も
お
も
ひ
け
る
か
な

圓
融
院
御
時
屏
風
吾

平
か
ね
も
り

す
象
よ
し
の
き
し
の
ふ
ち
な
ゑ
わ
か
や
と
の

ま
つ
の
こ
す
ゑ
に
い
ろ
は
ま
さ
ら
し

し
た
か
ふ
肥
ウ
』

む
ら
さ
き
の
ふ
ち
さ
く
松
の
こ
す
ゑ
に
は

も
と
の
み
と
り
も
見
え
す
そ
有
け
る

プ
チ
ッ
ホ

延
喜
御
時
飛
香
舎
に
て
藤
花
宴
侍

け
る
時
に
小
野
宮
太
政
大
臣
清
慎
公

少
雑
上う

す
く
こ
く
ぶ
た
れ
て
さ
け
る
ふ
ち
の
は
な

ひ
と
し
き
い
ろ
は
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

題
し
ら
す
躬
恒

て
も
ふ
れ
て
お
し
む
か
ひ
な
く
ふ
ち
の
花

ぞ
こ
に
う
つ
れ
は
な
ゑ
そ
お
り
け
る
蛆
オ
』

た
こ
の
う
ら
の
藤
花
を
み
侍
て

柿
本
人
声
暦

－2 2 －



95 94 8893 92 91 90 89

た
こ
の
う
ら
の
そ
こ
さ
へ
に
ぼ
ふ
Ｌ
ち
な
み
を

万

か
さ
し
て
ゆ
か
む
み
ぬ
人
の
た
め

山
里
の
卯
花
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
き
侍
け
る
を

平
公
誠
従
五
下
周
防
守

少

う
の
花
を
ち
り
に
し
む
め
に
ま
か
へ
て
や

夏
の
か
き
ね
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く

題
し
ら
す
ょ
象
人
し
ら
す

少

卯
花
の
さ
け
る
か
き
ね
は
ゑ
ち
の
く
の

ま
か
き
の
し
ま
の
な
み
か
と
そ
ゑ
る

廷
喜
御
時
月
次
御
屏
風
に承

つ
れ

少

神
ま
つ
る
う
月
に
さ
け
る
う
の
は
な
は

し
ろ
く
も
き
ね
か
し
ら
け
た
る
か
な

つ
ら
ゆ
き

神
ま
つ
る
や
と
の
う
の
花
し
ろ
た
へ
の

み
て
く
ら
か
と
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る

題
し
ら
す
よ
象
入
し
ら
す

山
か
つ
の
か
き
ね
に
さ
け
る
う
の
は
な
は

た
か
し
ろ
た
へ
の
衣
か
け
し
そ

時
わ
か
す
ふ
れ
る
ゆ
き
か
と
み
る
ま
て
に

後
撰

か
き
ね
も
た
わ
に
さ
け
る
う
の
は
な

は
る
か
け
て
き
か
む
と
も
こ
そ
お
も
ひ
し
か

や
ま
ほ
と
坐
き
す
を
そ
く
な
く
ら
む

別
オ
』

岨
ウ
』

102 98 97 96101 100 99

少

は
っ
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に
ほ
と
当
き
す

夜
ふ
か
く
め
を
も
さ
ま
し
つ
る
か
な

夏
山
を
こ
ゆ
と
て

久
米
廣
繩

少

い
ゑ
に
き
て
な
に
を
か
た
ら
む
あ
し
ひ
き
の

万

山
ほ
と
上
き
す
一
こ
ゑ
も
か
な

延
喜
御
時
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

山
さ
と
に
し
る
人
も
か
な
ほ
と
上
き
す

な
き
ぬ
と
き
か
は
つ
け
に
く
る
か
に

題
し
ら
す
よ
ふ
人
し
ら
す

少

や
ま
さ
と
に
や
と
ら
さ
り
せ
は
ほ
と
入
き
す

き
く
人
も
な
き
ね
を
や
な
か
ま
し

天
暦
御
時
吾
合
に

坂
上
望
城
是
則
男

ほ
の
か
に
そ
な
き
わ
た
る
な
る
ほ
と
Ｌ
き
す

象
や
ま
を
い
つ
る
け
さ
の
は
っ
こ
ゑ

平
兼
盛

少

象
や
ま
い
て
坐
夜
は
に
や
き
つ
る
ほ
と
Ｌ
き
す

あ
か
月
か
け
て
こ
ゑ
の
き
こ
ゆ
る

寛
和
二
年
内
裏
葛
合
に右

大
将
道
綱
母

少

桑
や
こ
人
ね
て
ま
つ
ら
め
や
ほ
と
入
き
す

皿
オ
」

加
ウ
』

皿
ウ
』

－23－



Ｆ
へ
－
㎡
》

屍
Ⅱ
Ｍ
Ｕ

ｑ
１
１
▲ 103104108 107 106

い
ま
そ
山
へ
を
な
き
て
い
つ
な
る

女
四
の
象
こ
の
家
寄
合
に

坂
上
是
則

少

山
か
つ
と
人
は
い
へ
と
も
ほ
と
上
き
す

ま
つ
は
っ
こ
ゑ
は
わ
れ
の
ゑ
そ
き
く

天
暦
御
時
の
吾
合
に

壬
生
忠
見

少

さ
よ
ふ
け
て
ね
さ
め
さ
り
せ
は
ほ
と
上
き
す

人
っ
て
に
こ
そ
き
ぐ
へ
か
り
け
れ

お
な
し
御
時
の
御
屏
風
に伊

勢

ふ
た
こ
ゑ
と
き
く
と
は
な
し
に
ほ
と
上
き
す

後
撰

夜
ふ
か
く
め
を
も
さ
ま
し
つ
る
か
な

北
宮
の
も
き
の
屏
風
に源

公
忠
朝
臣

少

ゆ
き
や
ら
て
山
ち
く
ら
し
つ
ほ
と
上
き
す

い
ま
ひ
と
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に

敦
忠
朝
臣
の
家
の
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

こ
の
さ
と
に
い
か
な
る
人
か
い
ゑ
ゐ
し
て

山
ほ
と
上
き
す
た
え
す
き
く
ら
む

延
喜
御
時
葺
合
に

よ
ぷ
人
し
ら
す

さ
ぷ
た
れ
は
ち
か
く
な
る
ら
し
よ
と
か
は
の

羽
オ
』

諺
ウ
』

躯
オ
』

1T貝
LLJ 114

119
11ム113 111 110 109

あ
や
め
の
く
さ
も
ゑ
く
さ
お
ひ
に
け
り

屏
風
に
大
中
臣
能
宣

少

き
の
ふ
ま
て
よ
そ
に
お
も
ひ
し
あ
や
め
く
さ

け
ふ
わ
か
や
と
の
つ
ま
と
ぷ
る
か
な

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

け
ふ
象
れ
は
た
ま
の
う
て
な
も
な
か
り
け
り

あ
や
め
の
く
さ
の
い
ほ
り
の
采
し
て

延
喜
御
製

少

あ
し
ひ
き
の
山
ほ
と
具
き
す
け
ふ
と
て
や

あ
や
め
の
く
さ
の
ね
に
た
て
Ｌ
な
く

よ
み
入
し
ら
す

少

た
か
そ
て
に
お
も
ひ
よ
そ
へ
て
ほ
と
上
き
す

は
な
た
ち
は
な
の
え
た
に
な
ぐ
ら
ん

天
暦
御
時
御
屏
風
に
よ
と
の
わ
た
り
す
る
人

か
け
る
所
に

壬
生
忠
見

少

い
つ
か
た
に
な
き
て
ゆ
く
ら
ん
ほ
と
Ｌ
き
す

よ
と
の
わ
た
り
の
ま
た
よ
ふ
か
き
に

し
け
る
こ
と
ま
こ
も
の
お
ふ
る
よ
と
の
に
は

つ
ゆ
の
や
と
り
を
人
そ
か
り
け
る

小
野
宮
太
政
大
臣
の
家
の
屏
風
に
わ
た
り
し
た

る
所
に
郭
公
の
な
き
た
る
か
た
あ
る
に

つ
ら
ゆ
き

少

か
の
か
た
に
は
や
こ
き
よ
せ
よ
ほ
と
入
き
す

理
オ
』

詔
ウ
』

一 ワ ィ ー
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123 122 121 120 119 118 117 116

ゑ
ち
に
な
き
つ
と
人
に
か
た
ら
ん

さ
た
ふ
ん
か
家
の
副
合
にみ

つ
れ

ほ
と
上
き
す
を
ち
か
へ
り
な
け
う
な
ひ
こ
か

う
ち
た
れ
か
み
の
さ
ゑ
た
れ
の
そ
ら

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

な
け
や
な
け
た
か
た
の
山
の
ほ
と
上
き
す

こ
の
さ
み
た
れ
に
こ
ゑ
な
お
し
み
そ

さ
み
た
れ
は
い
こ
そ
ね
ら
れ
ね
ほ
と
Ｌ
き
す

よ
ふ
か
く
な
か
む
こ
ゑ
を
ま
つ
と
て

う
た
て
人
お
も
は
ん
も
の
を
ほ
と
上
き
す

よ
る
し
も
な
と
か
わ
か
や
と
に
な
く

大
伴
坂
上
郎
女

少
佳
上ほ

と
当
き
す
い
た
く
な
奥
き
そ
ひ
と
り
ゐ
て

万

い
の
れ
ら
れ
ぬ
に
き
け
は
く
る
し
も

中
務

夏
の
よ
の
心
を
し
れ
る
ほ
と
生
き
す

は
や
も
な
か
な
む
あ
け
も
こ
そ
す
れ

少

な
つ
の
よ
は
う
ら
し
ま
の
こ
か
は
こ
な
れ
や

は
か
な
く
あ
け
て
く
や
し
か
る
ら
む

延
喜
御
時
中
宮
嵜
合

よ
象
人
し
ら
す

夏
く
れ
は
ふ
か
く
さ
や
ま
の
ほ
と
上
き
す

な
く
こ
ゑ
し
け
く
な
り
ま
さ
る
な
り

路
ウ
』

記
オ
』

型
ウ
』

127
↑qか

lム0 125 1ワル
土 ム エ129 128

春
宮
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
ゑ
に
く
ら
は
し
山
に

郭
公
と
ひ
わ
た
り
た
る
所

藤
原
實
方
朝
臣

少

さ
月
や
み
く
ら
は
し
山
の
ほ
と
塁
き
す

お
ぼ
つ
か
な
く
も
な
き
わ
た
る
か
な

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

ほ
と
Ｌ
き
す
な
く
や
五
月
の
み
し
か
夜
も

万

ひ
と
り
し
ぬ
れ
は
あ
か
し
か
れ
つ
も

西
宮
左
大
臣
の
家
の
屏
風
に

源
順

少

ほ
と
Ｌ
き
す
ま
つ
に
つ
け
て
や
と
も
し
す
る

人
も
山
へ
に
よ
を
あ
か
す
ら
ん

延
喜
御
時
月
次
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

五
月
や
ま
こ
の
し
た
や
み
に
と
も
す
火
は

し
か
の
た
ち
と
の
し
る
へ
な
り
け
り

賀
の

九
条
の
右
大
臣
の
家
の
。
屏
風
に

平
兼
盛

少

あ
や
し
く
も
し
か
の
た
ち
と
の
見
え
ぬ
か
な

を
く
ら
の
山
に
わ
れ
や
き
ぬ
ら
ん

女
四
の
み
こ
の
家
の
屏
風
に

み
つ
れ

少

ゆ
く
す
ゑ
は
ま
た
と
を
け
れ
と
な
つ
や
ま
の

坊
ウ
・
一

妬
オ
」

－2 5 －



134 133 132 1301311q月
』UU

こ
の
し
た
か
け
そ
た
ち
う
か
り
け
る

延
喜
御
時
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

な
つ
や
ま
の
か
け
を
し
け
み
や
た
ま
ほ
こ
の

ゑ
ち
ゆ
き
人
も
た
ち
と
ま
る
ら
む

河
原
院
の
い
つ
み
の
も
と
に
す
上
み
侍
て

恵
慶
法
師

少

松
か
け
の
い
は
ゐ
の
み
つ
を
む
す
ひ
あ
け
て

な
つ
な
き
と
し
と
お
も
ひ
け
る
か
な

家
に
さ
き
て
侍
け
る
な
て
し
こ
を
人
の
か
り

つ
か
は
し
け
る

伊
勢

い
つ
こ
に
も
さ
き
は
す
ら
め
と
わ
か
や
と
の

山
と
な
て
し
こ
た
れ
に
ぷ
せ
ま
し

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

そ
こ
き
よ
み
な
か
る
ょ
河
の
さ
や
か
に
も

は
ら
ふ
る
こ
と
を
神
は
き
か
な
む

藤
原
長
能

少

さ
ば
へ
な
す
あ
ら
ふ
る
神
も
を
し
な
へ
て

け
ふ
は
な
こ
し
の
は
ら
へ
な
り
け
り

よ
み
入
し
ら
す

も
み
ち
せ
は
あ
か
く
な
り
な
む
を
く
ら
や
ま

秋
ま
つ
ほ
と
の
名
に
こ
そ
有
け
れ

右
大
将
定
國
四
十
賀
に
内
よ
り
屏
風
て

詔
オ
』

”
ウ
」

幻
オ
」

う
し
て
た
ま
ひ
け
る
にた

里
み
ね

少

剛
お
ほ
あ
ら
き
の
も
り
の
し
た
く
さ
し
け
り
あ
ひ
て

ふ
か
く
も
な
つ
の
な
り
に
け
る
か
な

〔
白
紙
〕

拾
遺
和
謁
集
巻
第
三

秋
あ
き
の
は
し
め
に
ょ
采
侍
け
る

安
法
ど
師

少

Ⅳ
な
つ
こ
ろ
も
ま
た
ひ
と
へ
な
る
う
た
ふ
ね
に

こ
Ｌ
ろ
し
て
ふ
け
あ
き
の
は
つ
か
せ

題
し
ら
す
よ
ぶ
入
し
ら
す

剛
秋
は
き
い
た
っ
た
の
山
も
見
て
し
か
な

し
く
れ
ぬ
さ
き
に
い
ろ
や
か
は
る
と

延
喜
御
時
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

刷
お
き
の
ば
の
そ
よ
ぐ
を
と
こ
そ
あ
き
か
せ
の

ひ
と
に
し
ら
る
上
は
し
め
な
り
け
れ

河
原
院
に
て
あ
れ
た
る
や
と
に
秋
来
と

い
ふ
こ
坐
ろ
を
人
γ
Ｉ
～
よ
承
侍
け
る
に

恵
慶
法
師

少

Ⅷ
や
へ
む
く
ら
し
け
れ
る
や
と
の
さ
ひ
し
き
に

人
こ
そ
見
え
ね
あ
き
は
き
に
け
り

題
し
ら
す
安
貴
王

鋤
オ
」

”
ウ
」

2928

オウ
L＝と
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148 146 142 141147 145 144 143

少

秋
た
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
れ
と
こ
の
ね
ぬ
る

万

あ
さ
け
の
風
は
た
も
と
す
Ｌ
し
も

延
喜
御
時
屏
風
寄

承
つ
れ

ひ
こ
ほ
し
の
つ
ま
Ｌ
つ
よ
ひ
の
あ
き
か
せ
に

わ
れ
さ
へ
あ
や
な
人
そ
こ
ひ
し
き

つ
ら
ゆ
き

あ
き
風
に
よ
の
ふ
け
ゆ
け
は
あ
ま
の
か
は

か
は
せ
に
な
ゑ
の
た
ち
ゐ
こ
そ
ま
て

題
し
ら
す
柿
本
入
ま
る

万

あ
ま
の
か
は
と
を
き
わ
た
り
に
あ
ら
れ
と
も

後
撰

き
ゑ
か
ふ
な
て
は
と
し
に
こ
そ
ま
て

あ
ま
の
か
は
こ
そ
の
わ
た
り
の
う
つ
ろ
へ
は

万

あ
さ
せ
ふ
む
ま
に
よ
そ
ふ
け
に
け
る

・
よ
象
人
し
ら
す

さ
ょ
ふ
け
て
あ
ま
の
か
は
を
そ
い
て
入
見
る

お
も
ふ
さ
ま
な
る
雲
や
わ
た
る
と

湯
原
王

少

ひ
こ
ほ
し
の
お
も
ひ
ま
す
ら
ん
こ
と
よ
り
も

万

見
る
わ
れ
く
る
し
よ
の
ふ
け
ゆ
け
は

人
ま
る

少

と
し
に
あ
り
て
ひ
と
夜
い
も
に
あ
ふ
ひ
こ
ほ
し
の

証
オ
』

30
rフ
グ／

ー
可

155 1噸
』JJ

1R7
入リム 151 150154 149

万

わ
れ
に
ま
さ
り
て
お
も
ふ
ら
む
や
そ

延
喜
御
時
月
次
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

た
な
は
た
に
い
き
て
か
し
つ
る
か
ら
こ
ろ
も

い
と
些
な
ゑ
た
に
そ
て
や
ぬ
る
ら
む

右
衛
門
督
源
清
蔭
家
の
屏
風
に

少

ひ
と
入
せ
に
ひ
と
よ
と
お
も
へ
と
た
な
は
た
の

あ
ひ
ぷ
む
あ
き
の
か
き
り
な
き
か
な

左
兵
衛
督
藤
原
懐
平
家
屏
風
に

恵
慶
法
師

少

い
た
つ
ら
に
す
ぐ
る
月
日
を
た
な
は
た
の

あ
ふ
よ
の
か
す
と
お
も
は
ま
し
か
は

七
夕
庚
申
に
あ
た
り
て
侍
け
る
と
し

も
と
す
け

少

い
と
坐
し
く
い
も
ね
さ
る
ら
ん
と
お
も
ふ
か
な

け
ふ
の
こ
よ
ひ
に
あ
へ
る
た
な
は
た

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

あ
ひ
見
て
も
あ
は
て
も
な
げ
く
た
な
は
た
は

い
つ
か
こ
上
ろ
の
の
と
け
か
る
へ
き

少

わ
か
い
の
る
こ
と
は
ひ
と
つ
そ
あ
ま
の
か
は

そ
ら
に
し
り
て
も
た
か
へ
さ
ら
な
む

少

君
こ
す
は
た
れ
に
見
せ
ま
し
わ
か
や
と
の

躯
オ
」

瓢
ウ
』

鉋
ウ
」

－27－



160 159 156162 161 157158

か
き
ね
に
さ
け
る
あ
さ
か
ほ
の
は
な

を
み
な
へ
し
お
ほ
か
る
の
へ
に
は
な
す
奥
き

い
つ
れ
を
さ
し
て
ま
ね
く
な
る
ら
む

少

て
も
た
ゆ
く
う
へ
し
も
し
る
く
を
ゑ
な
へ
し

い
る
ゆ
へ
君
か
や
と
り
ぬ
る
か
な

小
野
宮
太
政
大
臣

少

く
ち
な
し
の
い
ろ
を
そ
た
の
む
を
み
な
へ
し

は
な
に
め
て
つ
と
人
に
か
た
る
な

を
詮
な
へ
し
お
ほ
く
さ
け
る
家
に

ま
か
り
て

よ
し
の
ふ

少

を
詮
な
へ
し
に
ほ
ふ
あ
た
り
に
む
つ
る
れ
は

あ
や
な
く
つ
ゆ
や
こ
＆
ろ
を
く
ら
ん

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

の

し
ら
つ
ゆ
・
を
く
つ
ま
に
す
る
を
み
な
へ
し

あ
な
わ
つ
ら
は
し
人
な
て
ふ
れ
そ

嵯
峨
に
せ
ん
さ
い
ほ
り
に
ま
か
り
て

藤
原
長
能

少

ひ
ぐ
ら
し
に
見
れ
と
も
あ
か
ぬ
を
ゑ
な
へ
し

の
へ
に
や
こ
よ
ひ
た
ひ
ね
し
な
ま
し

八
月
は
か
り
に
か
り
の
こ
ゑ
ま
つ
う
た

よ
み
侍
け
る
に

恵
慶
法
師

少

お
き
の
葉
も
や
上
う
ち
そ
よ
ぐ
ほ
と
な
る
を

唖
四
方
／
』

詔
オ
』

168 167 166 164 163
1戸戸

10J

な
と
か
り
か
ね
の
を
と
な
か
る
ら
ん

斎
院
屏
風
に

よ
み
入
し
ら
す

か
り
に
と
て
く
へ
か
り
け
り
や
あ
き
の
野
の

は
な
み
る
ほ
と
に
ひ
も
く
れ
ぬ
へ
し

題
し
ら
す

あ
き
の
野
の
は
な
の
な
た
て
に
を
ゑ
な
へ
し

か
り
に
の
承
こ
ん
人
に
お
ら
る
な

紀
貫
之

か
り
に
と
て
わ
れ
は
き
つ
れ
と
を
詮
な
へ
し

見
る
に
こ
比
ろ
そ
お
も
ひ
つ
き
ぬ
る

陽
成
院
御
屏
風
に
こ
た
か
坐
り
し

た
る
所
に

少

か
り
に
の
桑
人
の
み
ゆ
れ
は
を
み
な
へ
し

は
な
の
た
も
と
そ
つ
ゆ
け
か
り
け
る

亭
子
院
の
お
ま
へ
に
前
栽
う
へ
さ
せ

給
て
こ
れ
よ
め
と
お
ほ
せ
こ
と
あ
り
け
れ
は

伊
勢

少

う
へ
た
て
巽
君
か
し
め
ゆ
ふ
は
な
里
れ
は

後
撰

た
ま
と
見
え
て
や
つ
ゆ
も
を
く
ら
む

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

こ
て
す
く
す
秋
は
な
け
れ
と
は
つ
か
り
の

き
く
た
ひ
こ
と
に
め
つ
ら
し
き
か
な

少
将
に
侍
け
る
と
き
こ
ま
む
か
へ
に
ま
か

弱
オ
』

弘
ウ
』

弘
オ
」
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169174
1万句

lい 172 171 170

り
て
大
試
高
遠

少

あ
ふ
さ
か
の
せ
き
の
い
は
か
と
ふ
み
な
ら
し

や
ま
た
ち
い
つ
る
き
り
は
ら
の
こ
ま

延
喜
御
時
月
次
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少
せ
き
の

あ
ふ
さ
か
の
・
し
水
に
か
け
見
え
て

今
や
ひ
く
ら
ん
も
ち
つ
き
の
こ
ま

屏
風
に
八
月
十
五
夜
池
あ
る
家
に
人

あ
そ
ひ
し
た
る
所

源
し
た
か
ふ

少

み
つ
の
お
も
に
て
る
月
な
糸
を
か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
秋
の
も
な
か
な
り
け
る

水
に
月
の
や
と
り
て
侍
け
る
を

よ
し
の
ふ

あ
き
の
月
な
み
の
そ
こ
に
そ
い
て
に
け
る

ま
つ
ら
む
や
ま
の
か
ひ
や
な
か
ら
ん

廉
義
公
の
家
の
か
み
ゑ
に
秋
の
月
お

も
し
ろ
き
池
あ
る
家
あ
る
所

源
景
明
右
衛
門
尉

あ
き
の
月
に
し
に
あ
る
か
と
見
え
つ
る
は

ふ
け
ゆ
く
よ
は
の
か
け
に
そ
あ
り
け
る

圓
融
院
御
時
八
月
十
五
夜
か
け
る
所
に

も
と
す
け

あ
か
す
の
み
お
も
ほ
え
む
を
は
い
か
上
せ
む

弱
オ
』

弱
ウ
」

》
”
命
／
』

180 l79 178 176 175
1ワワ

111

か
く
こ
そ
は
ゑ
め
あ
き
の
よ
の
月

延
喜
御
時
八
月
十
五
夜
蔵
人
所
の
を

の
こ
と
も
月
の
え
む
し
侍
け
る
に

藤
原
經
臣

少

こ
上
に
た
に
ひ
か
り
さ
や
け
き
あ
き
の
月

雲
の
う
へ
こ
そ
お
も
ひ
や
ら
る
れ

お
な
し
御
時
御
屏
風
に

み
つ
れ

少

い
つ
こ
に
か
こ
よ
ひ
の
月
の
見
え
さ
ら
む

あ
か
ぬ
は
人
の
こ
Ｌ
ろ
な
り
け
り

題
し
ら
す
か
ね
も
り

少

夜
も
す
か
ら
見
て
を
あ
か
さ
む
秋
の
つ
き

こ
よ
ひ
の
そ
ら
に
く
も
な
か
ら
な
む

廉
義
公
家
に
て
く
さ
む
ら
の
よ
る
の

む
し
と
い
ふ
題
を
よ
象
侍
け
る
に

藤
原
為
頼

お
ほ
つ
か
な
い
つ
こ
な
る
ら
ん
む
し
の
ね
を

た
つ
ね
は
く
さ
の
つ
ゆ
や
ゑ
た
れ
む

前
栽
に
す
上
む
し
を
は
な
ち
侍
て

伊
勢

少

い
つ
こ
に
も
く
さ
の
ま
く
ら
を
す
上
む
し
は

こ
上
を
た
ひ
と
も
お
も
は
さ
ら
な
む

屏
風
に
つ
ら
ゆ
き

少

あ
き
く
れ
は
は
た
を
る
む
し
の
あ
る
な
へ
に

師
ウ
』

訂
オ
』
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か
ら
に
し
き
に
も
み
ゆ
る
の
へ
か
な

題
し
ら
す
よ
み
人
し
ら
す

ち
き
り
け
む
ほ
と
や
す
き
ぬ
る
あ
き
の
野
に

人
ま
つ
む
し
の
こ
ゑ
の
た
え
せ
ぬ

象
つ
れ

少

つ
ゆ
け
く
て
わ
か
衣
手
は
ぬ
れ
ぬ
と
も

お
り
て
を
ゆ
か
む
あ
き
は
き
の
は
な

亭
子
院
御
屏
風
に

伊
勢

少

う
つ
る
は
ん
こ
と
た
に
お
し
き
あ
き
は
き
を

お
れ
ぬ
は
か
り
も
を
け
る
つ
ゆ
か
な

三
条
の
き
さ
い
の
宮
の
裳
き
侍
け
る

屏
風
に
九
月
九
日
の
所も

と
す
け

わ
か
や
と
の
き
く
の
し
ら
つ
ゆ
け
ふ
こ
と
に

い
く
世
つ
も
り
て
ふ
ち
と
な
る
ら
む

題
し
ら
す
み
つ
ね

少

な
か
つ
き
の
こ
上
ぬ
か
こ
と
に
つ
む
き
く
の

は
な
も
か
ひ
な
く
お
い
に
け
る
か
な

右
大
将
定
國
家
屏
風
にた

上
み
ね

古
今

ち
と
り
な
く
さ
ほ
の
か
は
き
り
た
ち
ぬ
ら
し

や
ま
の
こ
の
は
も
い
ろ
か
は
り
ゆ
く

廷
喜
御
時
の
御
屏
風
に

銘
ウ
」

記
オ
」

鋤
オ
』

192 191 190 189 188 187193

つ
ら
ゆ
き

か
せ
さ
む
ゑ
わ
か
生
ら
こ
ろ
も
う
つ
と
き
そ

は
き
の
し
た
は
も
い
ろ
ま
さ
り
け
る

三
百
六
十
首
の
中
に

曽
祢
好
忠

神
な
ひ
の
み
む
ろ
の
や
ま
を
け
ふ
ゑ
れ
は

し
た
く
さ
か
け
て
い
ろ
つ
き
に
け
り

題
し
ら
す
大
中
臣
能
宣

も
み
ち
せ
ぬ
と
き
は
の
や
ま
は
ふ
く
風
の

を
と
に
や
あ
き
を
き
上
わ
た
る
ら
ん

少

も
み
ち
せ
ぬ
と
き
は
の
や
ま
に
す
む
し
か
は

を
の
れ
な
き
て
や
あ
き
を
し
る
ら
む

よ
み
入
し
ら
す

少

あ
き
か
せ
の
う
ち
ふ
く
こ
と
に
た
か
さ
こ
の

お
の
へ
の
し
か
の
な
か
ぬ
日
そ
な
き

あ
き
か
せ
を
そ
む
く
も
の
か
ら
は
な
す
Ｌ
き

ゆ
く
か
た
を
な
と
ま
ね
く
な
る
ら
ん

は
つ
せ
へ
ま
う
て
侍
け
る
象
ち
に
佐
保

山
の
も
と
に
ま
か
り
や
と
り
て
あ
し
た
に
き

り
の
た
ち
わ
た
り
て
侍
け
れ
は

恵
慶
法
師

も
ぶ
ち
見
に
や
と
れ
る
わ
れ
と
し
ら
れ
は
や

さ
ほ
の
か
は
き
り
た
ち
か
く
す
ら
ん

題
し
ら
す
よ
ゑ
人
し
ら
す

詔
ウ
』

伽
ウ
』

伽
オ
』
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少

あ
き
上
り
の
た
坐
ま
く
お
し
き
や
ま
ち
か
な

も
ぷ
ち
の
に
し
き
を
り
つ
も
り
つ
入

大
井
河
に
紅
葉
の
な
か
る
上
を
見
て

健
守
法
師

水
の
あ
や
に
も
ゑ
ち
の
に
し
き
か
さ
ね
つ
上

か
は
せ
に
な
象
の
た
Ｌ
ぬ
日
そ
な
き

西
宮
左
大
臣
家
の
屏
風
に
し
か
の
や
ま

こ
え
に
つ
ほ
さ
う
そ
く
し
た
る
女
と
も

紅
葉
な
と
あ
る
所
に

し
た
か
ふ

な
を
き
け
は
む
か
し
な
か
ら
の
や
ま
な
れ
と

し
く
る
Ｌ
あ
き
は
い
ろ
ま
さ
り
け
り

東
山
に
も
ゑ
ち
見
に
ま
か
り
て
又
の

日
つ
と
め
て
ま
か
り
か
へ
る
と
て
ょ
象
侍

け
る

恵
慶
法
師

をもあも
くゑさみ

題らちけ大くち
しのはる井もは
らやをに河見の
すまけにえい
のふ入する
名はユやを
になままし
はをかかそ

よ さ ぶ よ り は へ

i篭&證嚥
てのて

らいふぷる

すと侍れ
もは

虹
ウ
』

狐
オ
』

203204
ｑ
Ｊ
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Ⅱ
Ｕ

ｎ
Ｊ
ノ
ー 201 200 199

少

き
の
ふ
よ
り
け
ふ
は
ま
さ
れ
る
も
み
ち
は
の

あ
す
の
い
る
を
は
見
て
や
上
み
な
む

天
暦
御
時
殿
上
の
を
の
こ
と
も
紅
葉

見
に
大
井
に
ま
か
り
け
る
に

源
延
光
朝
臣
大
納
言

も
桑
ち
は
を
て
こ
と
に
お
り
て
か
へ
り
な
む

風
の
こ
上
ろ
も
う
し
ろ
め
た
さ
に

源
兼
光

え
た
な
か
ら
見
て
を
か
へ
ら
む
も
み
ち
は
坐

お
ら
む
ほ
と
に
も
ち
り
も
こ
そ
す
れ

題
し
ら
す
ふ
か
や
ふ

か
は
き
り
の
ふ
も
と
を
こ
め
て
た
ち
ぬ
れ
は

そ
ら
に
そ
秋
の
山
は
見
え
け
る

ち
く
ふ
し
ま
に
ま
う
て
侍
け
る
時
も
象

ち
の
か
け
の
水
に
う
つ
り
て
侍
け
れ
ば

法
橋
観
教

少

象
つ
う
み
に
あ
き
の
山
へ
を
う
つ
し
て
は

は
た
は
り
ひ
ろ
き
に
し
き
と
そ
見
る

二
条
右
大
臣
の
粟
田
の
や
ま
さ
と
の
障
子

の
ゑ
に
た
ひ
人
も
象
ち
の
し
た
に
や
と
り

た
る
所
恵
慶
法
師

少

い
ま
よ
り
は
も
桑
ち
の
も
と
に
や
と
り
せ
し

お
し
む
に
た
ひ
の
日
か
す
へ
ぬ
へ
し

題
し
ら
す
よ
象
人
し
ら
す

哩
ウ
」

妃
オ
』

他
オ
』
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少

と
ふ
人
も
い
ま
は
あ
ら
し
の
や
ま
か
せ
に

人
ま
つ
む
し
の
こ
ゑ
そ
か
な
し
き

延
喜
御
時
中
宮
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

ち
り
ぬ
へ
き
や
ま
の
も
み
ち
を
あ
き
上
り
の

や
す
く
も
見
せ
す
た
ち
か
く
す
ら
ん

題
し
ら
す
僧
正
遍
昭

少

あ
き
や
ま
の
あ
ら
し
の
こ
ゑ
を
き
く
と
き
は

こ
の
は
な
ら
ね
と
も
の
そ
か
な
し
き

つ
ら
ゆ
き

少

あ
き
の
夜
に
あ
め
と
き
こ
え
て
ふ
る
も
の
は

か
せ
に
し
た
か
ふ
も
象
ち
な
り
け
り

少

こ
上
ろ
も
て
ち
ら
む
た
に
こ
そ
お
し
か
ら
め

な
と
か
も
ぷ
ち
に
風
の
ふ
く
ら
ん

嵐
の
山
の
も
と
を
ま
か
り
け
る
に
も

ゑ
ち
の
い
た
く
ち
り
侍
け
れ
は

右
衛
門
督
公
任

少

あ
さ
ま
た
き
あ
ら
し
の
や
ま
の
さ
む
け
れ
は

も
ゑ
ち
の
に
し
き
Ｌ
ぬ
人
そ
な
き

題
し
ら
す
よ
し
の
ふ

秋
き
り
の
み
ね
に
も
お
に
も
た
つ
や
ま
は

も
ぷ
ち
の
に
し
き
た
ま
ら
さ
り
け
り

大
井
に
紅
葉
の
な
か
る
坐
を
見
侍
て

“
オ
』

媚
ウ
』

213 212216 91民
凸1J

nll

4l4

壬
生
忠
岑

い
ろ
？
Ｉ
、
の
こ
の
は
な
か
る
上
お
ほ
ゐ
か
は

し
も
は
か
つ
ら
の
も
み
ち
と
や
み
む

題
し
ら
す
よ
し
た
奥

ま
ね
く
と
て
た
ち
も
と
ま
ら
ぬ
あ
き
ゆ
へ
に

あ
は
れ
か
た
よ
る
は
な
す
上
き
か
な

く
れ
の
秋
重
之
か
せ
う
そ
こ
し
て

侍
け
る
返
事
に

平
兼
盛

少

く
れ
て
ゆ
く
あ
き
の
か
た
ゑ
に
を
く
も
の
は

わ
か
も
と
ゆ
ひ
の
し
も
に
そ
あ
り
け
る

拾
遺
和
謁
集
巻
第
四

冬
、

延
喜
御
時
内
侍
の
か
み
の
賀
の
屏
風
に

紀
貧
之

少

あ
し
ひ
き
の
や
ま
か
き
く
も
り
し
く
る
れ
と

も
承
ち
は
い
と
上
て
り
ま
さ
り
け
り

寛
和
二
年
清
涼
殿
の
み
さ
う
し
に

あ
し
ろ
か
け
る
所

よ
み
入
し
ら
す

少

網
代
木
に
か
け
つ
坐
あ
ら
ふ
か
ら
に
し
き

日
を
へ
て
よ
す
る
も
象
ち
な
り
け
り

し
く
れ
し
侍
け
る
日

つ
ら
ゆ
き

“
ウ
』

妬
オ
」

4545

ウオ
L＝ｰ
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少

か
き
く
ら
し
し
く
る
坐
そ
ら
を
な
か
め
つ
坐

お
も
ひ
こ
そ
や
れ
神
な
ひ
の
も
り

題
し
ら
す
よ
ぷ
人
し
ら
す

神
な
月
し
く
れ
し
ぬ
ら
し
く
す
の
は
の

う
ら
こ
か
る
ね
に
し
か
も
な
く
な
り

奈
良
の
み
か
と
龍
田
河
に
紅
葉
御

覧
し
に
行
幸
あ
り
け
る
と
き
御
と

も
に
つ
か
う
ま
つ
り
て柿

本
人
麿

た
っ
た
か
は
も
象
ち
は
な
か
る
神
な
ひ
の

古
今

み
む
ろ
の
や
ま
に
し
く
れ
ふ
る
ら
し

ち
り
の
こ
り
た
る
も
ゑ
ち
を
見
侍
て

僧
正
遍
昭

少

か
ら
に
し
き
え
た
に
ひ
と
む
ら
の
こ
れ
る
は

あ
き
の
か
た
ゑ
を
た
型
ぬ
な
り
け
り

延
喜
御
時
女
四
の
承
こ
の
家
の
屏
風

に
つ
ら
ゆ
き

な
か
れ
く
る
も
ぷ
ち
は
見
れ
は
か
ら
に
し
き

た
き
の
い
と
も
て
を
れ
る
な
り
け
り

屏
風
に
平
兼
盛

少

し
く
れ
ゆ
へ
か
つ
ぐ
た
も
と
を
よ
そ
入
は

も
み
ち
を
は
ら
ふ
そ
て
か
と
や
ゑ
ん

百
首
吾
の
中
に

源
重
之

仰
ウ
』

妬
ウ
』

仰
オ
』

2307ql
とJ 上 229

所
Ｊ
Ｉ
Ｏ

ｎ
Ｊ
白

、
ノ
ノ
】

nnp

ムム0
（
ｖ
Ａ
Ｕ

〔
叩
〃
ノ
］

ｎ
０
Ｊ
】 225

″
１
斗
Ｌ

ｎ
ｊ
Ｄ
ご

ｎ
Ｊ
』 ﾜﾜｮ

ｰ一J

あ
し
の
は
に
か
く
れ
て
す
象
し
つ
の
く
に
の

こ
や
も
あ
ら
は
に
冬
は
き
に
け
り

題
し
ら
す
つ
ら
ゆ
き

少

お
も
ひ
か
れ
い
も
か
り
ゆ
け
は
ふ
ゆ
の
よ
の

か
は
か
せ
さ
む
ぶ
ち
と
り
な
く
な
り

よ
み
人
し
ら
す

ひ
ね
も
す
に
見
れ
と
も
あ
か
ぬ
も
ゑ
ち
は
坐

い
か
な
る
山
の
あ
ら
し
な
る
ら
ん

少

夜
を
さ
む
象
ね
さ
め
て
き
け
は
を
し
と
り
の

後
撰

う
ら
や
ま
し
く
も
象
な
る
ｌ
、
か
な

少

ゑ
つ
と
り
の
し
た
や
す
か
ら
画
お
も
ひ
に
は

あ
た
り
の
み
つ
も
こ
ほ
ら
さ
り
け
り

よ
を
さ
む
ゑ
ね
さ
め
て
き
け
は
を
し
そ
な
く

後
撰

は
ら
ひ
も
あ
へ
す
し
も
や
を
く
ら
ん

さ
た
ふ
ん
か
家
の
吾
合
に

少

し
も
の
う
へ
に
ふ
る
は
つ
ゆ
き
の
あ
さ
氷

と
け
す
も
入
の
を
お
も
ふ
こ
ろ
か
な

題
不
知
右
衛
門
督
公
任

少

し
も
を
か
い
そ
て
た
に
さ
ゆ
る
ふ
ゆ
の
よ
に

か
も
の
う
は
け
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

た
ち
は
な
の
ゆ
き
よ
り

い
け
み
つ
や
こ
ほ
り
と
く
ら
ん
あ
し
か
も
の

よ
ふ
か
く
こ
ゑ
の
さ
は
く
な
る
か
な

妃
オ
』

妃
ウ
」
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紀
友
則

と
ひ
か
よ
ふ
を
し
の
は
か
せ
の
さ
む
け
れ
は

い
け
の
こ
ほ
り
そ
さ
え
ま
さ
り
け
る

よ
象
入
し
ら
す

少
に
定
家
卿
自
筆
為
相
相
伝
本

水
の
う
へ
と
お
も
ひ
し
も
の
を
ふ
ゆ
の
よ
の

こ
ほ
り
は
そ
て
の
も
の
に
そ
あ
り
け
る

屏
風
に
平
兼
盛

少
と

ふ
し
つ
け
し
よ
・
の
わ
た
り
を
け
さ
見
れ
は

と
け
む
こ
も
な
く
こ
ほ
り
し
に
け
り

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

冬
さ
む
み
こ
ほ
ら
ぬ
み
つ
は
な
け
れ
と
も

よ
し
の
具
た
き
は
た
ゆ
る
よ
も
な
し

恒
徳
公
家
の
屏
風
に

よ
し
の
ふ

冬
さ
れ
は
あ
ら
し
の
こ
ゑ
も
た
か
さ
こ
の

ま
つ
に
つ
け
て
そ
き
ぐ
へ
か
り
け
る

も
と
す
け

少

た
か
さ
こ
の
ま
つ
に
す
む
つ
る
ふ
ゆ
く
れ
は

お
の
へ
の
し
も
や
を
き
ま
さ
る
ら
ん

題
し
ら
す
紀
と
も
の
り

少

ゆ
ふ
さ
れ
は
さ
ほ
の
か
は
ら
の
か
は
き
り
に

と
も
ま
と
ば
せ
る
ち
と
り
な
く
な
り

人
暦

⑬
ウ
』

卵
オ
』

鉛
オ
』

244
、
ノ
］

ｊ
４
Ｌ

ｑ
●
／
白

91，
ム（tJ 241 240 239

古
今

う
ら
ち
か
く
ふ
り
く
る
ゆ
き
は
し
ら
な
み
の

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま
こ
す
か
と
そ
見
る

廉
義
公
家
障
子

も
と
す
け

冬
の
夜
の
い
け
の
こ
ほ
り
の
さ
や
け
き
は

月
の
ひ
か
り
の
み
か
く
な
り
け
り

題
し
ら
す
よ
ぷ
人
し
ら
す

少

冬
の
い
け
の
う
へ
は
こ
ほ
り
に
と
ち
ら
れ
て

い
か
て
か
月
の
そ
こ
に
い
る
ら
ん

月
を
見
て
よ
め
る

恵
慶
法
師

少・
あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん

こ
ほ
り
と
見
ゆ
る
冬
の
よ
の
月

は
っ
雪
を
よ
め
る

源
景
明

少

み
や
こ
に
て
め
つ
ら
し
と
見
る
は
つ
ゆ
き
は

よ
し
の
入
や
ま
に
ふ
り
や
し
ぬ
ら
ん

女
を
か
た
ら
ひ
侍
け
る
か
年
こ
ろ
に
な

り
侍
に
け
れ
と
う
と
く
侍
け
れ
は
ゆ
き

の
ふ
り
侍
け
る
に

も
と
す
け

少

ふ
る
ほ
と
も
は
か
な
く
み
ゆ
る
あ
は
ゆ
き
の

う
ら
や
ま
し
く
も
う
ち
と
く
る
か
な

副
オ
』

別
ウ
』
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ゐ

山
あ
ひ
に
ゆ
き
の
ふ
り
か
Ｌ
り
て
侍
け
る

を
伊
勢

少

あ
し
ひ
き
の
山
井
に
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き
は

す
れ
る
こ
ろ
も
の
こ
Ｌ
ち
こ
そ
す
れ

斎
院
の
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

よ
る
な
ら
は
月
と
そ
み
ま
し
わ
か
や
と
の

後
撰

に
は
し
る
た
へ
に
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き

題
し
ら
す
よ
し
の
ふ

わ
か
や
と
の
ゆ
き
に
つ
け
て
そ
ふ
る
さ
と
の

よ
し
の
坐
や
ま
は
お
も
ひ
や
ら
る
入

屏
風
の
ゑ
に
こ
し
の
し
ら
や
ま
か
き
て

侍
け
る
と
こ
ろ
に

藤
原
佐
忠
朝
臣

少

わ
れ
ひ
と
り
こ
し
の
や
ま
ち
に
こ
し
か
と
も

ゆ
き
ふ
り
に
け
る
あ
と
を
見
る
か
な

題
し
ら
す
た
上
承

少

と
し
ふ
れ
は
こ
し
の
し
ら
や
ま
お
い
に
け
り

お
ほ
く
の
ふ
ゆ
の
雪
つ
も
り
つ
具

入
道
摂
政
の
家
の
屏
風
に

か
ね
も
り

少

見
わ
た
せ
は
ま
つ
の
は
し
ろ
き
よ
し
の
や
ま

い
く
よ
つ
も
れ
る
ゆ
き
に
か
あ
る
ら
ん

田
オ
』

砲
ウ
」

別
ウ
」

251236
、一一

4羽 253
９
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ｈ
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ｎ
ノ
ム257 251

題
し
ら
す

少

や
ま
さ
と
は
ゆ
き
ふ
り
つ
み
て
み
ち
も
な
し

け
ふ
こ
ん
人
を
あ
は
れ
と
は
見
む

人
ま
る

少

あ
し
ひ
き
の
山
ち
も
し
ら
す
し
ら
か
し
の

万

え
た
に
も
は
に
も
ゆ
き
の
ふ
れ
坐
は

右
大
将
定
國
家
の
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

し
ら
ゆ
き
の
ふ
り
し
く
と
き
は
み
よ
し
の
坐

古
今

や
ま
し
た
か
せ
に
は
な
そ
ち
り
け
る

冷
泉
院
御
時
御
屏
風
にか

ね
も
り

少

人
し
れ
す
は
る
を
こ
そ
ま
て
は
ら
ふ
へ
き

ひ
と
な
き
や
と
に
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き

屏
風
に
よ
し
の
ふ

少

あ
た
ら
し
き
春
さ
へ
ち
か
く
な
り
ゆ
け
ば

ふ
り
の
承
ま
さ
る
と
し
の
ゆ
き
か
な

右
衛
門
督
公
任

む
め
か
え
に
ふ
り
つ
む
ゆ
き
は
ひ
と
Ｌ
せ
に

ふ
た
上
ひ
さ
け
る
は
な
か
と
そ
見
る

屏
風
の
ゑ
に
佛
名
の
所よ

し
の
ふ

お
き
あ
か
す
し
も
と
上
も
に
や
け
さ
は
ぶ
な

兜
オ
」

粥
ウ
』

－35－
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ふ
ゆ
の
よ
ふ
か
き
つ
ゑ
も
け
ぬ
ら
ん

延
喜
御
時
の
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少

と
し
の
う
ち
に
つ
も
れ
る
つ
承
は
か
き
く
ら
し

ふ
る
し
ら
ゆ
き
と
具
も
に
き
え
な
む

屏
風
の
ゑ
に
佛
名
の
あ
し
た
に
梅
の

木
の
も
と
に
導
師
と
あ
る
し
と
か
は
ら
け

と
り
て
わ
か
れ
お
し
み
た
る
所

よ
し
の
ふ

少

ゆ
き
ふ
か
き
や
ま
ち
に
な
に
里
か
へ
る
ら
ん

は
る
ま
つ
は
な
の
か
け
に
と
ま
ら
て

屏
風
の
ゑ
に
佛
名
の
所か

ね
も
り

人
は
い
さ
を
か
し
や
す
ら
む
ふ
ゆ
く
れ
は

と
し
の
み
つ
も
る
ゆ
き
と
こ
そ
見
れ

斎
院
の
屏
風
に
十
二
月
つ
こ
も
り
の

夜

少

か
そ
ふ
れ
は
わ
か
身
に
つ
も
る
と
し
つ
き
を

を
く
り
む
か
ふ
と
な
に
い
そ
く
ら
む

百
首
吾
の
中
に

源
重
之

少

ゆ
き
つ
も
る
を
の
か
と
し
を
も
し
ら
す
し
て

は
る
を
は
あ
す
と
き
く
そ
う
れ
し
き

拾
遺
和
謁
集
巻
第
五

梨
ウ
』

副
オ
』

弱
オ
』

弱
ウ
」

263266
、〃芦

釦3 264

賀
天
暦
御
時
斎
宮
く
た
り
侍
け
る
時
の

長
奉
送
使
に
て
ま
か
り
か
へ
ら
む
と
て

中
納
言
朝
忠

少

よ
る
つ
よ
の
は
し
め
と
け
ふ
を
い
の
り
を
き
て

い
ま
ゆ
く
す
ゑ
は
神
そ
し
る
ら
ん

は
し
め
て
平
野
祭
に
男
使
た
て
し

と
き
う
た
ふ
へ
き
奇
よ
ま
せ
し
に

大
中
臣
能
宣

少

ち
は
や
ふ
る
ひ
ら
の
入
ま
つ
の
え
た
し
け
糸

千
よ
も
や
ち
よ
も
い
ろ
は
か
は
ら
し

仁
和
の
御
時
大
當
會
の
吾

よ
ゑ
人
し
ら
す

か
ま
ふ
の
皇
た
ま
の
を
や
ま
に
す
む
つ
る
の

ち
と
せ
は
君
か
象
よ
の
か
す
な
り

贈
皇
后
宮
の
御
う
ふ
や
の
七
夜
に

兵
部
卿
致
平
の
み
こ
の
き
し
の
か
た
を

つ
く
り
て
た
れ
と
も
な
く
て
う
た
を
つ

け
て
侍
け
る

清
原
元
輔

少

あ
さ
ま
た
き
土
り
ふ
の
を
か
に
た
つ
き
し
は

ち
よ
の
ひ
つ
き
の
は
し
め
な
り
け
り

藤
氏
の
う
ふ
や
に
ま
か
り
て

よ
し
の
ふ

弱
ウ
』

弱
才
』
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少

ふ
た
は
よ
り
た
の
も
し
き
か
な
か
す
か
や
ま

こ
た
か
き
ま
つ
の
た
れ
そ
と
お
も
へ
は

う
ふ
や
の
七
夜
に
ま
か
り
て

少

き
桑
か
へ
む
や
を
よ
ろ
つ
よ
を
か
そ
ふ
れ
は

か
つ
ノ
ー
、
け
ふ
そ
な
い
か
な
り
け
る

右
大
将
藤
原
實
資
う
ふ
や
の
七
夜
に

平
か
ね
も
り

こ
と
し
を
ひ
の
ま
つ
は
な
ぬ
か
に
な
り
に
け
り

の
こ
り
の
ほ
と
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

あ
る
人
の
う
ふ
や
に
ま
か
り
て

よ
し
の
ふ

ち
と
せ
と
も
か
す
は
さ
た
め
す
よ
の
な
か
に

か
き
り
な
き
身
と
人
も
い
ふ
へ
く

藤
原
誠
信
元
服
し
侍
け
る
夜
よ
承
け
る

源
し
た
か
ふ

少

お
い
ぬ
れ
は
お
な
し
こ
と
こ
そ
せ
ら
れ
け
れ

き
ゑ
は
ち
よ
ま
せ
，
Ｊ
１

采
よ
し
の
す
け
た
些
か
上
ふ
り
し
侍
け
る
時

よ
し
の
ふ

少

ゆ
ひ
そ
む
る
は
つ
も
と
ゆ
ひ
の
こ
む
ら
さ
き

こ
ろ
も
の
い
る
に
う
つ
れ
と
そ
お
も
ふ

天
暦
の
み
か
と
四
十
に
な
り
お
は
し
ま

し
け
る
と
き
山
し
な
て
ら
に
金
泥

雨
釧
古
／
』

記
オ
』

師
オ
』

W吋
々↓U 274276

、けり

ﾑ(』

寿
命
経
四
十
巻
を
か
き
供
養
し
た

て
ま
つ
り
て
御
巻
数
つ
る
に
く
は
せ

て
す
は
ま
に
た
て
た
り
け
り
そ
の
す

は
ま
の
し
き
も
の
に
あ
ま
た
の
う
た
あ

し
て
に
か
け
る
な
か
にか

ね
も
り

少

や
ま
し
な
の
や
ま
の
い
は
ね
に
ま
つ
を
う
へ
て

と
き
ば
か
き
は
に
い
の
り
つ
る
か
な

仲
算
法
師

少

こ
ゑ
た
か
く
象
か
さ
の
山
そ
よ
は
ふ
な
る

あ
め
の
し
た
こ
そ
た
の
し
か
る
ら
し

承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
り
け
る

時
の
屏
風
に

斎
宮
内
侍

少

い
ろ
か
へ
ぬ
ま
つ
と
た
け
と
の
す
ゑ
の
よ
を

い
つ
れ
ひ
さ
し
と
き
象
の
ゑ
そ
見
む

お
な
し
賀
に
た
け
の
つ
ゑ
つ
く
り
て
侍

け
る
に

大
中
臣
頼
基

少

ひ
と
ふ
し
に
ち
よ
を
こ
め
た
る
杖
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し
君
か
よ
は
ひ
は

清
慎
公
五
十
の
賀
し
侍
け
る
時
の
屏
風
に

も
と
す
け

弱
オ
』

記
ウ
』

－ 3 7 －



282 281 280 970
白0J

9甲0
ムiO

ワ77
会01283

少

君
か
よ
を
な
に
入
た
と
へ
む
さ
皇
れ
石
の

い
は
ほ
と
な
ら
ん
ほ
と
も
あ
か
れ
は

あ
を
や
き
の
詮
と
り
の
い
と
を
く
り
か
へ
し

い
く
ら
は
か
り
の
は
る
を
へ
ぬ
ら
ん

か
ね
も
り

少

わ
か
や
と
に
さ
け
る
さ
く
ら
の
は
な
さ
か
り

ち
と
せ
見
る
と
も
あ
か
し
と
そ
お
も
ふ

お
な
し
人
の
七
十
賀
し
侍
け
る
に

竹
の
つ
ゑ
を
つ
く
り
てよ

し
の
ふ

少

き
み
か
た
め
け
ふ
き
る
た
け
の
杖
な
れ
は

ま
た
も
つ
き
せ
ぬ
世
呉
そ
こ
も
れ
る

少

く
ら
ゐ
や
ま
ゑ
ね
ま
て
つ
け
る
つ
え
な
れ
と

い
ま
よ
る
つ
よ
の
さ
か
の
た
め
な
り

一
条
摂
政
中
将
に
侍
け
る
時
父
の
大
臣

の
五
十
賀
し
侍
け
る
屏
風
に

小
野
好
古
朝
臣

少

ふ
く
か
せ
に
よ
そ
の
も
ふ
ち
は
ち
り
く
れ
と

き
み
か
と
き
は
の
か
け
そ
の
と
け
き

権
中
納
言
敦
忠
母
の
賀
し
侍
け
る
に

源
公
忠
朝
臣

少
か

よ
ろ
つ
よ
も
な
を
こ
そ
あ
か
ね
き
み
・
た
め

お
も
ふ
こ
ふ
ろ
の
か
き
り
な
け
れ
は

帥
ウ
』

帥
オ
』

詔
ウ
』

、、何

“0 284
ｎ
ｖ
Ｒ
〕

ｎ
Ｖ
八
Ｕ

ｎ
Ｊ
凸 287 285

五
条
の
内
侍
の
か
承
の
賀
民
部
卿
清
貫

し
侍
け
る
と
き
屏
風
に

伊
勢

少

お
ほ
そ
ら
に
む
れ
た
る
た
つ
の
さ
し
な
か
ら

お
も
ふ
こ
ふ
ろ
の
あ
り
け
な
る
か
な

少
ら

は
る
の
野
の
わ
か
な
些
・
ね
と
き
み
か
た
め

と
し
の
か
す
を
も
つ
ま
ん
と
そ
お
も
ふ

天
徳
三
年
内
裏
に
花
宴
せ
さ
せ
給

け
る
に

九
条
右
大
臣

少

さ
く
ら
は
な
こ
よ
ひ
か
さ
し
に
さ
し
な
か
ら

か
く
て
ち
と
せ
の
は
る
を
こ
そ
へ
め

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

か
つ
見
つ
ょ
ち
と
せ
の
春
を
す
ぐ
す
と
も

い
つ
か
は
呉
な
の
い
る
に
あ
く
へ
き

亭
子
院
寄
合
に

み
つ
れ

少

み
ち
と
せ
に
な
る
て
ふ
も
入
の
こ
と
し
よ
り

は
な
さ
く
ば
る
に
あ
ひ
に
け
る
か
な

康
保
三
年
内
裏
に
て
子
日
せ
さ
せ
給

け
る
に
殿
上
の
を
の
こ
と
も
和
寄
つ
か
う

ま
つ
り
け
る
に

藤
原
の
ふ
か
た

他
才
』

鉦
ウ
』

伍
才
」
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少

め
つ
ら
し
き
ち
よ
の
は
し
め
の
ね
の
ひ
に
は

ま
つ
け
ふ
を
こ
そ
ひ
く
へ
か
り
け
れ

小
野
宮
太
政
大
臣
家
に
て
子
日
し
侍
け
る

に
下
ら
う
に
侍
け
る
時
よ
み
侍
け
る

三
条
太
政
大
臣
廉
義
公

少

ゆ
く
す
ゑ
も
子
日
の
ま
つ
の
た
め
し
に
は

き
み
か
ち
と
せ
を
ひ
か
ん
と
そ
お
も
ふ

延
喜
御
時
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少
佳
上ま

つ
を
の
桑
と
き
は
と
お
も
ふ
に
世
と
入
も
に

な
か
す
い
つ
み
も
桑
と
り
な
り
け
り

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

み
な
月
の
な
こ
し
の
は
ら
へ
す
る
ひ
と
は

ち
と
せ
の
い
の
ち
の
ふ
と
い
ふ
な
り

承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
け
る
屏
風

参
議
伊
衡

少

ぷ
そ
き
し
て
お
も
ふ
こ
と
を
そ
い
の
り
つ
る

や
を
よ
る
つ
よ
の
秋
の
ま
に
，
ノ
、

天
暦
御
時
前
栽
の
え
む
せ
さ
せ
給

け
る
と
き

小
野
宮
太
政
大
臣

少

よ
る
つ
よ
に
か
は
ら
ぬ
は
な
の
い
ろ
な
れ
は

い
つ
れ
の
あ
き
か
き
み
か
象
さ
ら
む

侭
オ
」

他
ウ
』

298 297
ｎ
ｈ
Ｕ

ｎ
Ⅷ
『
ｕ

《
叩
〃
Ｊ
卸 295

廉
姜
公
家
に
て
人
ノ
ー
に
う
た
ょ
ま
せ

侍
け
る
に
く
さ
む
ら
の
な
か
の
よ
る
の
む
し
と

い
ふ
題
を

平
兼
盛

少

ち
と
せ
と
そ
く
さ
む
ら
こ
と
に
き
こ
ゆ
な
る

こ
や
ま
つ
む
し
の
こ
ゑ
に
は
あ
る
ら
ん

右
大
臣
源
の
ひ
か
る
の
い
ゑ
に
前
栽
あ
に

せ
し
侍
け
る
ま
け
わ
さ
を
う
と
ね
り
た
ち

ば
な
の
す
け
み
か
し
侍
け
る
千
鳥
の
か
た

つ
く
り
て
侍
け
る
に
よ
ま
せ
侍
け
る

つ
ら
ゆ
き

少

た
か
と
し
の
か
す
と
か
は
見
む
ゆ
き
か
へ
り

ち
と
り
な
く
な
る
は
ま
の
ま
さ
こ
を

天
暦
御
時
清
慎
公
御
ふ
え
た
て
ま
つ
る

と
て
よ
ま
せ
侍
け
れ
はよ

し
の
ふ

お
い
そ
む
る
ね
よ
り
そ
し
る
き
ふ
え
た
け
の

す
ゑ
の
よ
な
か
く
な
ら
む
も
の
と
は

か
上
ゑ
い
さ
せ
侍
け
る
う
ら
に
つ
る
の
か
た

を
い
つ
け
さ
せ
侍
て

伊
勢

少

ち
と
せ
と
も
な
に
か
い
の
ら
ん
う
ら
に
す
む

た
つ
の
う
へ
を
そ
み
る
へ
か
り
け
る

題
し
ら
す
よ
ゑ
人
し
ら
す

“
ウ
』

錦
ウ
』

“
オ
』
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少

加
き
み
か
よ
は
あ
ま
の
は
こ
ろ
も
ま
れ
に
き
て

な
つ
と
も
つ
き
ぬ
い
は
ほ
な
ら
な
む

賀
の
屏
風
に

も
と
す
け

別
う
こ
き
な
き
い
は
ほ
の
ば
て
も
き
み
そ
見
む

０

を
と
め
の
そ
て
の
な
て
つ
く
す
ま
て

〔
白
紙
〕

拾
遺
和
詞
集
第
六

別

春
も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
に
あ
か
つ
き

に
い
て
た
ち
け
る
所
に
て
と
ま
り
侍
け
る
人

の
よ
ぷ
侍
け
る

よ
み
入
し
ら
す

少

汕
は
る
か
す
み
た
つ
あ
か
つ
き
を
見
る
か
ら
に

こ
」
ろ
そ
上
ら
に
な
り
ぬ
へ
ら
な
る

題
し
ら
す

少

弛
さ
く
ら
は
な
つ
ゆ
に
ぬ
れ
た
る
か
ほ
桑
れ
は

な
き
て
わ
か
れ
し
人
そ
こ
ひ
し
き

少

畑
ち
る
は
な
は
み
ち
見
え
い
ま
て
う
つ
ま
な
む

わ
か
る
入
人
も
た
ち
や
と
ま
る
と

も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
の
も
と
に
人
ノ
ｆ
、

ま
か
り
て
か
は
ら
け
と
り
て

曽
祢
の
よ
し
た
上

髄
オ
』

6565
ウオ
亥罰

L＝L＝

、n才

列I308 306 305 304310 309

少

か
り
か
ね
の
か
へ
る
を
き
け
は
わ
か
れ
ち
は

雲
井
は
る
か
に
お
も
ふ
ば
か
り
そ

天
暦
御
時
少
試
命
婦
豊
前
に
ま
か
り

侍
け
る
と
き
大
は
ん
所
に
て
饅
せ
さ
せ

た
ま
ふ
に
か
つ
げ
も
の
た
ま
ふ
と
て

御
製

少

な
つ
こ
ろ
も
た
ち
わ
か
る
へ
き
こ
よ
ひ
こ
そ

ひ
と
へ
に
お
し
き
お
も
ひ
そ
ひ
ぬ
れ

題
し
ら
す
よ
象
人
し
ら
す

少

わ
す
る
な
よ
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
く
す
の
は
の

あ
き
か
せ
ふ
か
は
い
ま
か
へ
り
こ
む

少

わ
か
れ
て
ふ
こ
と
は
た
れ
か
は
は
し
め
け
む

く
る
し
き
も
の
と
し
ら
す
や
あ
り
け
む

少

と
き
し
も
あ
れ
あ
き
し
も
人
の
わ
か
る
れ
ば

い
と
入
た
も
と
そ
つ
ゆ
け
か
り
け
る

天
暦
御
時
九
月
十
五
日
斎
宮
く
た
り

侍
け
る
に

御
製

少

き
桑
か
よ
を
な
か
つ
き
と
た
に
お
も
は
す
は

い
か
に
わ
か
れ
の
か
な
し
か
ら
ま
し

十
月
許
に
も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
に

た
坐
承

つ
ゆ
に
た
に
あ
て
し
と
お
も
ひ
し
人
し
も
そ

師
オ
』

師
ウ
」

師
ウ
』
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313 314 313 312 311

し
く
れ
ふ
る
こ
ろ
た
ひ
に
ゆ
き
け
る

も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
に
む
ま
の
は
な

む
け
し
侍
て
あ
ふ
き
つ
か
は
し
け
る

よ
し
の
ふ

わ
か
れ
ち
を
へ
た
つ
る
く
も
の
た
め
に
こ
そ

あ
ふ
き
の
か
せ
を
や
ら
ま
ほ
し
け
れ

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少

わ
か
れ
て
は
あ
は
む
あ
は
し
そ
さ
た
め
な
き

こ
の
ゆ
ふ
く
れ
や
か
き
り
な
る
ら
ん

少

わ
か
れ
ち
は
こ
ひ
し
き
人
の
ふ
象
な
れ
や

や
ら
て
の
み
こ
そ
見
ま
く
ほ
し
け
れ

も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
の
を
く
り
せ
き

山
ま
て
し
侍
と
て

つ
ら
ゆ
き

少

わ
か
れ
ゆ
く
け
ふ
は
ま
と
ひ
ぬ
あ
ふ
さ
か
は

か
へ
り
こ
む
日
の
な
に
こ
そ
あ
り
け
れ

い
勢
よ
り
の
ほ
り
け
る
に
し
の
ひ
て

も
の
い
ひ
侍
け
る
女
の
あ
つ
ま
へ
く
た
り

け
る
か
あ
ふ
さ
か
に
ま
か
り
あ
ひ
て
侍

け
る
に
つ
か
は
し
け
るよ

し
の
ふ

少

ゆ
く
す
ゑ
の
い
の
ち
も
し
ら
ぬ
わ
か
れ
ち
は

け
ふ
あ
ふ
さ
か
や
か
き
り
な
る
ら
ん

大
江
為
基
あ
つ
ま
へ
ま
か
り
く
た
り
け
る

的
才
』

鮨
ウ
』

銘
オ
』

ｎ
叩
Ⅷ
〕

《
叩
ｆ
■

ｎ
亜
Ｅ
ｕ 317 316319 318

に
あ
ふ
き
を
つ
か
は
す
と
て

赤
染
衛
門

少

お
し
む
と
も
な
き
も
の
ゆ
へ
に
し
か
す
か
の

わ
た
り
と
き
け
は
た
上
な
ら
ぬ
か
な

源
の
よ
し
た
ね
か
参
河
の
す
け
に
て
侍

け
る
む
す
め
の
も
と
に
は
皇
の
よ
ゑ
て

つ
か
は
し
け
る

少

も
ろ
と
も
に
ゆ
か
ぬ
象
か
ば
の
や
つ
は
し
は

こ
ひ
し
と
の
象
や
お
も
ひ
わ
た
ら
ん

か
ね
も
り
す
る
か
の
か
象
に
て
く
た
り
侍

け
る
む
ま
の
は
な
む
け
し
侍
と
て

源
し
た
か
ふ

わ
か
れ
ち
は
わ
た
せ
る
は
し
も
な
き
も
の
を

い
か
て
か
つ
ね
に
こ
ひ
わ
た
る
へ
き

し
な
の
坐
く
に
上
く
た
り
侍
け
る
人
の

も
と
に
つ
か
は
し
け
るつ

ら
ゆ
き

月
か
け
は
あ
か
す
見
る
と
も
さ
ら
し
な
の

や
ま
の
ふ
も
と
に
な
か
ゐ
す
な
き
み

共
政
朝
臣
肥
後
守
に
て
く
た
り
侍
け
る

に
妻
の
ひ
ぜ
ん
か
く
た
り
侍
け
れ
は
つ
く

し
く
し
御
そ
な
と
た
ま
ふ
と
て

天
暦
御
製

少

わ
か
る
れ
は
こ
Ｌ
ろ
を
の
象
そ
つ
く
し
く
し

和
オ
』

的
ウ
』
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さ
し
て
あ
ふ
へ
き
ほ
と
を
し
ら
れ
は

天
暦
御
時
御
め
の
と
肥
後
か
い
て
は
の

く
に
に
く
た
り
侍
け
る
に
せ
ん
た
ま
ひ

け
る
に
ふ
ち
つ
ほ
よ
り
さ
う
そ
く
た

ま
ひ
け
る
に
そ
へ
ら
れ
た
り
け
る

よ
象
人
し
ら
す

少

ゆ
く
人
を
と
入
め
か
た
象
の
か
ら
こ
ろ
も

た
つ
よ
り
そ
て
の
つ
ゆ
け
か
る
ら
ん

お
な
し
御
め
の
と
の
せ
ん
に
殿
上
の
を

の
こ
と
も
女
房
な
と
わ
か
れ
お
し
み
侍

け
る
に

御
め
の
と
少
納
言

少

お
し
む
と
も
か
た
し
や
わ
か
れ
こ
上
ろ
な
る

な
み
た
を
た
に
も
え
や
は
と
上
む
る

女
蔵
人
参
河

少

あ
つ
ま
ち
の
く
さ
は
を
わ
け
む
人
よ
り
も

を
く
る
上
そ
て
そ
ま
つ
は
つ
ゆ
け
き

題
し
ら
す
よ
桑
人
し
ら
す

少

わ
か
る
れ
は
ま
つ
な
ゑ
た
こ
そ
さ
き
に
た
て

い
か
て
を
く
る
入
そ
て
の
ぬ
る
ら
ん

わ
か
る
聖
を
入
し
と
そ
お
も
ふ
つ
る
き
は
の

身
を
よ
り
く
た
く
こ
土
ち
の
み
し
て

源
弘
景
も
の
へ
ま
か
り
け
る
に
さ
う
そ
く

た
ま
ふ
と
て

「
皿
十
勺
」

刀
ウ
」

、
ウ
、
一

328330 q70
U － U

庁
１
１

９
ム

、
冬
』

qqn

O40

三
条
太
皇
太
后
宮

少

た
ひ
人
の
つ
ゆ
は
ら
ふ
へ
き
か
ら
こ
ろ
も

ま
た
き
も
そ
て
の
ぬ
れ
に
け
る
か
な

橘
公
頼
帥
に
な
り
て
ま
か
り
く
た

り
け
る
時
と
し
さ
た
か
継
母
内
侍
の
す

け
の
む
ま
の
は
な
む
け
し
侍
け
る
に

さ
う
そ
く
に
そ
へ
て
つ
か
は
し
け
る

つ
ら
ゆ
き

少

あ
ま
た
に
は
ぬ
ひ
か
さ
ね
入
と
か
ら
こ
ろ
も

お
も
ふ
こ
入
ろ
は
ち
へ
に
そ
あ
り
け
る

題
し
ら
す

と
を
く
ゆ
く
人
の
た
め
に
は
わ
か
そ
て
の

な
糸
た
の
た
ま
も
お
し
か
ら
な
く
に

よ
ぷ
人
し
ら
す

お
し
む
と
て
と
ま
る
こ
と
こ
そ
か
た
か
ら
め

わ
か
こ
ろ
も
て
を
ほ
し
て
た
に
ゆ
け

ゐ
な
か
へ
ま
か
り
け
る
時

つ
ら
ゆ
き

い
と
に
よ
る
も
の
な
ら
な
く
に
わ
か
れ
ち
は

古
今

こ
奥
ろ
ほ
そ
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

み
ち
の
く
に
の
か
み
こ
れ
も
と
か
ま
か
り

く
た
り
け
る
に
弾
正
の
ゑ
こ
の
か
う

や
く
つ
か
は
し
け
る
に戒

秀
法
師

沼
オ
』

”
』
ウ
／
』

泥
オ
」
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［
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ｎ
く
Ⅱ
Ｕ

ｎ
ざ
Ｉ
Ｕ 334 333

ｎ
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算
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、
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向
く
Ｕ
Ｕ 331

少

か
め
や
ま
に
い
く
坐
す
り
の
采
あ
り
け
れ
は

と
坐
む
る
か
た
も
な
き
わ
か
れ
か
な

藤
原
ま
さ
た
上
か
豊
前
守
に
侍
け
る

時
た
め
よ
り
か
お
ほ
つ
か
な
し
と
て
く

た
り
侍
け
る
に
む
ま
の
は
な
む
け
し

侍
と
て

藤
原
清
正

少

お
も
ふ
人
あ
る
か
た
へ
ゆ
く
わ
か
れ
ち
を

お
し
む
こ
上
ろ
そ
か
つ
は
わ
り
な
き

肥
後
守
に
て
清
原
元
輔
く
た
り
侍

け
る
に
源
満
中
せ
ん
し
侍
け
る
に

か
は
ら
け
と
り
て

も
と
す
け

少

い
か
は
か
り
お
も
ふ
ら
ん
と
か
お
も
ふ
ら
ん

お
い
て
わ
か
る
上
と
を
き
わ
か
れ
を

返
し

源
満
中
朝
臣

少

き
承
は
よ
し
ゆ
く
す
ゑ
と
を
し
と
ま
る
身
の

ま
つ
ほ
と
い
か
Ｌ
あ
ら
ん
と
す
ら
ん

題
し
ら
す
よ
象
人
し
ら
す

を
く
れ
ゐ
て
わ
か
こ
ひ
を
れ
は
白
雲
の

た
な
ひ
く
や
ま
を
け
ふ
や
こ
ゆ
ら
ん

右
衛
門
源
兼
澄
女

少

い
の
ち
を
そ
い
か
な
ら
ん
と
は
お
も
ひ
こ
し

科
オ
」

門
ウ
」

341 340 339 338
｡q可

301

い
き
て
わ
か
る
上
よ
に
こ
そ
あ
り
け
れ

つ
く
し
へ
ま
か
り
け
る
人
の
も
と
に

い
ひ
つ
か
は
し
け
る

橘
掎
平

少

む
か
し
み
し
い
き
の
ま
つ
ば
ら
こ
と
坐
は
上

わ
す
れ
ぬ
人
も
あ
れ
と
こ
た
へ
よ

陸
奥
守
に
て
く
た
り
侍
け
る
と
き

三
条
太
政
大
臣
の
饅
し
は
へ
り
け
れ
ば

よ
み
侍
け
る

藤
原
為
頼

少

た
け
く
ま
の
ま
つ
を
象
つ
上
や
な
く
さ
め
ん

き
み
か
ち
と
せ
の
か
け
に
な
ら
ひ
て

み
ち
の
く
に
の
し
ら
か
は
の
せ
き
こ
え

侍
け
る
に

平
兼
盛

た
よ
り
あ
ら
は
い
か
て
み
や
こ
へ
つ
け
や
ら
む

け
ふ
し
ら
か
は
の
せ
き
は
こ
え
ぬ
と

實
方
朝
臣
象
ち
の
く
に
へ
く
た
り
侍

け
る
に
し
た
く
ら
つ
か
は
す
と
て

右
衛
門
督
公
任

あ
つ
、
ま
ち
の
こ
の
し
た
く
ら
く
な
り
ゆ
か
は

ゑ
や
こ
の
月
を
こ
ひ
さ
ら
め
や
は

題
し
ら
す
よ
ゑ
人
し
ら
す

少
へ
か
定
本

た
ひ
ゆ
け
は
そ
て
こ
そ
ぬ
る
れ
も
る
や
ま
の

牙
の
肯
／
』

布
オ
」

科
ウ
」

－43－



342313346 QイR
J1J 344

古

つ きたくくほな今 あ は し し
ゆみひささとに めまほつ

に源しを題のまをもの聖きけなはにたなみ恒く
せ公けのしそくきのまきするに か よ み の て 徳 に
き貞かみららら具へくすのあはくりのはる公の
とからこすにわてまらねなかにれた上しほ家象
の大ぬひそれかそくきつはいみしととのは
院隅あつなのりつらはきらも の ま な に 障 お
にへか上きゑけゆなへにへの上のつゆ子ほ
てまったわなるけかりもしに し ほ け き に せ
月かきひよたらよ象から伊けり侍 そまつとそかかさ

のりそのみるす！ちりのるのてあをら,2雛ね：
無蕊慨鰄寵 員 舗 淵 胃 ゆてんひもむ
上りまらかふかき勢上るりるゆきあ入り
りけくすねりけてにかけめや
けるらものはほへと。に

な と りあ
く入ひ

て

万
オ
」

花
オ
」

柘
ウ
」

351 350 349 348 317

る
に
わ
か
れ
お
し
桑
侍
て平

兼
盛

は
る
か
な
る
た
ひ
の
そ
ら
に
も
を
く
れ
ね
は

う
ら
や
ま
し
き
は
あ
き
の
よ
の
月

秋
た
ひ
に
ま
か
り
け
る
に
い
な
み
の
に

や
と
り
て

よ
し
の
ふ

を
み
な
へ
し
わ
れ
に
や
と
か
せ
い
な
承
の
よ

い
な
と
い
ふ
と
も
こ
坐
を
す
き
め
や

つ
く
し
へ
く
た
り
け
る
ぷ
ち
に
て

重
之

ふ
な
ち
に
は
く
さ
の
ま
く
ら
も
む
す
は
ね
は

お
き
な
か
に
こ
そ
ゆ
め
も
見
え
け
れ

帥
伊
周
つ
く
し
へ
ま
か
り
け
る
に
か
ば

し
り
は
な
れ
侍
け
る
に
よ
み
侍
け
る

ゆ
け
の
よ
し
と
き

お
も
ひ
い
て
も
な
き
ふ
る
さ
と
の
や
ま
な
れ
と

か
く
れ
ゆ
く
は
た
あ
ば
れ
な
り
け
り

な
か
さ
れ
侍
て
の
ち
い
ひ
を
こ
せ
て
侍

け
る

贈
太
政
大
臣
菅

少

君
か
す
む
や
と
の
こ
す
ゑ
を
ゆ
く
ｊ
ｆ
、
と

か
く
る
坐
ま
て
に
か
へ
り
み
し
は
や

か
さ
の
か
な
を
か
上
も
ろ
こ
し
に
わ
た
り

て
侍
け
る
と
き
め
の
な
か
う
た
よ
ゑ
て

沼
オ
』

両
叩
古
／
』
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358 )52357 356 QRR
JJJ 354

句
垂
Ｊ

Ｒ
Ｊ

ｑ
“
』

侍
け
る
返
し

（
マ
マ
）

か
ね
を
か

な
ゑ
の
う
へ
に
見
え
し
こ
し
ま
の
し
ま
か
く
れ

ゆ
く
そ
ら
も
な
し
き
み
に
わ
か
れ
て

も
ろ
こ
し
に
て
か
き
の
も
と
人
ま
ろ

あ
ま
と
ふ
や
か
り
の
つ
か
ひ
に
い
つ
し
か
も

万

な
ら
の
み
や
こ
に
こ
と
っ
て
や
ら
む

拾
遺
和
謁
集
巻
第
七

物
名紅

梅
よ
み
入
し
ら
す

う
ぐ
ひ
す
の
す
つ
く
る
え
た
を
お
り
つ
れ
は

こ
う
は
い
か
て
か
う
ま
ん
と
す
ら
む

さ
く
ら

は
な
の
い
ろ
を
あ
ら
は
に
め
て
は
あ
た
め
き
ぬ

い
さ
く
ら
や
み
に
な
り
て
か
さ
上
む

い
は
や
な
き
藤
原
す
け
み

た
ひ
の
い
は
や
な
き
と
こ
に
も
ね
ら
れ
け
り

く
さ
の
ま
く
ら
に
つ
ゆ
は
を
け
と
も

さ
る
と
り
の
は
な

な
く
こ
ゑ
は
あ
ま
た
す
れ
と
も
う
ぐ
ひ
す
に

ま
さ
る
と
り
の
は
な
く
こ
そ
あ
り
け
れ

か
に
ひ
の
は
な

伊
勢

少
佳
上わ

た
つ
海
の
お
き
な
か
に
ひ
の
は
な
れ
い
て
１

刃
ウ
」

”
オ
」

沼
ウ
」

366
、
即
Ｕ

Ｆ
『
Ｉ
Ｕ

ｎ
”
『
Ｕ

qβ貝
JUJ 361 363

nPq

加凸 361 360

も
ゆ
と
見
ゆ
る
は
あ
ま
の
い
さ
り
か

か
い
つ
は
た
よ
み
人
し
ら
す

こ
き
い
ろ
か
い
つ
は
た
う
す
く
う
つ
る
は
ん

は
な
に
こ
坐
る
も
つ
け
さ
ら
ん
か
も

さ
く
な
ん
さ
如
覚
法
師
少
将
高
光
也

少
佳
上む

ら
さ
き
の
い
る
に
は
さ
く
な
む
さ
し
の
塁

く
さ
の
ゆ
か
り
と
人
も
こ
そ
見
れ

し
も
つ
け
よ
み
入
し
ら
す

う
へ
て
見
る
君
た
に
し
ら
ぬ
は
な
の
名
を

わ
れ
し
も
つ
け
む
こ
と
の
あ
や
し
さ

り
う
た
ん

か
は
か
み
に
い
ま
よ
り
う
た
む
あ
し
ろ
に
は

ま
つ
も
み
ち
は
や
よ
ら
む
と
す
ら
む

き
ち
か
う

あ
た
人
の
ま
か
き
ち
か
う
な
は
な
う
へ
そ

に
ほ
ひ
も
あ
へ
す
お
り
つ
く
し
け
り

あ
さ
か
ほ

わ
か
や
と
の
は
な
の
は
に
の
ふ
ぬ
る
て
ふ
の

い
か
な
る
あ
さ
か
ほ
か
よ
り
は
く
る

け
に
こ
し

わ
す
れ
に
し
人
の
さ
ら
に
も
こ
ひ
し
き
か

む
け
に
こ
し
と
は
お
も
ふ
も
の
か
ら

ら
に

あ
き
の
上
に
は
な
て
ふ
は
な
を
お
り
つ
れ
は

帥
オ
」

別
オ
』

帥
ウ
』

－45－
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加 I

わ
ひ
し
ら
に
こ
そ
む
し
も
な
き
け
れ

か
る
か
や
忠
岑

し
ら
つ
ゆ
の
か
上
る
か
や
か
て
き
え
さ
ら
ば

く
さ
は
そ
た
ま
の
く
し
け
な
ら
ま
し

は
き
の
は
な

や
ま
か
は
堅
き
の
は
な
か
れ
す
あ
さ
き
せ
を

せ
け
は
ふ
ち
と
そ
秋
は
な
る
ら
ん

松
む
し

た
き
つ
せ
の
な
か
に
た
ま
つ
む
し
ら
な
み
は

な
か
る
些
水
を
坐
に
そ
い
き
け
る

ひ
ぐ
ら
し

古
今
恋
五
遍
昭

い
ま
こ
ん
と
い
ひ
て
わ
か
れ
し
あ
し
た
よ
り

お
も
ひ
く
ら
し
の
ね
を
の
み
そ
な
く

つ
ら
ゆ
き

少
佳
上そ

ま
人
は
み
や
き
ひ
ぐ
ら
し
あ
し
ひ
き
の

や
ま
の
や
ま
ひ
こ
こ
ゑ
と
よ
む
な
り

少
同

ま
つ
の
ね
は
あ
き
の
し
ら
へ
に
き
こ
ゆ
な
り

た
か
く
せ
め
あ
け
て
風
そ
ひ
く
ら
し

ひ
と
も
と
き
く
す
け
ふ

あ
た
な
り
と
ひ
と
も
と
き
く
る
の
へ
し
も
そ

は
な
の
あ
た
り
を
す
き
か
て
に
す
る

す
は
う
こ
け

う
ぐ
ひ
す
の
す
は
う
こ
け
と
も
ぬ
し
も
な
し

か
せ
に
ま
か
せ
て
い
つ
ち
い
ぬ
ら
ん

艶
オ
』

艶
ウ
」

帥
ウ
」

381 379
りげ0

016
りげワ

311
、庁P

olo 375380

や
ま
と

少
佳
上ふ

る
み
ち
に
わ
れ
や
ま
と
は
ん
い
に
し
へ
の

の
な
か
の
く
さ
は
し
げ
り
あ
ひ
に
け
り

い
な
み
の

す
ゑ
よ
し
の
を
か
の
ま
つ
か
さ
上
し
つ
れ
は

あ
め
は
ふ
る
と
も
い
な
承
の
は
き
し

く
る
す
の

し
ら
な
み
の
う
ち
か
く
る
す
の
か
は
か
ぬ
に

わ
か
た
も
と
こ
そ
お
と
ら
さ
り
け
れ

こ
の
し
ま
に
あ
ま
の
ま
う
て
た
り
け

る
を
見
て

み
つ
も
な
く
ふ
ね
も
か
よ
は
ぬ
こ
の
し
ま
に

い
か
て
か
あ
ま
の
な
ま
め
か
る
ら
ん

よ
と
か
は
在
原
元
方

う
へ
て
い
に
し
人
も
見
な
く
に
あ
き
は
き
の

た
れ
ふ
よ
と
か
は
は
な
の
さ
き
け
ん

つ
ら
ゆ
き

少
佳
上あ

し
ひ
き
の
や
ま
へ
に
を
れ
は
し
ら
く
も
の

い
か
に
せ
よ
と
か
は
る
上
と
き
な
き

を
か
は
の
は
し
在
原
業
平
朝
臣

つ
く
し
よ
り
こ
Ｌ
ま
て
く
れ
と
つ
と
も
な
し

た
ち
の
を
か
ば
の
は
し
の
詮
そ
あ
る

く
ま
の
く
ら
と
い
ふ
山
寺
に
賀
縁
法

師
の
や
と
り
て
侍
け
る
に
ち
う
ち
し
侍
け

鋸
‘
ワ
』

鼬
オ
』

－46－



386388 387 385 384 Q9q
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る
法
師
に
吾
よ
め
と
い
ひ
侍
け
れ
は

よ
み
入
し
ら
す

少
佳
上身

を
す
て
Ｌ
や
ま
に
い
り
に
し
わ
れ
な
れ
は

く
ま
の
く
ら
は
ん
こ
と
も
お
ほ
え
す

い
ぬ
か
ひ
の
み
ゆ

少
同

と
り
の
こ
は
ま
た
ひ
な
上
か
ら
た
ち
て
い
ぬ

か
ひ
の
ゑ
ゆ
る
は
す
も
り
な
り
け
り

あ
ら
ふ
れ
の
み
や
し
るす

け
ゑ

少
佳
上く

き
も
は
も
ゑ
な
み
と
り
な
る
ふ
か
せ
り
は

古

あ
ら
ふ
れ
の
象
や
し
ろ
く
桑
ゆ
ら
ん

な
と
り
の
こ
ほ
り

し
け
ゆ
き

少
同

あ
た
な
り
な
と
り
の
こ
ほ
り
に
お
り
ゐ
る
は

し
た
よ
り
と
く
る
こ
と
は
し
ら
ぬ
か

な
と
り
の
ゑ
ゆ
か
ね
も
り

お
ほ
つ
か
な
く
も
の
か
よ
ひ
ち
見
て
し
か
な

と
り
の
桑
ゆ
れ
は
あ
と
は
か
も
な
し

さ
は
こ
の
ゑ
ゆ
よ
み
入
し
ら
す

小
同

あ
か
す
し
て
わ
か
れ
し
人
の
す
む
さ
と
は

さ
は
こ
の
象
ゆ
る
や
ま
の
あ
な
た
か

抄
つ
坐
柔
の
ゑ
た
け

つ
異
み
の
た
け
紀
輔
時

少
同

か
其
り
ひ
の
と
こ
ろ
さ
た
め
す
見
え
つ
る
は

妬
オ
」

別
ウ
」

鼬
オ
』

394396 20月
JJJ 393

｡、q

OJ4 391 389390

な
か
れ
つ
上
の
桑
た
け
は
な
り
け
り

む
ろ
の
木
高
向
草
春

神
な
ひ
の
み
む
ろ
の
き
し
や
く
つ
る
ら
ん

た
つ
た
の
か
は
の
象
つ
の
に
こ
れ
る

き
さ
の
き
す
け
桑

い
か
り
ゐ
の
い
し
を
く
上
ゑ
て
か
み
こ
し
は

き
さ
の
き
に
こ
そ
お
と
ら
さ
り
け
れ

は
な
か
む
し

仙
慶
法
師

さ
み
た
れ
に
な
ら
ぬ
か
き
り
は
ほ
と
上
き
す

な
に
か
は
な
か
ん
し
の
ふ
は
か
り
に

も
聖
す
け
象

こ
坐
る
さ
し
ふ
か
き
と
き
に
は
そ
こ
の
も
上

か
つ
き
い
て
ぬ
る
も
の
に
そ
あ
り
け
る

は
し
は
象
よ
承
人
し
ら
す

お
も
か
け
に
し
ば
し
は
み
ゆ
る
き
采
な
れ
と

こ
ひ
し
き
こ
と
そ
と
き
そ
と
も
な
き

ね
り
か
き
す
け
桑

い
に
し
へ
は
を
こ
れ
り
し
か
と
わ
ひ
ぬ
れ
は

と
ね
り
か
き
い
も
い
ま
は
き
つ
へ
し

お
は
り
こ
め

い
け
を
は
り
こ
め
た
る
み
つ
の
お
ほ
か
れ
は

い
ひ
の
く
ち
よ
り
あ
ま
る
な
る
へ
し

ま
っ
た
け

あ
し
ひ
き
の
や
ま
し
た
み
つ
に
ぬ
れ
に
け
り

そ
の
火
ま
つ
た
け
こ
ろ
も
あ
ふ
ら
ん

師
ウ
」

蹄
オ
」

閉
ウ
』
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405 402404 403 401 400 qqq
UJU 398 397

い
と
へ
と
も
つ
ら
き
か
た
み
を
見
る
と
き
は

ま
つ
た
け
か
ら
ぬ
れ
こ
そ
な
か
る
れ

く
上
た
ち

や
ま
た
か
み
は
な
の
い
ろ
を
も
見
る
へ
き
に

に
く
坐
た
ち
ぬ
る
は
る
か
す
み
か
な

こ
に
や
く

野
を
見
れ
は
は
る
め
き
に
け
り
あ
を
つ
ょ
ら

こ
に
や
く
ま
上
し
わ
か
な
む
つ
む
へ
く

そ
や
し
ま
め
高
岳
相
如

い
さ
り
せ
し
あ
ま
の
を
し
へ
し
い
つ
こ
そ
や

し
ま
め
ぐ
る
と
て
あ
り
と
い
ひ
し
は

き
し
の
を
と
り
す
け
承

か
は
き
し
の
を
と
り
お
る
へ
き
と
こ
ろ
あ
ら
は

う
き
に
し
に
せ
ぬ
身
は
な
け
て
ま
し

や
ま
か
ら
め

も
承
ち
は
に
こ
ろ
も
の
い
ろ
は
し
ぷ
に
け
り

あ
き
の
や
ま
か
ら
め
く
り
こ
し
ま
に

か
や
く
き

少
佳
上な

に
と
か
や
く
き
の
す
か
た
は
お
も
ほ
え
て

あ
や
し
く
は
な
の
な
こ
そ
わ
す
る
れ

つ
く
象
大
伴
黒
主

少
同

わ
か
こ
入
る
あ
や
し
く
あ
た
に
は
る
く
れ
は

は
な
に
つ
く
身
と
な
と
て
な
り
け
ん

さ
く
は
な
に
お
も
ひ
つ
く
み
の
あ
ち
き
な
さ

師
オ
」

師
ウ
」

409413 412 411 410 408 407 406

古
今
序身

に
い
た
つ
き
の
い
る
も
し
ら
す
て

つ
は
く
ら
め
す
け
詮

な
に
ば
つ
は
く
ら
め
に
の
み
そ
ふ
ね
ば
つ
く

あ
し
た
の
か
せ
の
さ
た
め
な
け
れ
は

は
ら
か
も
と
す
け

み
よ
し
の
も
わ
か
な
つ
む
ら
ん
わ
き
も
こ
か

ひ
は
ら
か
す
み
て
日
か
す
へ
ぬ
れ
は

さ
け
か
ら
み
す
け
ぷ

あ
し
き
い
は
さ
け
か
ら
み
て
そ
人
は
き
る

ひ
ろ
や
た
ら
ぬ
と
お
も
ふ
な
る
へ
し

火
ほ
し
あ
ゆ

雲
ま
よ
ひ
ほ
し
の
あ
ゆ
く
と
見
え
つ
る
は

ほ
た
る
の
そ
ら
に
と
ふ
に
そ
あ
り
け
る

を
し
あ
ゆ

は
し
た
か
の
を
き
ゑ
に
せ
む
と
か
ま
へ
た
る

を
し
あ
ゆ
か
す
な
れ
す
み
と
る
へ
く

つ
坐
み
や
き

少
佳
上わ

き
も
こ
か
み
を
す
て
し
よ
り
さ
る
さ
は
の

い
け
の
つ
聖
み
や
き
ゑ
は
こ
ひ
し
き

う
る
か
い
り
し
け
ゆ
き

少
同

こ
の
い
ゑ
は
う
る
か
い
り
て
も
ゑ
て
し
か
な

あ
る
し
な
か
ら
も
か
は
ん
と
そ
お
も
ふ

し
た
堅
象
よ
み
人
し
ら
す

あ
つ
ま
に
て
や
し
な
は
れ
た
る
人
の
こ
は

的
才
』

鮨
ウ
』

鵠
オ
』

－48－
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し
‘
た
入
象
て
こ
そ
も
の
は
い
ひ
け
れ

さ
は
や
け

少
佳
上は

る
か
せ
の
け
さ
は
や
け
れ
は
う
ぐ
ひ
す
の

は
な
の
こ
ろ
も
Ｌ
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り

ま
か
り

か
す
み
わ
け
い
ま
か
り
か
へ
る
も
の
な
ら
は

あ
き
く
る
ま
て
は
こ
ひ
や
わ
た
ら
む

と
ち
と
こ
ろ
た
ち
は
なす

け
ゑ

少
佳
上お

も
ふ
と
ち
と
こ
ろ
も
か
へ
す
些
象
へ
な
む

た
ち
は
な
れ
な
は
こ
ひ
し
か
る
へ
し

く
ち
は
い
る
の
お
し
き

あ
し
ひ
き
の
や
ま
の
こ
の
は
の
お
ち
く
ち
は

い
る
の
お
し
き
そ
あ
は
れ
な
り
け
る

あ
し
か
な
へ

少
佳
上つ

の
く
に
の
な
に
は
わ
た
り
に
つ
く
る
田
は

あ
し
か
な
へ
か
と
え
こ
そ
見
わ
か
れ

む
な
く
る
ま

た
か
上
ひ
の
ま
た
も
こ
な
く
に
つ
な
き
い
ぬ
の

は
な
れ
て
い
か
む
な
く
る
ま
つ
ほ
と

い
か
る
か
に
け
ゑ
つ
ね

少
佳
上こ

と
そ
と
も
き
上
た
に
わ
か
す
わ
り
な
く
も

人
の
い
か
る
か
に
け
や
し
な
ま
し

ね
す
ゑ
の
こ
と
の
は
ら
に
こ
を
う
ゑ
た
る
を

卯
ウ
』

卯
オ
』

的
ウ
』

428 427 426
●
ｊ
Ｕ
干
上

、
ノ
】

ｊ
ｆ 421425 〃 q

上ムJ

、
ｒ
と

ｎ
Ｊ
当

ｊ
〃
斗
凪

す
け
ゑ

と
し
を
へ
て
き
ぷ
を
の
み
こ
そ
ね
す
み
つ
れ

こ
と
は
ら
に
や
は
こ
を
は
う
む
へ
き

月
の
き
ぬ
を
き
て
侍
け
る
に

ひ
さ
か
た
の
つ
き
の
き
ぬ
を
は
き
た
れ
と
も

ひ
と
り
は
そ
は
い
わ
か
身
な
り
け
り

き
さ
の
き
の
は
こ

世
と
上
も
に
し
ほ
や
く
あ
ま
の
た
え
せ
ね
ば

・
な
き
さ
の
き
の
は
こ
か
れ
て
そ
ち
る

な
か
む
し
ろ

う
ぐ
ひ
す
の
な
か
む
し
ろ
に
は
わ
れ
そ
な
く

は
な
の
に
ほ
ひ
や
し
は
し
と
ま
る
と

へ
う
の
か
は

そ
こ
へ
う
の
か
は
な
み
わ
け
て
い
り
ぬ
る
か

ま
つ
ほ
と
す
き
て
見
え
す
も
あ
る
か
な

か
の
か
は
の
む
か
は
き

か
の
か
は
の
む
か
は
き
す
き
て
ふ
か
聖
ら
は

わ
た
ら
て
た
異
に
か
へ
る
は
か
り
そ

か
の
え
さ
る

か
の
え
さ
る
ふ
ね
ま
て
し
は
し
こ
と
上
は
ん

お
き
の
し
ら
な
象
ま
た
上
た
ぬ
ま
に

か
の
と
上
い
ふ
こ
と
を恵

慶
法
師

少
佳
上さ

を
し
か
の
と
も
ま
と
は
せ
る
こ
ゑ
す
な
り

瓢
ウ
』

釧
才
』

－49－



433 429
ｑ
ｒ
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「
Ｕ
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斗
上 431 430

つ
ま
や
こ
ひ
し
き
あ
き
の
や
ま
へ
に

ね
う
し
と
ら
う
た
つ
桑よ

ゑ
人
し
ら
す

ひ
と
よ
れ
て
う
し
と
ら
こ
そ
は
お
も
ひ
け
め

う
き
な
た
つ
身
そ
わ
ひ
し
か
り
け
る

む
ま
ひ
つ
し
さ
る
と
り
い
ぬ
ゐ

む
ま
れ
よ
り
ひ
つ
し
つ
く
れ
は
や
ま
に
さ
る

ひ
と
り
い
ぬ
る
に
ひ
と
ゐ
て
い
ま
せ

四
十
九
日
す
け
み

少
佳
上あ

き
か
せ
の
よ
も
の
や
ま
よ
り
を
の
か
し
上

ふ
く
に
ち
り
ぬ
る
も
み
ち
か
な
し
な

拾
遺
和
詞
集
巻
第
八

雑
上月

を
見
侍
て

中
務
卿
具
平
親
王

少
佳
下よ

に
ふ
る
に
も
の
お
も
ふ
と
し
も
な
け
れ
と
も

月
に
い
く
た
ひ
な
か
め
し
つ
ら
ん

清
慎
公
家
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少
同

お
も
ふ
こ
と
あ
り
と
は
な
し
に
ひ
さ
か
た
の

月
よ
と
な
れ
は
ね
ら
れ
さ
り
け
り

め
に
を
く
れ
て
侍
け
る
こ
ろ
月
を

見
侍
て

大
江
為
基

9392

オウ
L＝ｰ

粥
ウ
』

蛇
オ
』

438 436437 433 434

少
同

な
か
む
る
に
も
の
お
も
ふ
こ
と
の
な
く
さ
む
は

月
は
う
き
よ
の
ほ
か
よ
り
や
ゆ
く

法
師
に
な
ら
む
と
お
も
ひ
た
ち
侍
け
る

こ
ろ
月
を
見
侍
て

藤
原
た
か
み
つ

少
同

か
く
は
か
り
へ
か
た
く
み
ゆ
る
よ
の
な
か
に

う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月
か
な

冷
泉
院
の
東
宮
に
お
は
し
ま
し
け
る

時
月
を
ま
つ
心
の
牙
を
の
こ
と
も
の

よ
み
侍
け
る
に

藤
原
仲
文

少
同

あ
り
あ
け
の
月
の
ひ
か
り
を
ま
つ
ほ
と
に

わ
か
よ
の
い
た
く
ふ
け
に
け
る
か
な

参
議
玄
上
か
め
の
月
の
あ
か
き
夜

か
と
の
ま
へ
を
わ
た
る
と
て
せ
う
そ
こ
い

ひ
い
れ
て
侍
け
れ
ば

伊
勢

少
同

雲
ゐ
に
て
あ
ひ
か
た
ら
は
い
月
た
に
も

わ
か
や
と
す
き
て
ゆ
く
と
き
は
な
し

花
山
に
ま
か
り
て
侍
け
る
に
こ
ま
ひ

き
の
御
む
ま
を
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は

素
性
法
師

後
撰

も
ち
つ
き
の
こ
ま
よ
り
を
そ
く
い
て
つ
れ
は

弱
オ
』

“
ウ
」

“
オ
」

－5 0 －



142 441443 439{10

た
と
る
ノ
、
そ
や
ま
は
こ
え
つ
る

屏
風
の
ゑ
に

つ
ら
ゆ
き

少
佳
下つ

ね
よ
り
も
て
り
ま
さ
る
か
な
や
ま
の
は
の

も
桑
ち
を
わ
け
て
い
つ
る
月
か
け

み
つ
れ

少
同

ひ
さ
か
た
の
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
月
な
れ
と

い
つ
れ
の
み
つ
に
か
け
や
と
る
ら
ん

廉
義
公
後
院
に
す
象
侍
け
る
時
寄

よ
み
侍
け
る
人
ｊ
、
め
し
あ
つ
め
て
水
上

秋
月
と
い
ふ
題
を
よ
ま
せ
侍
け
る

右
大
将
済
時

み
な
そ
こ
に
や
と
る
月
た
に
う
か
へ
る
を

し
つ
む
や
な
に
の
桑
く
つ
な
る
ら
む

式
部
大
輔
文
時

少
佳
下水

の
お
も
に
月
の
し
つ
む
を
見
さ
り
せ
は

わ
れ
ひ
と
り
と
や
お
も
ひ
は
て
ま
し

除
目
の
あ
し
た
に
命
婦
左
近
か
も
と
に

つ
か
は
し
け
る

も
と
す
け

少
同

年
こ
と
に
た
え
ぬ
な
ゑ
た
や
つ
も
り
つ
上

い
と
坐
ふ
か
く
は
身
を
し
つ
む
ら
ん

圓
融
院
御
時
御
屏
風
野
た
て
ま
つ

り
け
る
つ
い
て
に
そ
へ
て
た
て
ま
つ
り
け
る

妬
オ
』

妬
ウ
』

448 447 446449 445 444

し
た
か
ふ

ほ
と
も
な
く
い
つ
み
ば
か
り
に
し
つ
む
身
は

い
か
な
る
つ
桑
の
ふ
か
き
な
る
ら
ん

権
中
納
言
敦
忠
か
西
さ
か
も
と
の
山
庄
の

た
き
の
い
は
に
か
き
つ
け
侍
け
る

伊
勢

少
佳
下を

と
は
か
は
せ
き
い
れ
て
お
と
す
た
き
つ
せ
に

ひ
と
の
こ
上
ろ
の
見
え
も
す
る
か
な

中
務

少
同

き
み
か
く
る
や
と
に
た
え
せ
ぬ
た
き
の
い
と
は

へ
て
み
ま
ほ
し
き
も
の
に
そ
あ
り
け
る

題
し
ら
す

つ
ら
ゆ
き

少
同

な
か
れ
く
る
た
き
の
し
ら
い
と
た
え
す
し
て

い
く
ら
の
た
ま
の
を
と
か
な
る
ら
ん

延
喜
十
三
年
斎
院
御
屏
風
四
帖
か

う
た
お
ほ
せ
に
よ
り
て

な
か
れ
く
る
た
き
の
い
と
こ
そ
よ
は
か
ら
し

ぬ
け
と
み
た
れ
て
お
つ
る
し
ら
た
ま

（
マ
ー
も
）

大
学
寺
に
人
ｊ
、
あ
ま
た
ま
か
り
た
り

け
る
に
ふ
る
き
た
き
を
よ
桑
侍
け
る

右
衛
門
督
公
任

た
き
の
い
と
は
た
え
て
ひ
さ
し
く
な
り
ぬ
れ
と

な
こ
そ
な
か
れ
て
な
を
き
こ
え
け
れ

師
ウ
」

師
オ
」

師
ウ
』

－ 5 1 －



453 452455 蝿 451 450

題
し
ら
す
ゑ
つ
ね

少
佳
下お

ほ
そ
ら
を
な
か
め
そ
く
ら
す
ふ
く
風
の

を
と
は
す
れ
と
も
め
に
し
見
え
ね
は

規
子

野
宮
に
斎
宮
の
庚
申
し
侍
け
る
に
松

風
入
夜
琴
と
い
ふ
題
を
よ
み
侍
け
る

斎
官
女
御

少
同

こ
と
の
ね
に
承
れ
の
松
か
せ
か
ょ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
お
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
ん

少
同

ま
つ
か
せ
の
を
と
に
ゑ
た
る
其
こ
と
の
ね
を

ひ
け
は
ね
の
ひ
の
こ
上
ち
こ
そ
す
れ

天
暦
御
時
名
あ
る
所
を
御
屏
風
に

か
上
せ
給
て
人
ｊ
、
に
牙
た
て
ま
つ
ら
せ
た

ま
ひ
け
る
に
た
か
さ
こ
を忠

見

少
同

お
の
へ
な
る
ま
つ
の
こ
す
ゑ
は
う
ち
な
ひ
き

な
み
の
こ
ゑ
に
そ
風
も
ふ
き
け
る

延
喜
御
時
御
屏
風
に

つ
ら
ゆ
き

少
同

あ
め
ふ
る
と
ふ
く
ま
つ
か
せ
は
き
こ
ゆ
れ
と

い
け
の
み
き
は
皇
ま
さ
ら
さ
り
け
り

お
な
し
御
時
大
井
に
行
幸
あ
り
て

人
ｊ
、
に
奇
よ
ま
せ
給
け
る
に

少
佳
上お

ほ
井
か
は
河
邊
の
ま
つ
に
こ
と
１
ば
ん

粥
オ
」

粥
ウ
』

”
●
ｈ
Ｕ

Ｆ
「
Ｕ

ｊ
用
斗
今459 458

庁
ｌ
ｌ

Ｆ
１
Ｊ

●
４
４
入460

か
坐
る
み
ゆ
き
や
あ
り
し
む
か
し
も

住
吉
に
く
に
の
つ
か
さ
の
臨
時
祭
し
侍

け
る
舞
人
に
て
か
は
ら
け
と
り
て
よ
象

侍
け
る

を
と
に
の
み
き
上
わ
た
り
つ
る
す
象
よ
し
の

ま
つ
の
ち
と
せ
を
け
ふ
見
つ
る
か
な

五
条
の
内
侍
の
か
み
の
賀
の
屏
風
に

松
の
う
ぷ
に
ひ
た
り
た
る
所
を

伊
勢

少
佳
下う

ゑ
に
の
ぷ
ひ
ち
た
る
ま
つ
の
ふ
か
象
と
り

い
く
し
ほ
と
か
は
し
る
へ
か
る
ら
ん

も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
に
ぬ
さ
つ
か
は
し

け
る
衣
は
こ
に
う
き
し
ま
の
か
た
を
し
侍
て

よ
し
の
ふ

わ
た
つ
み
の
な
ゑ
に
も
ぬ
れ
ぬ
う
き
し
ま
の

ま
つ
に
こ
坐
ろ
を
よ
せ
て
た
の
ま
ん

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

か
こ
の
し
ま
１
つ
は
ら
こ
し
に
な
く
た
つ
の

あ
な
些
か
７
１
、
し
き
く
人
な
し
に

あ
ひ
か
た
ら
ひ
侍
け
る
人
の
ゑ
ち
の
く
に

へ
ま
か
り
け
れ
は

よ
し
の
ふ

い
か
て
わ
れ
わ
か
身
に
か
へ
て
た
け
く
ま
の

ま
つ
と
も
な
ら
む
ゆ
く
人
の
た
め

河
原
院
の
古
松
を
よ
ゑ
侍
け
る

的
ウ
」

川
才
』

的
オ
』

－貝 ｡ －
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465 461466 464 463 462

源
道
済

ゆ
く
す
ゑ
の
し
る
し
は
か
り
に
の
こ
る
へ
き

ま
つ
さ
へ
い
た
く
お
い
に
け
る
か
な

題
し
ら
す
よ
み
人
し
ら
す

よ
の
中
を
す
み
よ
し
と
し
も
お
も
は
い
に

な
に
を
ま
つ
と
て
わ
か
身
へ
ぬ
ら
ん

つ
か
さ
た
ま
は
ら
て
な
け
き
侍
け
る
こ
ろ

人
の
さ
う
し
か
坐
せ
侍
け
る
お
く
に
か
き
つ

け
侍
け
る

つ
ら
ゆ
き

少
佳
下い

た
つ
ら
に
よ
に
ふ
る
も
の
と
た
か
さ
こ
の

ま
つ
も
わ
れ
を
や
と
も
と
見
る
ら
む

あ
か
し
の
浦
の
ほ
と
り
に
舟
に
の
り
て

ま
か
り
け
る
に

源
為
憲

少
佳
下よ

と
具
も
に
あ
か
し
の
う
ら
の
ま
つ
は
ら
は

な
ぷ
を
の
桑
こ
そ
よ
る
と
し
る
ら
め

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

少
同

も
か
り
ふ
れ
い
ま
そ
な
き
さ
に
き
よ
す
な
る

象
き
は
の
た
つ
の
こ
ゑ
さ
ば
く
な
り

う
ち
し
の
ひ
い
さ
す
ぷ
の
え
の
わ
す
れ
く
さ

わ
す
れ
て
人
の
ま
た
や
つ
ま
ぬ
と

山
寺
に
ま
か
り
け
る
暁
に
ひ
く
ら
し
の

な
き
侍
け
れ
は

川
ウ
』

101

オ
ー

川
ウ
』

4Tl 470 469 467468

左
大
将
済
時

少
佳
下あ

さ
ほ
ら
け
ひ
く
ら
し
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
な
り

こ
や
あ
け
く
れ
と
人
の
い
ふ
ら
む

天
暦
御
時
御
屏
風
の
ゑ
に
な
か
ら
の

は
し
ノ
＼
ら
の
わ
つ
か
に
の
こ
れ
る
か
た
あ
り
け
る
を

藤
原
き
よ
た
坐
皿
オ
』

少
同

あ
し
ま
よ
り
見
ゆ
る
な
か
ら
の
は
し
，
ｊ
＼
ら

む
か
し
の
あ
と
の
し
る
へ
な
り
け
り

大
江
為
基
か
も
と
に
う
り
に
ま
う
て
き

た
り
け
る
か
Ｌ
象
の
つ
些
象
た
り
け
る
か
み

に
か
き
つ
け
て
侍
け
るよ

み
入
し
ら
す

少
同

け
ふ
ま
て
と
見
る
に
な
象
た
の
ま
す
か
皇
み

な
れ
に
し
か
け
を
人
に
か
た
る
な

た
ち
は
な
の
た
入
も
と
か
人
の
む
す
め
に
し

皿
ウ
』

の
ひ
て
も
の
い
ひ
侍
け
る
こ
ろ
と
を
き
所
に

ま
か
り
侍
と
て
こ
の
女
の
も
と
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

少
同

わ
す
る
な
よ
ほ
と
は
雲
井
に
な
り
い
と
も

そ
ら
ゆ
く
月
の
め
く
り
あ
ふ
ま
て

題
し
ら
す
つ
ら
ゆ
き

少
同

と
し
つ
き
は
む
か
し
に
も
あ
ら
す
な
り
ゆ
け
と

こ
ひ
し
き
こ
と
は
か
は
ら
さ
り
け
り

清
慎
公
月
林
寺
に
ま
か
り
け
る
に
を
く

れ
て
ま
う
て
き
て
よ
ゑ
侍
け
る
叩
オ
』

Iーの

－ 0 ｡ －
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藤
原
後
生

む
か
し
わ
か
お
り
し
か
つ
ら
の
か
ひ
も
な
し

月
の
は
や
し
の
め
し
に
い
ら
れ
は

菅
原
の
大
臣
か
う
ふ
り
し
侍
け
る
夜
は
Ｌ

の
よ
み
侍
け
る

少
佳
上ひ

さ
か
た
の
つ
き
の
か
つ
ら
も
お
る
は
か
り

い
ゑ
の
か
せ
を
も
ふ
か
せ
て
し
か
な

題
し
ら
す
入
ま
ろ

古
今

つ
き
く
さ
に
こ
ろ
も
は
す
ら
む
あ
さ
つ
ゆ
に

万

ぬ
れ
て
の
坐
ち
は
う
つ
る
ひ
ぬ
と
も

ち
Ｌ
わ
く
に
人
は
い
ふ
と
も
を
り
て
き
む

わ
か
は
た
も
の
に
し
ろ
き
あ
さ
き
ぬ

ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
そ
き
ぬ
を
あ
や
し
く
も

万

わ
か
こ
ろ
も
て
の
ひ
る
と
き
も
な
き

し
ら
な
み
は
た
て
と
こ
ろ
も
に
か
さ
な
ら
す

あ
か
し
も
す
ま
も
を
の
か
う
ら
ノ
、

も
ろ
こ
し
へ
つ
か
は
し
け
る
時
よ
め
る

ゆ
ふ
さ
れ
は
衣
手
さ
む
し
わ
き
も
こ
か

万

と
き
あ
ら
ひ
衣
ゆ
き
て
は
や
き
む

な
か
さ
れ
侍
け
る
ゑ
ち
に
て
よ
み
侍
け
る

贈
太
政
大
臣
菅

あ
ま
つ
ほ
し
み
ち
も
や
と
り
も
あ
り
な
か
ら

そ
ら
に
う
き
て
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

う
き
木
と
い
ふ
心
を

川
才
』

咄
ウ
』

185 183 482 181 480181

な
か
れ
木
も
み
と
せ
あ
り
て
は
あ
ひ
み
て
む

よ
の
う
き
こ
と
そ
か
へ
ら
さ
り
け
る

つ
か
さ
と
ら
れ
て
侍
け
る
時
い
も
う
と
の

女
御
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

平
定
文

う
き
世
に
は
か
と
さ
せ
り
と
も
見
え
な
く
に

な
と
か
わ
か
身
の
い
て
か
て
に
す
る

中
宮
長
恨
吾
の
御
屏
風
に伊

勢

木
に
も
お
ひ
す
は
ね
も
な
ら
へ
て
な
に
し
か
も

な
み
ち
へ
た
て
上
き
ゑ
を
き
く
ら
ん

大
津
の
宮
の
あ
れ
て
侍
け
る
を
見
て

人
ま
る

さ
呉
な
み
や
あ
ふ
み
の
承
や
は
な
の
み
し
て

か
す
糸
た
な
ひ
き
み
や
き
も
り
な
し

は
つ
せ
へ
ま
う
て
侍
け
る
ゑ
ち
に
さ
ほ
山

の
わ
た
り
に
や
と
り
て
侍
け
る
に
千
鳥
の

な
く
を
き
上
て

よ
し
の
ふ

あ
か
つ
き
の
ね
さ
め
の
ち
と
り
た
か
た
め
か

さ
ほ
の
か
は
ら
に
を
ち
か
へ
り
な
く

も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
の
も
と
に
ぬ
さ
を

む
す
ひ
ふ
く
る
に
い
れ
て
つ
か
は
す
と
て

あ
さ
か
ら
い
ち
き
り
む
す
へ
る
こ
当
ろ
は
坐

た
む
け
の
神
そ
し
る
へ
か
り
け
る

順
才
』

順
ウ
』

川
ウ
」
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ば
つ
せ
の
象
ち
に
て
み
わ
の
山
を
見
侍
て

も
と
す
け

み
わ
の
山
し
る
し
の
す
き
は
あ
り
な
か
ら

を
し
へ
し
人
は
な
く
て
い
く
世
そ

對
馬
守
を
の
坐
あ
き
ゑ
ち
か
め
お
き
か

く
た
り
侍
け
る
時
に
と
も
ま
さ
の
朝
臣
の

妻
肥
前
か
ょ
染
て
つ
か
は
し
け
る

お
き
つ
し
ま
雲
井
の
き
し
を
ゆ
き
か
へ
り

ふ
み
か
よ
は
さ
む
ま
ほ
る
し
も
か
な

詠
天
入
ま
ろ

そ
ら
の
う
桑
に
く
も
の
な
み
た
ち
月
の
ふ
れ

万

ほ
し
の
は
や
し
に
こ
き
か
く
る
桑
ゆ

も
を
よ
め
る

か
は
の
せ
の
う
つ
ま
く
ゑ
れ
は
た
ま
も
か
る

万

ち
り
み
た
れ
た
る
か
は
の
ふ
ね
か
も

や
ま
を
よ
め
る

な
る
か
糸
の
を
と
に
の
み
き
く
ま
き
も
く
の

万

ひ
は
ら
の
や
ま
を
け
ふ
み
つ
る
か
な

詠
葉

い
に
し
へ
に
あ
り
け
ん
人
も
わ
か
こ
と
や

万

み
わ
の
ひ
は
ら
に
か
さ
し
お
り
け
ん

題
し
ら
す
つ
ら
ゆ
き

人
し
れ
す
こ
ゆ
と
お
も
ひ
し
あ
し
ひ
き
の

や
ま
し
た
水
に
か
け
は
見
え
つ
堅

107

オ
L＝

川
オ
」

川
ウ
」

497 193'96 495 194

い
せ
の
み
ゆ
き
に
ま
か
り
と
ま
り
て

人
ま
る

お
ふ
の
う
み
に
ふ
な
の
り
す
ら
ん
わ
き
も
こ
か

万

あ
か
も
の
す
そ
に
し
ぼ
み
つ
ら
ん
か

天
暦
十
一
年
九
月
十
五
日
斎
宮
く
た
り
侍

け
る
に
内
よ
り
す
坐
り
て
う
し
て
た
ま
は

す
と
て

御
製

少
佳
上お

も
ふ
こ
と
な
る
と
い
ふ
な
る
す
坐
か
や
ま

こ
え
て
う
れ
し
き
さ
か
ひ
と
そ
き
く

圓
融
院
御
時
斎
宮
く
た
り
侍
け
る
に

母
の
前
斎
宮
も
ろ
と
も
に
こ
え
侍
と
て

斎
宮
女
御

少
同
上よ

に
ふ
れ
は
ま
た
も
こ
え
け
り
す
上
か
や
ま

む
か
し
の
い
ま
に
な
る
に
や
あ
る
ら
む

あ
す
か
の
女
王
を
お
さ
む
る
時
よ
め
る

人
ま
ろ

あ
す
か
入
は
し
か
ら
承
わ
た
し
せ
か
ま
せ
は

万

な
か
る
入
水
も
の
と
け
か
ら
ま
し

師
尹

小
一
条
左
大
臣
ま
か
り
か
く
れ
て
の
ち
か
の

家
に
侍
け
る
つ
る
の
な
き
侍
け
る
を

き
上
侍
て

小
野
宮
太
政
大
臣

少
佳
下を

く
れ
ゐ
て
な
く
な
る
よ
り
は
あ
し
た
つ
の

川
ウ
」

川
オ
』
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句
Ｊ
と

八
川
ｍ
Ｕ

Ｆ
為
Ｉ
Ｕ 498500 499501

な
と
か
よ
は
ひ
を
ゆ
つ
ら
さ
り
け
ん

左
大
臣
の
土
御
門
の
左
大
臣
の
む
こ
に

な
り
て
の
ち
し
た
う
つ
の
か
た
を
と
り
に

を
こ
せ
て
侍
け
れ
は

愛
宮

と
し
を
へ
て
た
ち
な
ら
し
つ
る
あ
し
た
つ
の

い
か
な
る
か
た
に
あ
と
Ｌ
と
む
ら
ん

大
試
國
章
こ
ぐ
の
お
ひ
を
か
り
て
侍

け
る
を
つ
く
し
よ
り
の
ほ
り
て
返
し

つ
か
は
し
た
り
け
れ
はも

と
す
け

ゆ
く
す
ゑ
の
し
の
ふ
く
さ
に
も
あ
り
や
と
て

つ
ゆ
の
か
た
み
も
を
か
ん
と
そ
お
も
ふ

題
し
ら
す
中
務

う
へ
て
見
る
く
さ
は
そ
よ
を
は
し
ら
せ
け
る

を
き
て
は
き
ゆ
る
げ
さ
の
あ
さ
つ
ゆ

ゐ
な
か
に
て
わ
つ
ら
ひ
侍
け
る
を
京
よ
り

人
の
と
ふ
ら
ひ
に
を
こ
せ
て
侍
け
れ
は

ゆ
け
の
よ
し
と
き

つ
ゆ
の
い
の
ち
お
し
と
に
は
あ
ら
す
君
を
ま
た

見
て
や
と
お
も
ふ
そ
か
な
し
か
り
け
る

神
明
寺
の
邊
に
無
常
所
ま
う
け
て
侍

け
る
い
と
お
も
し
ろ
く
侍
け
れ
は

も
と
す
け

少
佳
下お

し
か
ら
ぬ
い
の
ち
や
さ
ら
に
の
ひ
ぬ
ら
ん

川
オ
」

川
ウ
』

川
ウ
」

503
●
ｌ
処
上

、
Ⅱ
Ｕ

｛
隅
Ｉ
Ｕ507 506

Ｐ
「
●
Ｊ

ｎ
仲
Ｕ

Ｐ
Ｈ
１
伽

を
は
り
の
け
ふ
り
し
む
る
の
へ
に
て

二
条
右
大
臣
左
近
番
長
佐
伯
清
忠
を

め
し
て
う
た
よ
ま
せ
侍
け
る
を
の
そ
む
こ
と

侍
け
る
か
か
な
ひ
侍
ら
さ
り
け
る
こ
ろ
に
て

よ
み
侍
け
る

少
同

か
き
り
な
き
な
象
た
の
つ
ゆ
に
む
す
は
れ
て

人
の
し
も
と
は
な
る
に
や
あ
る
ら
む

か
上
い
し
侍
へ
か
り
け
る
と
し
え
し
侍
ら
て

ゆ
き
の
ふ
り
け
る
を
見
て

も
と
す
け

う
き
世
に
は
ゆ
き
か
く
れ
な
て
か
き
く
も
り

ふ
る
は
お
も
ひ
の
ほ
か
に
も
あ
る
か
な

つ
か
さ
申
に
た
ま
ば
ら
さ
り
け
る
こ
ろ

人
の
と
ふ
ら
ひ
に
を
こ
せ
た
り
け
る
返
事
に

源
景
明

少
佳
下わ

ひ
人
は
う
き
世
の
な
か
に
い
け
ら
し
と

お
も
ふ
こ
と
さ
へ
か
な
は
さ
り
け
り

題
し
ら
す
よ
象
人
し
ら
す

よ
の
中
に
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
え
て
し
か
な

と
し
ふ
り
に
た
る
か
た
ち
か
く
さ
む

世
の
中
を
か
く
い
ひ
ノ
ー
Ｉ
の
は
て
ｊ
Ｉ
Ｉ
は

い
か
に
や
い
か
に
な
ら
む
と
す
ら
ん

お
と
こ
侍
け
る
女
を
せ
ち
に
け
さ
う
し

侍
て
お
と
こ
の
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

Ⅲ
オ
』

川
ウ
』

川
オ
』

－ 5 6 －



511 509可ワ
U 人と 510 508

い
に
し
へ
の
と
ら
の
た
く
ひ
に
身
を
な
け
は

さ
か
と
は
か
り
は
と
は
む
と
そ
お
も
ふ

拾
迪
和
詩
集
巻
第
九

雑
下あ

る
所
に
春
秋
い
つ
れ
か
ま
さ
る
と
入

は
せ
給
け
る
に
よ
象
て
た
て
ま
つ
り
け
る

紀
貫
之

少
佳
下は

る
あ
き
に
お
も
ひ
ふ
た
れ
て
わ
き
か
れ
つ

と
き
に
つ
け
つ
入
う
つ
る
こ
上
ろ
は

元
良
の
み
こ
承
香
殿
の
と
し
こ
に
春
秋

い
つ
れ
か
ま
さ
る
と
坐
ひ
侍
け
れ
ば
秋
も

お
か
し
う
侍
り
と
い
ひ
け
れ
は
お
も
し
ろ
き
さ

く
ら
を
こ
れ
は
い
か
Ｌ
と
い
ひ
て
侍
け
れ
は

お
ほ
か
た
の
あ
き
に
こ
」
ろ
は
よ
せ
し
か
と

は
な
ゑ
る
と
き
は
い
つ
れ
と
も
な
し

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

春
は
た
Ｌ
は
な
の
ひ
と
へ
に
さ
く
は
か
り

も
の
坐
あ
は
れ
は
あ
き
そ
ま
さ
れ
る

圓
融
院
の
う
へ
う
ぐ
ひ
す
と
ほ
と
入
き
す
と

い
つ
れ
か
ま
さ
る
と
さ
た
め
申
せ
と
お
ほ

せ
ら
れ
け
れ
は

大
納
言
朝
光

お
り
か
ら
に
い
つ
れ
と
も
な
き
と
り
の
ね
も

い
か
些
さ
た
め
ん
と
き
な
ら
ぬ
身
は

ゑ
つ
ね
た
上
み
ね
に
と
ひ
侍
け
る

皿
ウ
』

Ⅲ
オ
』

川
ウ
』

518519 517520 516 515 514 513

参
議
伊
衡

少
佳
上し

ら
つ
ゆ
は
う
へ
よ
り
を
く
を
い
か
な
れ
は

は
き
の
し
た
は
の
ま
つ
も
み
つ
ら
む

こ
た
ふ
み
つ
ね

少
同

さ
を
し
か
の
し
か
ら
み
ふ
す
る
あ
き
は
き
は

し
た
は
や
う
へ
に
な
り
か
へ
る
ら
ん

た
生
糸
ね

少
佳
上あ

き
は
き
は
ま
つ
さ
す
え
よ
り
う
つ
る
ふ
を

つ
ゆ
の
わ
く
と
は
お
も
は
さ
ら
な
む

又
と
ふ
こ
れ
ひ
ら

ち
と
せ
ふ
る
ま
つ
の
桑
と
り
の
い
ろ
つ
く
は

た
か
し
た
か
象
に
か
け
て
か
へ
す
そ

こ
た
ふ
承
つ
ね

ま
つ
と
い
へ
と
ち
と
せ
の
秋
に
あ
ひ
く
れ
は

し
の
ひ
に
お
つ
る
し
た
は
な
り
け
り

又
と
ふ
こ
れ
ひ
ら

し
ろ
た
へ
の
し
ろ
き
月
を
も
く
れ
な
ゐ
の

い
ろ
を
も
な
と
か
あ
か
し
と
い
ふ
ら
ん

こ
た
ふ
み
つ
ね

む
か
し
よ
り
い
ひ
し
き
に
け
る
こ
と
な
れ
は

わ
れ
ら
は
い
か
皇
い
き
は
さ
た
め
ん

又
と
ふ
こ
れ
ひ
ら

か
け
見
れ
は
ひ
か
り
な
き
を
も
こ
ろ
も
ぬ
ふ

い
と
を
も
な
と
か
よ
る
と
い
ふ
ら
ん

肥
ウ
』

鵬
オ
』

皿
オ
』

『ー再
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こ
た
ふ
象
つ
ね

む
は
た
ま
の
よ
る
は
こ
ひ
し
き
人
に
あ
ひ
て

い
と
を
も
よ
れ
は
あ
ふ
と
や
は
見
ぬ

又
と
ふ
伊
衡

よ
る
ひ
る
の
か
す
は
桑
そ
ち
に
あ
ま
ら
ぬ
を

な
と
な
か
月
と
い
ひ
は
し
め
け
ん

こ
た
ふ
ぷ
つ
ね

あ
き
ふ
か
み
こ
ひ
す
る
人
の
あ
か
し
か
ね

よ
を
な
か
つ
き
と
い
ふ
に
や
あ
る
ら
ん

奇
合
の
あ
は
せ
す
な
り
に
け
る
に

よ
み
入
し
ら
す

ぷ
つ
の
あ
は
や
た
ね
と
な
る
ら
ん
う
き
く
さ
の

ま
く
人
な
象
の
う
へ
に
お
ふ
れ
は

こ
の
牙
つ
ら
ゆ
き
か
集
に
あ
り

草
合
し
侍
け
る
所
に

恵
慶
法
師

少
佳
下た

れ
な
く
て
な
き
も
の
草
は
お
ひ
に
け
り

ま
く
て
ふ
こ
と
は
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

な
そ
ノ
ー
も
の
か
た
り
し
け
る
所
に

そ
れ
の
よ
し
た
呉

少
同

わ
か
こ
と
は
え
も
い
は
し
ろ
の
む
す
ひ
ま
つ

ち
と
せ
を
ふ
と
も
た
れ
か
と
く
へ
き

題
し
ら
す
よ
ゑ
人
し
ら
す

あ
し
ひ
き
の
や
ま
の
こ
て
ら
に
す
む
人
は

わ
か
い
ふ
こ
と
も
か
な
は
さ
り
け
り

Ⅲ
ウ
』

、
オ
』

532 530 Rﾜ0
Jと』

ｎ
ｖ
八
〕

《
叩
Ｊ
／
》

Ｐ
階
ｌ
Ｕ531

建
守
法
師
佛
名
の
上
ふ
し
に
て
ま
か
り

い
て
具
侍
け
る
と
し
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

源
経
房
朝
臣

や
ま
な
ら
ぬ
す
み
か
あ
ま
た
に
き
く
人
の

野
ふ
し
に
と
く
も
な
り
に
け
る
か
な

返
し

や
ま
ふ
し
も
の
ふ
し
も
か
く
て
こ
入
ろ
桑
つ

い
ま
は
と
ね
り
の
ね
や
そ
ゆ
か
し
き

屏
風
に
法
師
の
舟
に
の
り
て
こ
き
い

て
た
る
所
右
大
将
道
綱
母

少
佳
下わ

た
つ
海
は
あ
ま
の
ふ
れ
こ
そ
あ
り
と
き
け

の
り
た
か
へ
て
も
こ
き
い
て
た
る
か
な

内
よ
り
人
の
家
に
侍
け
る
紅
梅
を
ほ
ら

せ
給
け
る
に
う
ぐ
ひ
す
の
す
ぐ
ひ
て
侍
け
れ
ば

家
あ
る
し
の
女
ま
つ
か
く
そ
う
せ
さ
せ
侍
け
る

勅
な
れ
は
い
と
も
か
し
こ
し
う
ぐ
ひ
す
の

や
と
は
と
と
は
上
い
か
上
こ
た
へ
む

か
く
そ
う
せ
さ
せ
け
れ
は
ほ
ら
す
な
り
に
け
り

あ
る
所
に
せ
経
し
侍
け
る
ほ
う
し
の
す
そ
う
は

ら
の
ゐ
て
侍
け
る
に
す
た
れ
の
内
よ
り

は
な
を
お
り
て
と
い
ひ
侍
け
れ
は

寿
玄
法
師

少
佳
上い

な
お
ら
し
つ
ゆ
に
た
も
と
の
ぬ
れ
た
ら
は

も
の
お
も
ひ
け
り
と
人
も
こ
そ
見
れ

、
ｈ
Ⅶ
》
今
工

Ⅱ
、
オ
』

川
ウ
』

叩
ウ
』

－58－



537 534536 535 333

月
を
見
侍
て

よ
し
の
ふ

あ
つ
さ
ゆ
ゑ
は
る
か
に
み
ゆ
る
や
ま
の
は
を

い
か
て
か
月
の
さ
し
て
い
る
ら
む

か
も
に
ま
う
て
里
侍
け
る
お
と
こ
の
見
侍
て

い
ま
は
な
か
く
れ
そ
い
と
よ
く
見
て
き
と

い
ひ
を
こ
せ
て
侍
け
れ
は伊

勢

そ
ら
め
を
そ
君
は
見
た
ら
し
か
は
の
象
つ

あ
さ
し
や
ふ
か
し
そ
れ
は
わ
れ
か
は

能
宣
に
車
の
か
も
を
こ
ひ
に
つ
か
は
し

て
侍
け
る
に
侍
ら
す
と
い
ひ
て
侍
け
れ
は

藤
原
仲
文

少
佳
下か

を
さ
し
て
む
ま
と
い
ふ
人
あ
り
け
れ
は

か
も
を
も
を
し
と
お
も
ふ
な
る
へ
し

返
し
よ
し
の
ふ

少
同

な
し
と
い
へ
は
お
し
む
か
も
と
や
お
も
ふ
ら
ん

し
か
や
む
ま
と
そ
い
ふ
へ
か
り
け
る

廉
義
公
家
の
か
ぷ
ゑ
に
あ
お
む
ま
あ
る

所
に
あ
し
の
は
な
け
の
む
ま
あ
る
と
こ
ろ

恵
慶
法
師

少
同

な
に
は
江
の
あ
し
の
は
な
け
の
ま
し
れ
る
は

つ
の
く
に
か
ひ
の
こ
ま
に
や
あ
る
ら
む

つ
の
か
み
に
侍
け
る
人
の
も
と
に
て
よ
采
侍
け
る

Ⅷ
オ
」

Ⅲ
ウ
』

Ｍ
オ
』

542 539 538541 540

た
上
承

な
に
は
か
た
し
け
り
あ
へ
る
は
き
み
か
よ
に

あ
し
か
る
わ
さ
を
せ
れ
は
な
る
へ
し

つ
の
く
に
坐
ま
か
れ
り
け
る
に
し
り

た
る
人
に
あ
ひ
侍
て

采
や
こ
に
は
す
ゑ
わ
ひ
は
て
上
つ
の
く
に
の

す
ゑ
ょ
し
と
き
く
さ
と
に
こ
そ
ゆ
け
川
ウ
』

な
に
は
に
は
ら
へ
し
に
あ
る
女
ま
か
り
た
り

け
る
に
も
と
し
た
し
く
侍
け
る
お
と
こ
の

あ
し
を
か
り
て
あ
や
し
き
さ
ま
に
な
り
て

ゑ
ち
に
あ
ひ
て
侍
け
る
に
さ
り
け
な
く
て

と
し
こ
ろ
は
え
あ
は
さ
り
つ
る
こ
と
な
と

い
ひ
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
お
と
こ
の
よ
み
侍
け
る

少
佳
下き

ゑ
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
お
も
ふ
に
も

い
と
奥
な
に
は
の
う
ら
そ
す
象
う
き

返
し

川
オ
』

あ
し
か
ら
し
よ
か
ら
む
と
て
そ
わ
か
れ
け
ん

な
に
か
な
に
は
の
う
ら
は
す
み
う
き

伊
勢
の
宮
す
所
う
み
た
て
ま
つ
り
た
り

け
る
象
こ
の
な
く
な
り
に
け
る
か
か
き
を

き
た
り
け
る
ゑ
を
ふ
ち
つ
ほ
よ
り
れ
い
け

い
て
ん
の
女
御
の
方
に
つ
か
は
し
た
り
け

れ
は
こ
の
ゑ
か
へ
す
と
て

麗
景
殿
み
や
の
き
み

な
き
人
の
か
た
象
と
お
も
ふ
に
あ
や
し
き
は
川
ウ
』
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Ａ

Ｆ
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Ｉ
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ゑ
ぷ
て
も
そ
て
の
ぬ
る
異
な
り
け
り

地
獄
の
か
た
か
き
た
る
を
見
て

藤
歎
イ
本

菅
原
道
雅
女

み
つ
せ
か
は
わ
た
る
桑
さ
を
も
な
か
り
け
り

な
に
異
こ
ろ
も
を
ぬ
き
て
か
く
ら
む

こ
そ
の
あ
き
む
す
め
に
を
く
れ
て
侍
け
る

に
む
ま
こ
の
里
ち
の
春
兵
衛
佐
に
な
り
て

侍
け
る
よ
る
こ
ひ
を
人
Ｊ
１
、
い
ひ
つ
か
は
し

は
へ
り
け
れ
は

皇
太
后
宮
権
大
夫
國
章

少
佳
下か

く
し
こ
そ
は
る
の
は
し
め
は
う
れ
し
け
れ

つ
ら
き
は
あ
き
の
を
は
り
な
り
け
り

源
重
之
か
母
の
近
江
の
こ
ふ
に
侍
け
る
に

む
ま
こ
の
あ
つ
ま
よ
り
よ
る
の
ほ
り
て
い

そ
ぐ
こ
と
侍
と
て
え
こ
の
た
ひ
あ
ば
て
の
ほ

り
ぬ
る
こ
と
堅
い
ひ
て
侍
け
れ
は
を
は
の
女
の

よ
象
侍
け
る

少
同

お
や
の
お
や
と
お
も
は
ま
し
か
は
と
ひ
て
ま
し

わ
か
こ
の
こ
に
は
あ
ら
ぬ
な
る
へ
し

題
し
ら
す
入
ま
ろ

や
ま
た
か
み
ゆ
ふ
ひ
か
く
れ
ぬ
あ
さ
ち
は
ら

万

の
ち
ゑ
ん
た
め
に
し
め
ゆ
は
ま
し
を

貫
之

少
佳
下な

の
み
し
て
や
ま
は
み
か
さ
も
な
か
り
け
り

剛
オ
」

剛
ウ
』

549551
目目ハ
JJU 518

ｎ
Ｊ
と

Ｐ
届
Ｉ
Ｕ

芦
階
Ｉ
Ｕ

あ
さ
ひ
ゆ
ふ
ひ
の
さ
す
を
い
ふ
か
も

よ
み
入
し
ら
す

な
の
み
し
て
な
れ
る
も
見
え
す
む
つ
め
か
は

井
せ
き
の
水
の
も
れ
は
な
り
け
り

な
に
は
い
へ
と
く
ろ
く
も
見
え
す
う
る
し
か
は

さ
す
か
に
わ
た
る
み
つ
は
ぬ
る
め
り

あ
め
ふ
る
ひ
お
ほ
は
ら
か
は
を
ま
か

り
わ
た
り
け
る
に
ひ
る
の
つ
き
た
り
け
れ
は

恵
慶
法
師

少
佳
下よ

の
な
か
に
あ
や
し
き
も
の
は
あ
め
ふ
れ
と

お
ほ
は
ら
か
は
の
ひ
る
に
そ
あ
り
け
る

か
う
ふ
り
や
な
き
を
見
て

中

文

イ

少
同

か
は
や
な
き
い
と
は
象
と
り
に
あ
る
も
の
を

い
つ
れ
か
あ
け
の
こ
ろ
も
な
る
ら
ん

天
暦
御
時
一
条
摂
政
蔵
人
頭
に
て

侍
け
る
に
お
ひ
を
か
け
て
御
こ
あ
そ
は
し

け
る
ま
け
た
て
ま
つ
り
て
御
か
す
お
ほ
く

な
り
侍
け
れ
は
お
ひ
を
か
へ
し
た
ま
ふ
と
て

棚
製

少
佳
下し

ら
な
み
の
う
ち
や
か
へ
す
と
ま
つ
ほ
と
に

は
ま
の
ま
さ
こ
の
か
す
そ
つ
も
れ
る

内
侍
馬
か
家
に
右
大
将
實
資
か
わ

ら
は
に
侍
け
る
時
こ
う
ち
に
ま
か
り
た
り

皿
オ
」

Ⅷ
ウ
』

Ⅲ
オ
』
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553557 556 j55 5.4

け
れ
は
も
の
か
坐
ぬ
さ
う
し
を
か
け
も
の
に

し
て
侍
け
る
を
見
侍
て小

野
宮
太
政
大
臣

少
同

い
つ
し
か
と
あ
け
て
見
た
れ
は
は
ま
ち
と
り

あ
と
あ
る
こ
と
に
あ
と
の
な
き
か
な

返
し

少
同

と
具
め
て
も
な
に
上
か
は
せ
ん
は
ま
ち
と
り

ふ
り
ぬ
る
あ
と
は
な
ゑ
に
き
え
つ
里

題
し
ら
す
よ
み
人
し
ら
す

ゑ
な
そ
こ
の
わ
く
ば
か
り
に
や
く
上
る
ら
ん

よ
る
人
も
な
き
た
き
の
し
ら
い
と

清
原
元
輔
肥
後
守
に
侍
け
る
時
か
の

く
に
の
つ
入
承
の
た
き
と
い
ふ
所
を
見
に

ま
か
り
た
り
け
る
に
こ
と
や
う
な
る
法
師
の

よ
み
侍
け
る

を
と
に
き
く
つ
些
承
の
た
き
を
う
ち
見
れ
は

た
上
や
ま
か
は
の
な
る
に
そ
あ
り
け
る

三
位
國
章
ち
ひ
さ
き
う
り
を
扇
に
を

き
て
藤
原
か
ね
の
り
に
も
た
せ
て
大

納
言
朝
光
か
兵
衛
佐
に
侍
け
る
と
き
つ
か

は
し
た
り
け
れ
は

を
と
に
き
く
こ
ま
の
わ
た
り
の
う
り
つ
く
り

と
な
り
か
く
な
り
な
る
こ
上
ろ
か
な

返
し

鯛
ウ
』

皿
ウ
』

123

オ
ー

ｎ
く
１
Ｕ

何
●
ｎ
Ｖ

戸
島
Ｉ
Ｕ 558562 561 560

ｎ
刈
り

Ｆ
、
ど

戸
坑
Ⅱ
Ｕ

さ
た
め
な
く
な
る
な
る
う
り
の
つ
ら
見
て
も

た
ち
や
よ
り
こ
ん
こ
ま
の
す
き
も
の

ゑ
ち
の
く
に
な
と
り
の
こ
ほ
り
く
ろ
つ
か

と
い
ふ
所
に
重
之
か
い
も
う
と
あ
ま
た
あ

り
と
き
坐
て
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

か
ね
も
り

少
佳
下ぶ

ち
の
く
の
あ
た
ち
の
は
ら
の
く
ろ
つ
か
に

お
に
こ
も
れ
り
と
き
ぐ
は
ま
こ
と
か

廉
義
公
家
の
か
ゑ
ゑ
に
た
ひ
１
と
の

い
す
人
に
あ
ひ
た
る
か
た
か
け
る
所

藤
原
為
頼

少
佳
下い

す
人
の
た
っ
た
の
や
ま
に
い
り
に
け
り

お
な
し
か
さ
し
の
な
に
や
け
か
れ
む

少
同

な
き
名
の
み
た
っ
た
の
や
ま
の
ふ
も
と
に
は

よ
に
も
あ
ら
し
の
か
せ
も
ふ
か
な
む

た
か
を
に
ま
か
り
か
よ
ふ
法
師
に
な
た
ち

侍
け
る
を
少
将
し
け
も
と
か
き
上
つ
け
て

ま
こ
と
か
と
い
ひ
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は

八
条
の
お
ほ
い
き
み

少
同
つ
る

な
き
な
の
桑
た
か
を
の
や
ま
と
い
ひ
た
る
を

き
み
は
あ
た
こ
の
み
ね
に
や
あ
る
ら
ん

象
た
け
に
と
し
お
い
て
ま
う
て
侍
て

も
と
す
け

少
同

い
に
し
へ
も
の
ぼ
り
や
し
け
ん
よ
し
の
や
ま

124

ウ
ー

174
舎手
才
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568 567 566 565 564

や
ま
よ
り
た
か
き
よ
は
ひ
な
る
人

大
隅
守
さ
く
ら
し
ま
の
忠
信
か
く
に
上
侍

け
る
時
こ
ほ
り
の
つ
か
さ
に
か
し
ら
し
ろ

き
お
き
な
の
侍
け
る
を
め
し
か
む
か
へ
む

と
し
侍
け
る
と
き
お
き
な
の
よ
象
侍
け
る

少
同

お
い
は
て
里
ゆ
き
の
や
ま
を
は
い
た
具
け
と

し
も
と
見
る
に
そ
身
は
ひ
え
に
け
る

こ
の
う
た
に
よ
り
て
ゆ
る
さ
れ
侍
に
け
り

施
頭
葛

ま
す
か
坐
染
そ
こ
な
る
か
け
に
む
か
ひ
ゐ
て

見
る
と
き
に
こ
そ
し
ら
ぬ
お
き
な
に
あ
ふ
心
ち
す
れ

柿
本
人
暦

ま
す
か
Ｌ
ゑ
み
し
か
と
お
も
ふ
い
も
に
あ
は
む
か
も

万

た
ま
の
を
の
た
え
た
る
こ
ひ
の
し
け
き
こ
の
こ
ろ

か
の
を
か
に
く
さ
か
る
を
の
こ
し
か
な
か
り
そ
・

万
「
あ
り
つ
上
も
」
き
桑
か
き
ま
さ
む
見
ま
ぐ
さ
に
せ
む

女
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
と
く
い
り

に
け
れ
は
あ
し
た
に

源
か
け
あ
き
ら

少
佳
上あ

つ
さ
ゆ
み
お
も
は
す
に
し
て
い
り
に
し
を

「
さ
も
ね
た
く
」
ひ
き
と
異
め
て
そ
ふ
す
へ
か
り
け
る

抄
無
此
句

な
か
う
た

よ
し
の
上
官
に
た
て
ま
つ
る
短
吾

人
ま
る

伽
オ
』

脳
ウ
』

噸
オ
』

570 569571

万
葉
や
す
承
し
る
本
四
句
ヲ
」

ち
は
や
ふ
る
わ
か
お
ほ
き
み
の
き
こ
し
め
す
一
行
評
註

ク
ニ
ハ
シ
そ

あ
め
の
し
た
な
る
く
さ
の
は
も
う
る
ひ
に
た
り
と

や
ま
か
は
の
す
め
る
か
う
ち
と
み
こ
上
ろ
を

よ
し
の
些
國
の
は
な
さ
か
り
あ
き
つ
の
上
へ
に

宮
は
し
ら
ふ
と
し
き
ま
し
て
も
上
し
き
の

お
ほ
ゑ
や
人
は
ふ
れ
な
ら
へ
あ
さ
か
は
わ
た
り
剛
ウ
』

ふ
な
く
ら
へ
ゆ
ふ
か
は
わ
た
り
こ
の
か
は
の

た
ゆ
る
こ
と
な
く
こ
の
や
ま
の
い
や
た
か
入
ら
し

（
マ
マ
）

た
ま
み
つ
の
た
き
つ
の
宮
こ
詮
な
と
あ
か
ぬ
か
も

反
奇

見
れ
と
あ
か
ぬ
よ
し
の
坐
か
は
の
な
か
れ
て
も

た
ゆ
る
と
き
な
く
ゆ
き
か
へ
り
み
ん

身
の
し
つ
み
け
る
こ
と
を
な
け
き
て
勘
解

由
判
官
に
て

源
し
た
か
ふ
町
才
』

あ
ら
た
ま
の
と
し
の
は
た
ち
に
た
ら
さ
り
し

時
は
の
山
の
や
ま
さ
む
ぷ
風
も
さ
は
ら
ぬ

ふ
ち
こ
ろ
も
ふ
た
Ｌ
ひ
た
ち
し
あ
さ
き
り
に

心
も
そ
ら
に
ま
と
ひ
そ
め
み
な
し
こ
草
に

な
り
し
よ
り
も
の
お
も
ふ
と
の
は
を
し
け
象

け
い
へ
き
つ
ゆ
の
よ
る
は
を
き
て
な
つ
は
み
き
は
に

も
え
わ
た
る
ほ
た
る
を
袖
に
ひ
ろ
ひ
つ
些

冬
は
は
な
か
と
見
え
ま
か
ひ
こ
の
も
か
の
も
に

ふ
り
つ
も
る
雪
を
た
も
と
に
あ
つ
め
つ
入
町
ウ
」
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拝
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川
》

ふ
み
入
て
い
て
し
染
ち
は
な
を
み
の
う
き
に
の
ゑ

あ
り
け
れ
は
こ
上
も
か
し
こ
も
あ
し
れ
は
ふ

（
マ
マ
）

し
た
に
の
ゑ
こ
そ
し
つ
ゑ
け
れ
た
れ
こ
皇
の
へ
の

さ
は
み
つ
に
な
く
た
つ
の
ね
を
ひ
さ
か
た
の

く
も
の
う
へ
ま
て
か
く
れ
な
ゑ
た
か
く
き
こ
ゆ
る

か
ひ
あ
り
て
い
ひ
な
か
し
け
む
人
は
な
を

か
ひ
も
な
き
さ
に
み
つ
し
ほ
の
よ
に
は
か
ら
く
て

す
ゑ
の
え
の
松
は
い
た
つ
ら
お
い
ぬ
れ
と

象
と
り
の
衣
ぬ
き
す
て
む
は
る
は
い
っ
と
も
伽
オ
』

し
ら
な
み
の
な
ぷ
ち
に
い
た
く
ゆ
き
か
よ
ひ

ゆ
も
と
り
あ
へ
す
な
り
に
け
る
ふ
れ
の
わ
れ
を
し

き
み
し
ら
は
あ
は
れ
い
ま
た
に
し
つ
め
し
と

あ
ま
の
つ
り
な
は
う
ち
そ
へ
て
ひ
く
と
し
き
か
は

も
の
は
お
も
は
し

返
し
よ
し
の
ふ

よ
の
な
か
を
お
も
へ
は
く
る
し
わ
す
る
れ
は

え
も
わ
す
ら
れ
す
た
れ
も
み
な
お
な
し
み
山
の

ま
つ
か
え
と
か
る
上
こ
と
な
く
す
へ
ら
き
の
伽
ウ
」

千
世
も
八
千
世
も
つ
か
へ
む
と
た
か
き
た
の
み
を

か
く
れ
ぬ
の
し
た
よ
り
ね
さ
す
あ
や
め
く
さ

あ
や
な
き
身
に
も
人
な
桑
に
か
上
る
こ
上
ろ
を

お
も
ひ
つ
上
世
に
ふ
る
雪
を
き
み
は
し
も

冬
は
と
り
つ
ぷ
な
つ
は
ま
た
草
の
ほ
た
る
を

あ
つ
め
つ
堅
ひ
か
り
さ
や
け
き
ひ
さ
か
た
の

月
の
か
つ
ら
を
お
る
ま
て
に
時
雨
に
そ
ほ
ち

573

つ
ゆ
に
ぬ
れ
へ
に
け
ん
袖
の
ふ
か
象
と
り

色
あ
せ
か
た
に
い
ま
は
な
り
か
つ
し
た
は
よ
り
噸
オ
』

く
れ
な
ゐ
に
う
つ
る
ひ
は
て
む
あ
き
に
あ
は
上

ま
つ
ひ
ら
け
な
む
は
な
よ
り
も
こ
た
か
き
か
け
と

あ
ふ
か
れ
む
も
の
と
こ
そ
ぶ
し
し
ほ
か
ま
の

う
ら
さ
ひ
し
け
に
な
そ
も
か
く
世
を
し
も
お
も
ひ

な
す
の
ゆ
の
た
き
る
ゆ
へ
を
も
か
ま
へ
つ
坐

わ
か
身
を
人
の
身
に
な
し
て
お
も
ひ
く
ら
へ
ょ

も
入
し
き
に
あ
か
し
く
ら
し
て
と
こ
な
つ
の

（
マ
ー
。
）

雲
井
は
る
け
き
ゑ
な
人
に
を
く
れ
て
な
け
く

わ
れ
も
あ
る
ら
し

棚
ウ
』

あ
る
お
と
こ
の
も
の
い
ひ
侍
け
る
女
の
し
の

ひ
て
に
け
侍
て
と
し
こ
ろ
あ
り
て
せ
う
そ

こ
し
て
侍
け
る
に
お
と
こ
の
よ
み
侍
け
る

よ
桑
入
し
ら
す

い
ま
は
と
も
い
ば
さ
り
し
か
と
や
を
と
め
の

た
つ
や
か
す
か
の
ふ
る
さ
と
に
か
へ
り
や
く
る
と

ま
つ
ち
や
ま
ま
つ
ほ
と
す
き
て
か
り
か
ね
の

く
も
の
よ
そ
に
も
き
こ
え
ね
は
わ
れ
は
む
な
し
き

た
ま
つ
さ
を
か
く
て
も
た
ゆ
く
む
す
ひ
を
き
て
剛
オ
」

っ
て
や
る
か
せ
の
た
よ
り
た
に
な
き
さ
に
き
ゐ
る

ゆ
ふ
ち
と
り
う
ら
み
は
ふ
か
く
み
つ
し
ほ
に

そ
て
の
染
い
と
坐
ぬ
れ
つ
坐
そ
あ
と
も
お
も
は
ぬ

き
み
に
よ
り
か
ひ
な
き
こ
ひ
に
な
に
し
か
も

わ
れ
の
み
ひ
と
り
う
き
ふ
れ
の
こ
か
れ
て
よ
に
は

－63－



574

わ
た
る
ら
ん
と
さ
へ
そ
ば
て
は
か
や
り
火
の

く
ゆ
る
こ
上
ろ
も
つ
き
ぬ
へ
く
お
も
ひ
な
る
ま
て

を
と
つ
れ
す
お
ぼ
つ
か
な
く
て
か
へ
れ
と
も

け
ふ
水
く
き
の
あ
と
見
れ
は
ち
き
り
し
こ
と
は
別
ウ
」

き
象
も
又
わ
す
れ
さ
り
け
り
し
か
し
あ
ら
は

た
れ
も
う
き
世
の
あ
さ
つ
ゆ
に
ひ
か
り
ま
つ
ま
の

身
に
し
あ
れ
は
お
も
は
し
い
か
て
と
こ
な
つ
の

は
な
の
う
つ
る
ふ
あ
き
も
な
く
お
な
し
あ
た
り
に

す
み
の
江
の
き
し
の
ひ
め
松
ね
を
む
す
ひ

よ
坐
を
へ
つ
坐
も
し
も
ゆ
き
の
ふ
る
に
も
ぬ
れ
ぬ

な
か
と
な
り
な
む

圓
融
院
御
時
大
将
は
な
れ
侍
て
の
ち

ひ
さ
し
ぐ
ま
い
ら
て
そ
う
せ
さ
せ
侍
け
る
剛
オ
』

東
三
条
太
政
大
臣

あ
は
れ
わ
れ
い
つ
坐
の
ゑ
や
の
承
や
人
と

そ
の
か
す
な
ら
ぬ
身
を
な
し
て
お
も
ひ
し
こ
と
は

か
け
ま
く
も
か
し
こ
け
れ
と
も
た
の
も
し
き

か
け
に
ふ
た
入
ひ
を
く
れ
た
る
ふ
た
は
の
く
さ
を

ふ
く
か
せ
の
あ
ら
き
か
た
に
は
あ
て
し
と
て

せ
は
き
た
も
と
を
ふ
せ
き
つ
上
ち
り
も
す
へ
し
と

承
か
き
て
は
た
ま
の
ひ
か
り
を
た
れ
か
見
む

と
お
も
ふ
こ
上
ろ
に
お
ほ
け
な
く
か
ゑ
つ
え
た
を
も
剛
ウ
」

さ
し
こ
え
て
花
さ
く
は
る
の
象
や
ひ
と
生

な
り
し
時
は
上
い
か
は
か
り
し
け
き
か
け
と
か

た
の
ま
れ
し
す
ゑ
の
よ
ま
て
と
お
も
ひ
つ
坐

こ
上
の
か
さ
ね
の
そ
の
な
か
に
い
つ
き
す
へ
し
も

こ
と
て
し
も
た
れ
な
ら
な
く
に
を
や
ま
た
を

人
に
ま
か
せ
て
わ
れ
は
た
皇
た
も
と
そ
を
つ
に

象
を
な
し
て
ふ
た
は
る
ゑ
は
る
す
ぐ
し
つ
上

そ
の
秋
冬
の
あ
さ
き
り
の
た
え
ま
に
た
に
も

と
お
も
ひ
し
を
み
れ
の
し
ら
雲
よ
こ
さ
ま
に
唖
オ
』

た
ち
か
は
り
ぬ
と
見
て
し
か
は
身
を
か
き
り
と
は

お
も
ひ
に
き
い
の
ち
あ
ら
は
と
た
の
桑
し
は

人
に
を
く
る
坐
な
ユ
リ
け
り
お
も
ふ
も
し
る
し

や
ま
か
は
の
象
な
し
も
な
り
し
も
る
ひ
と
も

う
こ
か
ぬ
き
し
に
ま
も
り
あ
け
て
し
つ
む
桑
く
つ
の

は
て
Ｊ
１
＼
は
か
き
な
か
さ
れ
し
か
み
な
つ
き

う
す
き
氷
に
と
ち
ら
れ
て
と
ま
れ
る
か
た
も

な
き
わ
ふ
る
な
み
た
し
つ
ゑ
て
か
そ
ふ
れ
は

ふ
ゆ
も
三
月
に
な
り
に
け
り
な
か
き
よ
な
ｊ
ｆ
、
剛
ウ
』

し
き
た
へ
の
ふ
さ
す
や
す
ま
す
あ
け
く
ら
し

お
も
へ
と
も
猶
か
な
し
き
ば
や
そ
う
ち
人
も

あ
た
ら
よ
の
た
め
し
な
り
と
そ
さ
ば
く
な
る

ま
し
て
か
す
か
の
す
き
む
ら
に
い
ま
た
か
れ
た
る

え
た
は
あ
ら
し
大
原
野
邊
の
つ
ほ
す
ゑ
れ

つ
桑
を
か
し
あ
る
も
の
な
ら
は
て
る
ひ
も
見
よ
と

い
ふ
こ
と
を
年
の
を
は
り
に
き
よ
め
す
は

わ
か
身
そ
つ
ゐ
に
く
ち
ぬ
へ
き
た
に
の
む
も
れ
木

春
く
と
も
さ
て
や
入
み
な
む
と
し
の
う
ち
に
剛
オ
』

は
る
ふ
く
風
も
こ
上
ろ
あ
ら
は
そ
て
の
氷
を
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584
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Ｊ
Ｊ
“

（
ｖ
八
Ｕ

壼
階
ｌ
Ｕ 580 578583 581 579 577 576 575

と
け
と
ふ
か
な
む

こ
れ
か
御
返
た
坐
い
な
ふ
れ
の
と
お
ほ
せ

ら
れ
た
り
け
れ
は
又
御
返
し

い
か
に
せ
む
わ
か
身
く
た
れ
る
い
な
ふ
れ
の

し
は
し
は
か
り
の
い
の
ち
た
え
す
は

拾
遺
和
詩
集
巻
第
十

神
楽
奇

さ
か
き
は
に
ゆ
ふ
し
て
か
け
て
た
か
よ
に
か

神
の
み
ま
へ
に
い
は
ひ
そ
め
け
ん

さ
か
き
は
の
か
を
か
く
は
し
み
と
め
く
れ
は

や
そ
う
ち
人
の
ま
と
ゐ
せ
り
け
る

ゑ
て
く
ら
に
な
ら
ま
し
も
の
を
す
へ
神
の

み
て
に
と
ら
れ
て
な
つ
さ
は
ま
し
を

ゑ
て
く
ら
は
わ
か
に
は
あ
ら
す
あ
め
に
ま
す

と
よ
を
か
ひ
め
の
ふ
や
の
ゑ
て
く
ら

あ
ふ
さ
か
を
け
さ
こ
え
く
れ
は
や
ま
ひ
と
の

ち
と
せ
つ
け
と
て
き
れ
る
つ
ゑ
な
り

に

よ
も
や
ま
の
人
の
た
か
ら
と
す
る
ゆ
み
を

神
の
み
ま
へ
に
け
ふ
た
て
ま
つ
る

い
そ
の
神
ふ
る
や
お
と
こ
の
た
ち
も
か
な

く
み
の
を
し
て
上
み
や
ち
か
よ
は
ん

し
ろ
か
ね
の
め
ぬ
き
の
た
ち
を
さ
け
は
き
て

な
ら
の
み
や
こ
を
ね
る
や
た
か
こ
そ

わ
か
こ
ま
は
は
や
く
ゆ
か
な
む
あ
さ
ひ
こ
か

や
へ
さ
す
を
か
の
た
ま
さ
上
の
う
へ
に

剛
ウ
』

133

ウ
ヒニーコ

剛
オ
』

587 586589 588 585591 590

さ
い
は
り
に
こ
ろ
も
は
そ
め
む
あ
め
ふ
れ
と

う
つ
る
ひ
か
た
し
ふ
か
く
そ
め
て
は

し
な
か
と
り
ゐ
な
の
ふ
し
は
ら
と
ひ
わ
た
る

し
き
か
は
ね
を
と
お
も
し
ろ
き
か
な

少
佳
上す

ゑ
よ
し
の
き
し
も
せ
さ
ら
む
も
の
ゆ
へ
に

ね
た
く
や
人
に
ま
つ
と
い
は
れ
む

あ
る
人
の
い
は
く
住
吉
の
明
神
の
た
く
せ
ん
と
そ
噸
オ
」

右
兵
衛
督
高
遠
賀
茂
に
な
い
か
ま
う
て
け
る

は
て
の
夜
ゆ
め
に
み
や
し
ろ
よ
り
と
て
ち
は
や

き
た
る
を
う
な
の
ふ
み
を
も
て
ま
う
て
き
た

り
け
る
を
あ
け
て
見
侍
け
れ
は
か
く
か
き
て
侍

け
る
そ
の
上
ち
大
鼓
に
な
り
て
侍
け
る

ゆ
ふ
た
す
き
か
く
る
た
も
と
は
わ
つ
ら
は
し

ゆ
た
け
に
と
け
て
あ
ら
む
と
を
し
れ

す
み
よ
し
に
ま
う
て
坐

安
法
ミ
師
噸
ウ
』

少
佳
上あ

ま
く
た
る
あ
ら
人
か
み
の
あ
ひ
を
ひ
を

お
も
へ
は
ひ
さ
し
す
ゑ
よ
し
の
松

恵
慶
法
師

少
同

わ
れ
と
は
上
神
よ
の
こ
と
も
こ
た
へ
な
む
む
か
し
を
し
れ
る
す
ゑ

よ
し
の
松

は
こ
さ
き
を
承
侍
て

重
之

い
く
よ
に
か
か
た
り
つ
た
へ
む
は
こ
さ
き
の
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593 592594595597 596

ま
つ
の
ち
と
せ
の
ひ
と
つ
な
ら
ね
は

源
遠
古
朝
臣
こ
う
ま
せ
て
侍
け
る
に

も
と
す
け

お
ひ
し
け
れ
ひ
ら
の
具
は
ら
の
あ
や
す
き
ょ

こ
き
む
ら
さ
き
に
た
ち
か
さ
い
へ
く

ひ
え
の
や
し
ろ
に
て
よ
み
侍
け
る

僧
都
實
因

ね
き
か
く
る
ひ
え
の
や
し
ろ
の
ゆ
ふ
た
す
き

く
さ
の
か
き
は
も
こ
と
や
め
て
き
け

恒
徳
公
家
障
子

源
兼
澄

お
ほ
よ
と
の
ゑ
そ
き
い
く
よ
に
な
り
ぬ
ら
ん

神
さ
ひ
に
た
る
う
ら
の
ひ
め
ま
つ

粟
田
右
大
臣
家
の
障
子
に
か
ら
さ
き
に
は

ら
へ
し
た
る
所
に
あ
ゑ
ひ
く
か
た
か
け
る
所

平
祐
挙

み
そ
き
す
る
け
ふ
か
ら
さ
き
に
お
ろ
す
あ
象
は

神
の
う
け
ひ
く
し
る
し
な
り
け
り

題
し
ら
す
入
ま
ろ

ち
は
や
ふ
る
神
の
た
も
て
る
い
の
ち
を
は

万

た
れ
か
た
め
に
か
な
か
く
と
お
も
は
ん

ち
は
や
ふ
る
神
も
お
も
ひ
の
あ
れ
ば
こ
そ

と
し
へ
て
ふ
し
の
山
も
入
ゆ
ら
め

安
和
元
年
大
嘗
會
風
俗
な
か
ら
の
山

大
中
臣
能
宣

剛
ウ
」

剛
オ
」

137

オ
Ⅱ＝ヨ

602603 598605 604 601 600 599606

君
か
よ
の
な
か
ら
の
や
ま
の
か
ひ
あ
り
て

の
と
け
き
ぐ
も
の
ゐ
る
時
そ
ぷ
る

さ
Ｌ
な
み
の
な
か
ら
の
や
ま
の
な
か
ら
へ
て

た
の
し
か
る
へ
き
君
か
み
よ
か
な

い
ば
く
ら
や
ま
よ
み
人
し
ら
す

う
こ
き
な
き
い
は
く
ら
や
ま
に
君
か
代
を

は
こ
ひ
を
き
つ
坐
ち
よ
を
こ
そ
つ
め

み
か
み
の
や
ま
よ
し
の
ふ

ち
は
や
ふ
る
み
か
み
の
や
ま
の
さ
か
き
は
堅

さ
か
え
そ
ま
さ
ん
す
ゑ
の
よ
ま
て
に

よ
ゑ
人
し
ら
す

よ
る
つ
よ
の
い
る
も
か
ば
ら
ぬ
さ
か
き
は
Ｌ

承
か
み
の
山
に
お
ふ
る
な
り
け
り

も
と
す
け

よ
ろ
つ
よ
を
み
か
み
の
山
の
ひ
入
く
に
は

や
す
か
は
の
水
す
ゑ
そ
あ
ひ
に
け
る

お
ほ
く
ら
山
よ
し
の
ふ

み
つ
き
つ
む
お
ほ
く
ら
山
は
と
き
は
に
て

い
ろ
も
か
は
ら
す
よ
ろ
つ
よ
そ
へ
む

み
お
や
ま
よ
ゑ
人
し
ら
す

た
か
し
ま
や
桑
お
の
な
か
や
ま
そ
ま
た
て
異

つ
く
り
か
さ
ね
よ
ち
よ
の
な
み
く
ら

か
Ａ
象
や
ま
よ
し
の
ふ

ゑ
か
き
け
る
心
も
し
る
く
か
皇
み
や
ま

く
も
り
な
き
よ
に
あ
ふ
か
た
の
し
さ

剛
オ
』

断
ウ
』

剛
ウ
』
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613 612 611 610 609 608 607

少

ちようけちい君あ君こおと佳たち
とろこふとのかふかとも上上つと

おせつかきよいせりゑち象し、象し天のこおさせま
ほのよ坐なりはのくかよなやよよ妹よほもへふつ
くほを象くはく かる ゑを るた をり元はるのあるか
ら今とあやのい ら け ぷ の は い か そ ち年ま時
の重ばきま蕊はやにか山いやのいと大のも，濫瀧
さちらつくまか象のた山のせ嘗 あ あ ま 心 さ
とり けまらくのりかるの會まらあき
もくん山て山かやへ山風のしるに
く象中とにつのよさまからはよ俗ひなからは清

溌蕊蕊騨誌霊壗謹：上蔦厘ゐ元

み務ふよあふきりえふ山なりつ輔
やをれにする基
ま は て

か
ね
も
り

剛
ウ
』

剛
オ
』

619 618 617
P1P

OlO 615 614

と
し
も
よ
し
こ
か
ひ
も
え
た
り
お
ほ
く
に
の

さ
と
た
の
も
し
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

よ
し
た
の
さ
と

（
マ
マ
）

な
ゑ
た
て
る
よ
し
た
の
さ
と
の
つ
え
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し
君
か
よ
る
つ
よ

い
つ
ぷ
か
は

い
つ
象
か
は
の
と
け
き
ゑ
つ
の
そ
こ
見
れ
は

こ
と
し
は
か
け
そ
す
象
ま
さ
り
け
る

ま
つ
か
さ
き

つ
る
の
す
む
ま
つ
か
さ
き
に
は
な
ら
へ
た
る

ち
よ
の
た
め
し
を
見
す
る
な
り
け
り

延
長
四
年
八
月
廿
四
日
民
部
卿
清
貫
か
六

十
賀
中
納
言
恒
佐
妻
し
侍
け
る
と
き
の

屏
風
に
か
く
ら
す
る
所
の
う
た

つ
ら
ゆ
き

あ
し
ひ
き
の
山
の
さ
か
き
は
と
き
は
な
る

か
け
に
さ
か
ゆ
る
神
の
き
ね
か
な

た
ひ
に
て
よ
み
侍
け
る人

ま
る

お
ほ
な
む
ち
す
ぐ
な
み
か
み
の
つ
く
れ
り
し

万

い
も
せ
の
山
を
見
る
そ
う
れ
し
き

延
喜
廿
年
亭
子
院
の
か
す
か
に
御
幸
の

侍
け
る
に
く
に
の
つ
か
さ
廿
一
首
の
吾
よ
ゑ
て

た
て
ま
つ
り
け
る
に

藤
原
忠
房

川
ウ
』

Ⅷ
オ
』

皿
オ
」
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品
皿
叩
叩
》

ｎ
，
ノ
卓

ｎ
ｈ
Ｕ

〔
白
紙
〕

〔
白
紙
〕

少
佳
上め

つ
ら
し
き
け
ふ
の
か
す
か
の
や
を
と
め
を

神
も
う
れ
し
と
し
の
は
さ
ら
め
や

こ
の
集
順
教
御
房
に
こ
ま
か
に

所
残
所
奉
授
糟
屋
賢
郎
也

桑
門
寂
恵

判

斯
集
雌
有
一
部
書
写
之
志
老
病

右
筆
不
合
期
之
間
上
帖
之
内
第

二
第
十
等
染
愚
筆
其
外
所
用
他

筆
也
但
於
其
説
者
傳
受
之
分
無

ょ
承
き
か
せ
ま
い
ら
せ
候
ぬ

（
花
押
）

一

第

143143142

ウオウ
筐L＝L＝

142

オ
ー
、

皿
ウ
』
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溺
認
盈
掛
侭

、
、
、
殉
も
・
・
￥
子

《

葱
琴
沙
一
一
〉
‐

熱
：
い
く

ら
八
浬
銀
拓
睦
攻
が
迦
毎
１
蚤
芦
嘩
１
小

ゲ

『
ず
殉
．
。
↑
・
心
へ

弾
‐
や
。
謹
鞍
『
由
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